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令和元年１２月三種町議会定例会会議録 

 令和元年１２月１２日三種町議会を三種町議会議場に招集した。 

 

一、出席した議員は、次のとおりである。 

     １番  三 浦   敦    ２番  平 賀   真 

     ３番  伊 藤 千 作    ４番 

     ５番  児 玉 信 長    ６番  清 水 欣 也 

     ７番  加 藤 彦次郎    ８番  後 藤 栄美子 
     ９番  成 田 光 一   １０番  大 澤 和 雄 
    １１番  高 橋   満   １２番  工 藤 秀 明 
    １３番  堺 谷 直 樹   １４番  安 藤 賢 藏 
    １５番  小 澤 高 道   １６番  金 子 芳 継 

 

一、欠席した議員は、次のとおりである。 
    なし 

 

一、遅参した議員は、次のとおりである。 

    なし 

 

一、早退した議員は、次のとおりである。 

    なし 

 

一、地方自治法第１２１条の規定により、説明員として出席を求めた者並びに委任を受

け出席した者は、次のとおりである。 

 

町 長  田 川 政 幸  副 町 長  檜 森 定 勝

総 務 課 長  石 井 靖 紀  企 画 政 策 課 長  金 子  孝

税 務 課 長  金 子 英 人  町 民 生 活 課 長  高 橋  泉

福 祉 課 長  加 賀 谷  司  健 康 推 進 課 長  佐 々 木 恭 一

農 林 課 長  寺 沢 梶 人  商工観光交流課長  桜 庭 勇 樹

建 設 課 長  進 藤  敦  上 下 水 道 課 長  近 藤 光 明

琴 丘 総 合 支 所 長  工 藤 一 嗣  山 本 総 合 支 所 長  工 藤 伸 也

会 計 課 長  平 澤 仁 美  教 育 長  鎌 田 義 人

教 育 次 長  畠 山 広 栄  農業委員会事務局長  佐 藤 慶 一

 

一、本会議の書記及び職務のため出席した職員は、次のとおりである。 

議 会 事 務 局 長  後 藤  誠  議 会 事 務 局 主 査  池 内 和 人

議 会 事 務 局 主 事  近 藤 亜 美     
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一、本日の会議に付した事件 

 第１ 一般質問 

 

議長 金子芳継は、令和元年１２月１２日、出席議員が定足数に達したので、本会議を

開会する旨宣告した。（午前９時３０分 開会） 

 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 おはようございます。 
 本日の出席議員数は１５名であり、定足数に達しております。 
 本日の会議を開きます。 
 日程第１．一般質問を行います。 
 順次発言を許します。 

 １番、三浦敦議員。１番。 
１番 （ 三浦 敦 ） 

 おはようございます。 

 １番ということでありますので、手っ取り早くいたしたいと思います。 

 私からは２件でございます。 

 土壌センチュウ剤の増額と果樹防除剤の新規助成とじゅんさいへの対応策

は。 

 東北農政局が発表した平成２９年度市町村別農業生産額推計で、三種町は

総額７９億２，０００万円であり、県内２５市町村の中で１０位に入ってお

り、東北では６４番目でした。前年度県内９位でしたので、１つ順位を下げ

たことになります。 

 畜産関係を除いた主な品目では、米が３８億５，０００万円、野菜２０億

円、豆類１億円、果実９，０００万円、工芸農産物９，０００万円、花卉

６，０００万円。日ごろ、農家の皆様が汗水流した結晶であり、大変すばら

しい結果です。 

 野菜での生産額は県内１２町村では１位であります。米はＪＡ秋田やまも

と並びに集荷業者などに出荷され、直接販売、委託、小売りなどします。野

菜、豆類、果実はＪＡ初め市場に出荷したり、加工、小売りをし、その他町

内４カ所の直売所にも出荷販売をしています。 

 工芸農産物の葉たばこは、日本たばこ産業株式会社ＪＴと契約し、たばこ

耕作組合が農家の委託を受けて一括して行い、出荷先は岩手県へ持ち込まれ

ています。耕作者は、現在、八竜地域のみとなりました。昭和４５年から始

まった米の減反、これまで米依存から脱却すべき国の政策であり、いち早く

畑作に転換した結果、三種町は野菜づくりなど恵まれた環境で安定して作

付、収穫し、出荷できる状況であると私は思っています。 

 これらを後押しするように、町では土壌消毒剤等購入支援事業で、町の振

興作物であるミョウガ、葉たばこに要する費用購入費の３分の１助成をして

いますが、畑作物の畑地土壌センチュウ駆除剤購入費は５分の１。この助成
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をミョウガ、葉たばこと同額の３分の１に増額できないでしょうか。 

 現在、購入支援事業の受け付け中で、締め切り日は令和２年１月３１日ま

でとなっています。土壌センチュウ剤を使用している作物はメロン、キュウ

リ、ミニトマト、トマト、ネギ、大根、スイカ、ニンジン、山の芋、ゴボウ

などが対象となって、ＪＡ秋田やまもととの販売額でミニトマトは５年連続

１億円以上、ネギは２年連続２億円以上、ほかは１億円を目標にしていま

す。ＪＡは来年度、ネギ園芸化団地化の開始に向けたスケジュールを具体化

することが、ことし４月２２日、設置されたのが報道されました。これらも

考慮して、ぜひお願いします。 

 そして、昨年度３分の１と５分の１の補助合計額は幾らだったでしょう

か。果樹農家に対しては、果樹産地評価支援事業２５万円計上されていま

す。これは、事業拡大の一環として苗木造成工事のみが適用となるというこ

とでありますが、防除散布は適用になっていません。リンゴなどの散布は収

穫まで１０回から１３回ほどと言われています。昨年は、強風の被害を受

け、収穫前に落果したり、黒星病が発生して、例年どおりの出荷に達しませ

んでした。果樹用の殺虫殺菌剤は価格も高いので、支援事業の新規助成とし

て考えられないでしょうか。生産農家の意欲向上にもつながります。 

 ことしは、５月以降雨が不足でした。特に日本一の収穫量を誇っている

じゅんさいが、例年と違い大幅な減少となりました。町では、じゅんさい日

本一生産量助成金として、出荷数量キロ当たり３０円助成しています。こと

しのような状況の場合、生産者の意欲を損ねることとなり、町としてはどの

ように対応していきますか。 

 以上、壇上での質問を終わります。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １番、三浦敦議員の壇上での質問が終わりました。 
 当局の答弁を求めます。町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 おはようございます。 

 それでは、三浦敦議員のご質問にお答えをいたします。 

 初めに、防除剤への助成についてお答えいたします。 

 土壌消毒剤購入支援事業は、平成２２年にミョウガ根茎腐敗病や葉たばこ

疫病が大発生した際に、被害を受けた農家に対し平成２３年度からＪＡとの

協調で特定薬剤限定の土壌消毒剤購入費支援として始めた補助事業でありま

す。 

 大発生した病害等については、農家の懸命なる防除消毒の結果、現在、幸

いにも鎮静化に至っているところであります。また、ご承知のとおり、平成

２４年度からは、一般野菜の生産性向上と出荷量の拡大、増量に向けて全て

の作物に対象を拡大しております。 

 病害虫予防対策は大変重要であると十分認識しておりますが、生産過程に

おける経常経費的なものにつきましては、ある程度の農家負担をお願いしな
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ければなりませんので、現行の補助率を維持することでご理解をいただきま

すようお願いをいたします。 

 また、果樹経営においても殺虫殺菌剤の防除散布回数は大変多く、重作業

でもあり、防除薬剤価格も安価ではないと認識しておりますが、国・県の支

援を活用して収益性や実効性のある支援を進めてまいりたいと考えておりま

すので、重ねてご理解のほどお願いを申し上げます。 

 なお、平成３０年度における土壌消毒剤の補助金総額ですが、３分の１補

助のミョウガ土壌消毒が７万２，１８５円、葉たばこ土壌消毒が５８万２，

１５５円、５分の１補助の一般野菜等土壌センチュウ駆除消毒は１７１万８

９７円となっており、関係補助金の総額は２３６万５，２３７円となってお

ります。 

 続きまして、大幅な減収となったじゅんさいへの対応についてお答えいた

します。 

 ご承知のとおり、ことしのじゅんさい生産出荷量、出荷額は大幅な減少、

減額となっております。要因といたしましては、水量必要収穫時期に雨が降

らないなど、降雨量の減少に伴う水不足であり、水稲を含むさまざまな農作

物に影響があったと認識しております。 

 令和元年産じゅんさいの生産出荷量実績については、１７万４９キログラ

ム、前年比で５万５，８２５キログラム少なく、２４．７％の減少となって

おります。 

 この生産出荷量の減少に比例して、じゅんさい日本一生産量助成事業補助

金も前年より１６７万４，７５４円少ない５１０万１，４９３円の交付と

なっております。 

 ことしのじゅんさい収穫量の減少を鑑みると、じゅんさい農家の経営に多

大な影響を及ぼしていると認識しておりますが、本年度において新たな助成

措置を設けることは制度上難しいものがございます。そのため、令和２年度

予算において何らかの営農継続支援策を講ずるよう検討することといたして

おりますので、ご理解をいただきますようお願いを申し上げます。 

 以上でございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 当局の答弁が終わりました。 
 １番、三浦敦議員の再質問を許します。１番。 

１番 （ 三浦 敦 ） 

 今､町長の答弁から、畑作の土壌センチュウ剤はちょっと難しいということ

でありますが、基盤産業は農業であります。ましてや畑作が、私たち八竜の

浜口地区では、米より野菜のほうが、畑作のほうが主です。ですから、でき

れば何としてでも３分の１にできないでしょうか。もう一度、町長答弁お願

いいたします。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 
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町  長 （ 田川政幸 ） 

 お答えをいたします。 

 大変再質問で心苦しい答弁をしなければいけないと思っていますけれど

も、現状、先ほど答えたとおりでありまして、今後、まず畑作振興がどんど

ん進むような状況になりますと、それはそれで考えなければいけないかなと

は思いますが、現状はまずそういうことで、ひとつご理解をいただければ大

変ありがたいと思っております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 農林課長。 
農林課長 （ 寺沢梶人 ） 

 お疲れさまです。 
 先ほど町長から申し上げたとおりでありますが、まず、議員おっしゃると

おり、本町の基幹産業である農業については、本町は水稲プラス野菜づくり

を目指しております。複合型生産構造への転換を目指しておりますので、い

ずれ、町長のおっしゃるとおり、現状はご理解いただきまして、もし突発的

な病気等あれば早急に検討してまいりたいと思いますので、よろしくご理解

をお願いしたいと思います。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 １番。 
１番 （ 三浦 敦 ） 

 わかりました。頭の隅の中に入れてもらえば大変ありがたいと思います。 

 そしてまた、果樹でございますけれども、軒数は、果樹園農家は大体、課

長、何件ぐらい山本のほうでいるのでしょうか。ちょっと確認できるでしょ

うか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 農林課長。 

農林課長 （ 寺沢梶人 ） 

 お答えします。 

 済みません、山本地域を中心とした果樹農家が多いわけですけれども、

ちょっと私も、頭の中に入れていなければいけないわけですが、現在、手元

にありませんので、後ほどご報告したいと思います。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １番。 
１番 （ 三浦 敦 ） 

 後で、確認お願いいたしたいと思います。 

 そしてまた、ネギ団地が来年度から出発することになっておりますが、何

名ぐらいの人でできるのでしょうか。教えてもらえれば。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 農林課長。 
農林課長 （ 寺沢梶人 ） 
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 お答えしたいと思います。 

 いわゆるメガ団地構想なんですが、ＪＡ秋田やまもとを中心とした区域で

あります。八峰町と三種町の農家による、３年間による生産販売額１億円を

目指しておりますが、今のところ、三種町では八竜地域の１法人を予定して

おります。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １番。 

１番 （ 三浦 敦 ） 

 これは、課長、国の事業と県の事業ですよね。それは、国の事業であれば

５０％国が、県の事業であれば５０％ですよね。そうなれば、あとの５０は

国と県で違うと思いますけれども、最終的には町の補助額はどのぐらいに、

大ざっぱで今、やるとしているところの大体どのぐらい、１億円ぐらいはか

かると思うんですけれども、それの何十％が町の補助になるのか教えてもら

えれば。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 農林課長。 

農林課長 （ 寺沢梶人 ） 

 お答えします。 

 今、メガ団地の事業計画、事業料のことだと思われますが、議員ご承知の

とおり八竜地域の１法人で計画しております。事業料に関しては約１億円で

ございます。 

 国の産地パワーアップ事業、それから県の補助事業等を活用しまして約半

分、残りの町とＪＡとの補助で助成する予定になりまして、２年度の申請で

ありますので、３月議会の当初予算にお願いして、当初予算を計上して議会

のほうにお願いする予定でございます。 

 なお、率に関しては、ちょっと今、資料がございませんので、これも含め

てお答えしたいと思います。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １番。 
１番 （ 三浦 敦 ） 

 どうか、課長、やる気のある人方ですので、なんぼでも町のほうでは補助

を出してもらえればと思っております。 

 あと、じゅんさいですけれども、何としてでも町長の答弁の言うとおりに

お願いしたいと思います。 

 以上、終わります。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １番議員、先ほどの質問に対しての答弁、後で報告します。 
 １番、三浦敦議員の一般質問を終わります。 

 次に、１３番、堺谷直樹議員の一般質問を許します。１３番、堺谷直樹議

員。 
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１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 それでは、さきに通告しました２件についてお伺いしたいと思います。 

 若者定住の展望について。 
 全国的に東京圏への若者流出がとまらない。町は、これまで若者定住のた

めさまざまな事業を行ってきたと思うが、次に述べる各事業の実績及び効果

の検証内容と今後の展望について伺う。 

 １、あきた結婚支援センター入会金助成事業。 

 ２、資格取得支援事業。 
 ３、三種町奨学金返還助成。 
 ４、結婚祝金事業。 
 ５、定住奨励金事業。 
 次に、クアオルト事業の展望について。 

 本町で行われた日本クアオルト協議大会も無事盛会裏に終わり、担当され

た職員の皆さんも胸をなでおろしていることと思うが、これがゴールではな

い。県との協働事業も終わり、これからが三種型クアオルトの本領発揮だと

思う。町民の健康増進はもとより誘客、いわゆる「森岳温泉郷」や「ゆめろ

ん」を利用した今後の展望について伺う。 
 以上、壇上から終わります。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番、堺谷直樹議員の壇上での質問が終わりました。 
 当局の答弁を求めます。町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 それでは、堺谷直樹議員のご質問にお答えをいたします。 

 初めに、若者定住の展望についてお答えします。 

 １点目のあきた結婚支援センター入会金助成事業についてでありますが、

入会登録料として個人が支払っている１万円を町が助成するもので、平成２

６年度から３０年度までの５年間で２７名の方に助成しております。 
 毎年五、六名程度の利用者があり、結婚支援センターを通して成婚された

方も９名いることから、出会いを見つけるきっかけにつながっているものと

考えており、今後も継続していく予定でおります。 

 ２点目の資格取得支援事業についてでありますが、就労機会拡大に向けて

専門資格や免許取得を目指す方に取得費用の半分を助成するもので、平成２

８年度から３０年度までの３年間で２１５名の方に助成を行っております。 
 若年層からの申請も多くあることから、若者の定住に一定の効果があった

ものと考えており、また、年々申請者も増加傾向にありますので、今後も事

業を継続していく予定でおります。 

 ３点目の三種町奨学金返還助成についてでありますが、平成２９年４月以

降、三種町に住所を有し秋田県内で就職した方に対して奨学金返済の一部を

助成するもので、平成３０年度の実績では２名の方に助成をしております。 

 高校や大学を卒業し、時代を担う若者の人材確保や定住促進につながって
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いると考えており、今後も事業を継続していく予定でおります。 
 ４点目の結婚祝金事業についてでありますが、町内に居住し新たに婚姻届

を出された夫婦に１０万円を交付するもので、平成３０年度では１６組から

の申請があり、交付を行っております。 
 この事業は、平成３０年度から実施した事業でありますが、夫婦どちらか

の相手方が町外から転入して来られた方が１２名おり、定住対策に成果が上

がっているものと考えており、今後も事業を継続していく予定でおります。 

 ５点目の定住奨励金事業についてでありますが、町外から町に転入してこ

られた方に奨励金を支給するもので、平成３０年度で事業は終了しておりま

す。 
 平成２１年度から３０年度までの１０年間で１３６世帯に交付を行ってお

り、２４７名の方が転入しておりますので、定住対策としての効果はあった

ものと考えております。 
 以上が、各事業における実績及び効果の検証となっており、一定程度の利

用者もいることから、若者定住者の確保並びに人口流出の抑止につながって

いるものと認識しております。 

 しかしながら、今後はさらに人口減少が進むと予想されることから、引き

続き移住定住対策の実施により人口減少を抑制し、加えて若者の定住につな

がる新たな施策も模索していきたいと考えております。 
 続きまして、クアオルト事業の展望についてお答えいたします。 
 三種型クアオルト事業につきましては、ヘルスツーリズムを推進するに当

たり重要な要素でもある海や山といった自然環境に加え、温泉も有すると

いった全国的に見ても珍しく、条件のそろった状況にあると言えます。 

 近年は、ヘルスツーリズム認証制度や企業の健康経営の取り組みが活発化

しており、健康に対する意識の向上や関心度も高まってきております。今後

も町の特性を生かしながら町民の健康づくりを推し進めるとともに、県内外

の企業に対しましてもクアオルトを体験してもらう機会を拡大してまいりた

いと考えております。 

 ことし９月には、クアオルト健康ウオーキングガイドの有志が設立した一

般社団法人ヘルスケアデザイン秋田が県内初めてとなるヘルスツーリズム認

証を受けております。これを機に法人、温泉事業者等との連携を強化し、ク

アオルトによる森岳温泉郷やゆめろんへの誘客に努め、町の交流人口の拡大

につなげてまいりたいと考えております。 

 以上であります。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 当局の答弁が終わりました。 

 １３番、堺谷直樹議員の再質問を許します。１３番。 

１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 それでは、まず若者定住の展望ということで、あきた結婚支援センターへ

の入会金の助成、２７名ほど登録して９名の成婚があったという話でしたけ
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れども、町内全体に大体何人ぐらい対象者がおるものなんですか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策

課長 

（ 金子 孝 ） 

 結婚支援センターのほうへの登録されている方は、うちのほうで確認して

いる助成金を出している方は２７名ほどいるわけですけれども、そのほか

に、自分でもしかしてお金出して行っている方もいるかと思いますので、三

種町全部で入会センターのほうにどの程度いるかは把握しておりません。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 
１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 いや、そうでなくて、登録できる立場の人間が何人いるかおわかりです

か。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策

課長 

（ 金子 孝 ） 

 登録できる方々は、いわゆる結婚していない方なわけですけれども、こち

らのほうでは、町内全域にわたってのそういう結婚していない方というのは

把握していないのが現状でございます。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 

１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 すごくいいセンター、結婚支援センターって成婚もしているということ

で、私も非常にいいと思っているんですけれども、中にはやはり、入会した

いけれどもどうしていいかわからなくて、うまく入会できてないという人も

いるのではないかと思います。 
 そこで逆の発想で、一定の年齢を過ぎて入会できるようになったら、町が

お金払って入会させるんだと。入会の登録をしたくない人は、町に届けてく

ださいと、逆の発想で考えるというわけにいきませんか、これ。そうする

と、無条件で入会できるわけですから、この辺もし、できるのかどうか、そ

れも含めてお話しいただければと思います。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策

課長 

（ 金子 孝 ） 

 お答えいたします。 
 今、議員の提案の件でございますけれども、まず、一応プライバシー的な

こともございますので、なかなかこちらから入会しなさいというようなこと

は、なかなか言いづらい点もあるかと思いますけれども、広報等でもＰＲに

は努めているところですけれども、いろいろなＰＲの仕方を考えて、できる

だけそういう制度があるということを周知していきたいというふうに思って



- 50 - 

おります。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 
１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 よろしくお願いします。 
 それであと、資格取得支援、２１５名利用されているということですけれ

ども、６５歳未満ですよね、たしか。どちらかというと、若者の定住という

よりは企業の支援に近いものがあるのではないかというふうに、私、考えて

いるんですけれども、これは２５歳未満の利用率ってどれぐらいあるんで

しょうか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 
 ２５歳という区切りはちょっとできないんですが、去年の実績で２０代以

下の申請者が、全体で７６件中２４件ございまして、約３１％の比率となっ

てございます。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 
１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 そうすると、そこそこ若い人から利用していただいているということなん

でしょうけれども、資格を取ってから、例えば町外に出られた方とか、その

後の動向というのは何か把握されていますか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 金子 孝 ） 

 お答えいたします。 
 資格取得後の動向につきましては、追跡等は行ってございません。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 

１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 わかりました。ぜひ、いい事業ですので続けていただきたいと思います。 

 あと、三種町の奨学金返還助成、２名ということでしたけれども、私、前

に１回質問いたしましたけれども、助成ではなくて給付型の奨学金、これい

ずれ必要になるであろうというふうなお話をさせていただいたんですが、そ

の辺は、何か進展あった感じありますか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 教育次長。 

教育次長 （ 畠山広栄 ） 

 お答えいたします。 
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 現在は、給付型はまだ考えておりません。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 
１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 いつぐらいという話はしないですけれども、いずれそういうふうに考えて

いくという話だったんですけれども、前は。いつぐらいから、国とかほかの

自治体の動向を見ながらという話でしたけれども、その辺もちょっと、一緒

にあわせて動向を見ながら考えてもらいたいと思います。お願いします。 
 それでは、結婚祝金事業ですけれども、結構、結婚されているということ

で、いただいている方いっぱいいると思いますけれども、これは申請すると

誰でも、誰でもはおかしいですけれども、ストレートにもらえるものなんで

しょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策

課長 

（ 金子 孝 ） 

 結婚祝金につきましては、３０年度から実施しているところですけれど

も、１組単位ということで申請していただいて、１組結婚届をされた方には

１０万円を交付しているというところでございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 
１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 審査会にかかる方が何人かいると、私、ちょっとお聞きしたんですけれど

も、実際、そういうのはあるんでしょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策

課長 

（ 金子 孝 ） 

 審査会をつくって審査していただいて、その中で決定しております。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 
１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 あと却下される方もおるんですか、そうすれば。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策

課長 

（ 金子 孝 ） 

 まず、最初の段階で結婚の届けをしたときに説明して、その上で申請して

もらっているというところもありますので、対象にならない方はいるわけで

すけれども、ほとんど今までのケースで見ると、自分たちでちゃんと確認し

た上で申請されている方々がほとんどですので、却下というのは、今のとこ

ろはない状況です。 
議  長 （ 金子芳継 ） 
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 １３番。 
１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 わかりました。あと、昨年度､３０年度で終了した定住奨励金ですけれど

も、なかなか評判がよかったというふうに聞いています。これは、今後また

やる予定はあるんでしょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策

課長 

（ 金子 孝 ） 

 お答えいたします。 
 定住奨励金につきましては、先ほど町長答弁の中で申し上げたとおり一定

の効果があったというふうに考えております。ただ、近年、他市町村の動向

を見ましても、転入してきた方に全て対象にしてお金を交付するというよう

な形でなくて、定住に結びつけるための政策に転換する傾向にあるところも

ありますので、そのようなことで、三種町においては定住奨励金は３０年度

で一区切りとして、今は結婚で町内に住む方は町内同士でも対象とする、先

ほどの結婚祝金のほうに移しているところでございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 

１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 わかりました。 
 そうすれば、クアオルトのほうについてお伺いします。 

 ことしの１月に秋田銀行と三種型クアオルト活用包括的連携に関する協定

ということで結んだわけですけれども、連携を想定している事項として、三

種型クアオルト事業を活用した秋田銀行の職員及び関係者における健康づく

りの推進に向けた各種支援、それから三種型クアオルト事業の普及啓発及び

地域活性化、健康づくりに関する情報の提供とありますけれども、１番の秋

田銀行さんの行員の福利厚生に関する項目については別として、２つ目と３

つ目、これについては町は一体どういうようなかかわりを想定しているの

か。また、今まで実際にかかわった事例があったのか、ちょっと教えてくだ

さい。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策

課長 

（ 金子 孝 ） 

 秋田銀行さんと締結をしているわけでございますけれども、今年度に入っ

てから秋田銀行さんの新入社員の方の研修等でご利用いただいているところ

でございます。 

 そのような中で、いろいろクアオルト関係のご説明をさせていただいた

り、いろいろ健康につながるようなお話もさせていただきながら対応してい

るところでございます。 
議  長 （ 金子芳継 ） 
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 １３番。 
１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 ２番目の三種型クアオルト事業の普及啓発及び地域活性化、それから３番

目の健康づくりに関する情報の提供、これは銀行さんと提携しているわけで

すけれども、これについて実際にどういうふうな連携を想定されているの

か。今、答弁あったのは、多分１番の行員さんの福利厚生のうんちゃらくん

ちゃらという話ではなくて、実際、どういうふうな連携を想定されているの

か、お願いします。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策

課長 

（ 金子 孝 ） 

 現状では、今のところはそういう研修というか、行員の方々の新人研修と

かでご利用いただいているわけですけれども、その中でも２番、３番にも当

たるかと思いますけれども、いろいろ三種型クアオルトの関係のご説明、あ

るいは健康につながる情報、そういうところもお伝えしているところであり

ます。そのために改めて集まってというようなことは、まだ開催されてない

わけですけれども、そこら辺は今後とも銀行のほうといろいろ連絡を密にし

ながら、機会があればそういうような内容についても具体的に、うちのほう

のクアオルトのやり方等を説明しながら、健康につながるというようなとこ

ろをご説明する機会を設けるような形で検討させていただきたいと思ってい

るところです。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 

１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 町長の答弁にもありましたけれども、県内外企業へアプローチしていくと

いう、大変福利厚生としては誘客につながる、私、いい事業だと思っている

んですけれども、これ実際、どのようにアプローチしていくつもりなのか、

ちょっと教えてください。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策

課長 

（ 金子 孝 ） 

 最近は、企業の健康経営ということに取り組んでいるところがどんどんふ

えてきている状況でございます。そういう中で、秋田県のほうでも秋田県版

の健康経営優良法人の認定制度というのを、ことしの８月からスタートして

おります。そのようなことから、今後ますます県内企業の健康経営の取り組

み、活性化が見込まれるというふうに考えております。 

 また、県のほうで認証を受けた企業を公表とかしているということですの

で、そうした企業へ、こちらのほうからＰＲを図っていって、各企業の従業

員の方々に体験してもらう機会を提供して、健康に関する意識の向上を図っ

ていければというふうに思っているところでございます。 
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議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 

１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 先ほど、ヘルスツーリズム話がありました。町には今、クアオルトの研究

会、それから協議会、推進室はもとより、今回また認証を受けた秋田犬と散

歩を手がけているヘルスケアデザイン秋田というのがあるわけですけれど

も、いろいろ団体があり過ぎて、それぞれの役割が何か私、よくわからなく

なってきたので、このそれぞれの団体の役割というのを、わかるように教え

ていただけないですか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策

課長 

（ 金子 孝 ） 

 お答えいたします。 
 クアオルトの推進の体制についてということのご質問というふうにお聞き

したところでございますけれども、法人が立ち上がったことを受けまして、

クアオルトの推進、今後の役割について、町の推進室、それからクアオルト

研究会、法人のほうで話し合いをしたところでございます。 
 その中で、クアオルト推進室のほうは、地域住民及び企業の健康活動の推

進というようなことで取り組んでいきたいと思っております。また、研究会

のほうは、以前からいろいろ協力していただいているところでございますけ

れども、ウオーキング人口の拡大ということに一緒に取り組んでいただきた

いというふうに思っております。また、新しく立ち上がりました法人につき

ましては、交流人口の拡大を担っていただくというようなことで、確認して

いるところでございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 

１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 わかりました。 
 町内に今、３カ所公認コースがありますけれども、ガイドつきで体験する

ことができると。ことしから有料になったというようなことがホームページ

に書かれておったわけですけれども、これは町民がガイドを利用しても有料

なんですか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策

課長 

（ 金子 孝 ） 

 お答えいたします。 

 今年度から有料ということで対応させていただいているところですけれど

も、料金につきましては、町民が無料というようなことで取り組んでいると

ころではございません。 
 町民が無料というふうにはなっておりません。 
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議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 

１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 町民もお金を払ってクアオルトをやるということですか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策

課長 

（ 金子 孝 ） 

 以前から、無料のときからそうだったわけですけれども、町内の方でクア

オルトを体験してみたいという方がいれば、無料で対応してきた経緯がござ

います。ただ、現状としては余り町内の方が対応するということはほとんど

なかったわけですけれども、まず今後、今、料金につきましては法人のほう

で受けているというところでございますので、そこら辺について、法人のほ

うとまた町内の体験の場合は無料というようなことも検討していきたいとい

うふうに思っています。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 

１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 何か健康づくりと誘客とごっちゃになっていませんか。健康保険料の低減

を目的に町民にクアオルトを勧めておいて、ガイドをお願いしてやるって、

なぜ町民がお金を払わなければならないのか、私、ちょっとその辺よくわか

らないんですが、これは初めてクアオルトに参加したいという町民の方、一

人でも安心してできるようにガイドがつきますよという話だと思うんですけ

れども、その町民からお金を取るというのは、私、非常に何かおかしいと思

いますけれども、これ適正ですか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策

課長 

（ 金子 孝 ） 

 お答えいたします。 
 ちょっと私の回答と議員のご質問にあってない部分もあったかもわからな

いですけれども、一応、法人のほうでお金はいただいているわけですけれど

も、その中で町民は無料というようなことにはなっていないわけですけれど

も、町のほうのクアオルトの推進のほうとしては、今までみたいにかかった

分のお金ですね、町のほうでガイド料金は支払ってきた経緯がございますの

で、そういう形で対応したいと思っております。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 

１１番 （ 堺谷直樹 ） 

 難しくてよくわからないですけれども、では法人に支払ったガイド料を、

町が後で立てかえて払ってくれるということなんでしょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 
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 企画政策課長。 

企画政策

課長 

（ 金子 孝 ） 

 お答えします。 
 例えば町の行事で、イベント関係等でも町が企画した場合には、ガイドを

お願いして依頼して対応していただいています。そういう場合は、ガイド料

金というのは町のほうで法人に支払っておりますので、そういうふうに、例

えば今、議員ご指摘のとおり、町民の方が何名かグループなりでやりたいと

いうような場合は、そういう同じような対応を考えております。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 
１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 では、町が立てかえて払ってくれるということなんですね、町民がやりた

いということは。わかりました。 
 そうすれば、今、健康づくりの話がちょっと出ましたけれども、前に質問

したときに、いずれ町民の健康づくりが一番のメーンなので、クアオルト推

進室と健康推進課、これはいずれ一本化するんだと、そういう答弁を当局か

ら私、いただいてあるんですが、本町でのクアオルトの大会も終わりました

し、来年度、これを一本化するのか、それともまたクアオルト推進室を継続

し、来年度予算を使ってまた何か考えていることがあるのか、その辺ちょっ

と教えてください。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策

課長 

（ 金子 孝 ） 

 お答えいたします。 

 昨年の１２月の議会のときにも、議員からその辺のご質問あったというふ

うに記憶しております。 
 今のご質問の件につきましてですけれども、今後のクアオルト推進室のあ

り方ということになるかと思いますけれども、ことしの４月開催の日本クア

オルト協議会の幹事会及び６月に毎年総会があるわけでございますが、その

中で、来年度の協議会の会長と事務局が三種町ということで確認された経緯

がございます。 

 そのような事情も鑑みながら、来年度以降のあり方につきましては、この

後始まる予算編成を通じて検討してまいりたいというふうに考えておりま

す。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 

１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 わかりました。 
 予算を使ってクアオルトカレーをつくられましたけれども、全国大会に参

加した人には配りましたと。あれはもう、あれで提供して終わりなんです
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か。それともどこかの食堂とかと提携してやるつもりがあるのか。町長はお

いしいと言っていましたけれども、参加者の反応はどうだったんでしょう

か。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策

課長 

（ 金子 孝 ） 

 大会のとき、いろいろ健康食等を提供したわけですけれども、アンケート

等も行った中では、大変好評というふうに認識しているところでございま

す。 

 今後の展開というようなことでありますけれども、いろいろ町内の事業者

さんのほうからも協力をいただいて取り組んでいるわけですけれども、現状

でも、例えば三種町のほうにウオーキングとかで来られた場合、提供したり

している経緯がございますので、今後、そういう方向で引き続き対応してい

きたいというふうに思っております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 

１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 わかりました。 

 ちょっと質問が後先で申しわけないんですけれども、先ほど若者の定住の

話で、町長から改めて施策を考えるということで話がありましたけれども、

若者、特に学校を卒業して１年から３年ぐらいの若者の流出というのが非常

に多いように思います。やりたい仕事がなくて県外に就職するという方もお

るんでしょうけれども、残念ながら秋田には遊ぶ場所も少ないし、関東圏へ

の憧れというのもあるやに思います。 

 どうか、卒業して１年から３年たつかたたないかぐらいの若者に着目した

新たな施策というのを、これを少しお願いをして質問を終わりたいと思いま

す。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策

課長 

（ 金子 孝 ） 

 今、議員からご提言のあったことも含めまして、いろいろな方法を検討し

ていきたいというふうに思っておりますので、ご理解のほどよろしくお願い

します。 

１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 終わります。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 いいですか。 

 １３番、堺谷直樹議員の一般質問を終わります。 

 次に、８番、後藤栄美子議員の一般質問を許します。８番、後藤栄美子議

員。 
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８番 （ 後藤栄美子 ） 

 私のほうから一般質問させていただきます。 

 敬老式のあり方。 
 令和元年１０月３１日に三種町恒例の敬老式が粛々と行われました。 
 私は、例年と同じ敬老式と思っておりました。しかし、１１月の中ごろの

お話ですが、風呂の中で、おばあさんが、「自分はことし８８歳、じいさん

が９０歳なので、欠席はしたけれども記念品が当然あるものと思っていた」

と言っていました。だが、祝詞だけもらったとのことでした。 
 そのとき初めて、私は、ことしは欠席者に記念品がないことを初めて知り

ました。そして、こういうわけでこうだという、その返事ができないこと

に、自分が議員として本当に恥ずかしかったです。 
 次の日、役場に行きまして聞いたところ、本当でありまして、町民から

も、また記念品のことで問い合わせが二、三あったとも言っておりました。

そして、一般質問の時期になりまして、行政報告を聞いた後でと思いまし

て、町長の行政報告を聞きましたけれども、その敬老式の件のことには町長

は触れておりませんでした。 
 そこで質問です。 
 １、欠席者への記念品を中止した理由は。 
 ２、敬老式の欠席者が余りにも多いと思う。今後、町としての考えはどう

でしょうか。 
 以上、壇上での質問を終わります。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ８番、後藤栄美子議員の壇上での質問が終わりました。 
 当局の答弁を求めます。町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 それでは、後藤栄美子議員のご質問にお答えします。 
 初めに、敬老式欠席者への記念品中止についてお答えいたします。 
 昨年までは、敬老式記念品として三種町商工会発行の三種共通商品券を贈

呈しておりましたが、敬老式への出席率が１０％程度と大変低く、後日欠席

された方々には福祉課及び琴丘・山本総合支所で受け取りくださるよう通知

しておりました。その際、商品券は金券でありますので受領印をいただいて

祝詞と一緒にお渡ししておりましたが、１２月になっても受け取りにおいで

にならない方も数多くおられました。 
 そのため、職員が直接対象者のお宅を訪問し、祝詞と商品券を配付し、受

領印をいただき、全ての方々への配布を終えるまでにはかなりの日数を要

し、通常業務に支障を来すほどの状況となっていたのが実情であります。 
 また、商品券を使用できる店舗が商工会加盟の店舗に限られ、大型店舗な

どでは使用できないため不便だというご意見などもあり、県内市町村の動向

や財政面など総合的に勘案し、商品券の贈呈を中止したところでございま

す。 
 続きまして、敬老式の欠席者が多いことに関し、今後の町としての考えに
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ついてお答えします。 
 敬老式に対する町民の皆様の意識の変化もあるのではないかと考えており

ます。特に、７０歳の初敬老につきましては、今年度の対象者３５５名に対

し出席者がわずか１８名で、参加率が５％と大変少ない状況にあり、他市町

村の状況を見ましても、数え年７５歳以上の方々を対象とする市町村も多く

なってきている状況にあります。 

 当町におきましても、対象年齢の見直し等も含め皆様からのご意見をいた

だきながら、今後の実施方法について検討してまいりたいと考えておりま

す。 
 以上であります。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 当局の答弁が終わりました。 

 ８番、後藤栄美子議員の再質問を許します。８番。 

８番 （ 後藤栄美子 ） 

 ことしの３月議会で予算説明書が配付されております。その中で、２０１

９年度は三種町まちづくりの指針となる第２次三種町総合計画が３年目と

なっております。その書き出しで始まり、健やかに安心して暮らせる町とう

たい、その中の敬老式費として２８８万９，０００円を上げております。こ

の時点で、町としてはもう敬老式の欠席者に記念品を配付しないということ

に決めてあったのではないですか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 福祉課長。 

福祉課長 （ 加賀谷司 ） 

 お答えいたします。 

 町長答弁のとおり、昨年度の記念品の配付、職員の多忙、それから県内で

の敬老式で商品券を実施している市町村が４市町村しかないということも踏

まえまして、当初予算で敬老式の商品券は廃止しております。ただ、参加者

の記念品は予算化しております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ８番。 

８番 （ 後藤栄美子 ） 

 ３０年度の予算書では、５９４万４，０００円となっております。そし

て、その中で式典と開催費、出席者の記念品も入れて４６２万となっており

ます。ことしの３月の、令和元年の敬老式の式典費としては２８８万９，０

００円と上げておるということは、出席者だけへの記念品と見ているのです

ね。もう最初から欠席者には配付しないということになるのではないです

か。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 福祉課長。 

福祉課長 （ 加賀谷司 ） 
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 お答えいたします。 
 当初予算編成過程におきまして、３１年度、令和元年度につきましては商

品券を廃止し、欠席者には記念品を贈呈しないというふうに決まっておりま

した。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ８番。 

８番 （ 後藤栄美子 ） 

 議員の皆さん、それわかっておりましたでしょうか。私、記憶にないんで

すけれども、こういう資料を出して敬老式の式典とかと書いて、もう既にこ

の敬老式の式典費が３０年度と莫大な差が減少しております。だから、その

ときにはもう、町では欠席者には、もう配付しないということと私は受け取

りますけれども、でなければ、やはり我々議員にそのことを説明してほし

かったんですね。私方がわからないということは、もちろん町民の方々はわ

からないし、初めて今回欠席して、ことしは来なかったんだなと、やはり言

う人がいたんです。私も聞きました。そこのところ、どうか説明してくださ

い。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 福祉課長。 

福祉課長 （ 加賀谷司 ） 

 お答えいたします。 
 確かに、詳細についての町民への、あと議員各位への説明は説明不足だっ

たということはおわびしたいと思います。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ８番。 

８番 （ 後藤栄美子 ） 

 それこそ資料が渡った時点で、私、自分でやはり気づくのが本当であった

んですけれども、減少してなくなっていく、予算の額が減少したということ

に早く気づいていれば質問もあったんでしょうけれども、当局の説明がない

ままで、それこそ例年のごとく欠席者にも配付されたんだなと思っていて、

今回欠席者からそのように来なかったということを聞いて、今回やはり聞い

てみなければならないと思って、今、質問しております。 
 それから、やはりこれは町の恒例の行事でもありますので、我々は、もし

これからなくすとしても、我々にもわかってほしいと思いますし、また、町

民にも、前に戻りますけれども、広報とかで知らせてくれればよかったと思

います。 
 次です。２の質問です。 

 町長の行政報告にもありましたけれども、今回の敬老式の対象者が１，３

１３名でした。そして、そのうち参加者が１３９名で、まず大体１割ぐらい

の出席者です。その中で、１００歳以上が３９名もいることにはびっくりし

ました。今後、団塊世代が７０歳以上を迎えてますますふえていくと思いま
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すけれども、今後、町としては、先ほど町長も述べておりましたけれども、

どのように今後考えていると、町長は敬老者の対象を年代を上げる、７５歳

以上にするという考えもあると言っておりましたけれども、そこのところを

もう少し詳しくお願いします。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 福祉課長。 

福祉課長 （ 加賀谷司 ） 

 お答えいたします。 
 秋田県全部の市町村のアンケート調査を実施したところ、７５歳以上から

を対象としている市町村が１７市町村ございます。そして、中には７０歳、

８０歳、８８歳、その３世代のみ対象という市町村もございます。さまざま

な市町村のやり方がございます。大きい市になりますと、自治会それから実

行委員会、婦人会などに委託して実施するところも多数ございます。その敬

老式のやり方、旧町同士の、合併前の町村でのやり方が全く違うところもご

ざいますので、一概にまずどうするかという話にはならないと思いますが、

やはり７０歳の方々、人生１００年時代を迎えまして、なかなか７０歳と

言っても敬老式という意識がないというところもございまして、ほとんどの

市町村が７５から７７からを対象とするという考え方に立っておりますの

で、それを含めまして、今後検討させていただきたいと思います。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ８番。 

８番 （ 後藤栄美子 ） 

 ７０歳以上の出席者が１８名と言っておりました。私、前にも敬老式のこ

とで前々町長に年代を、秋田市あたりは７５歳以上が初敬老だと言って、上

げたらどうかと言ったことがあります。そのとき町長が言うには、やはり敬

老は７０歳だと、そういうことも言っておりました。また、婦人会と議員と

の交流会のときも逆質問しまして、皆さんは敬老式を７０歳にしたらよろし

いですか、それとももっと年齢を延ばしたほうがいいですかと聞いたとき

に、やはり７０がいいという婦人会の方々の答えもありました。 
 それこそ今、課長がおっしゃいまして、７５以上で敬老式を迎えている市

町村が１７市町村あると言いましたけれども、今後、いろいろ会議等、いろ

いろな会を持ちまして話し合いし、それから続けてまた近隣の市町村を見聞

きして検討することが望ましいと思いますけれども、今、福祉課長がおっ

しゃいましたけれども、やはり話し合いをして、敬老式の出席者が余りにも

少ないので検討していったほうがよいと思います。 

 終わります。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ８番、後藤栄美子議員の一般質問を終わります。 

 次に、６番、清水欣也議員の一般質問を許します。６番、清水欣也議員。 

６番 （ 清水欣也 ） 
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 今回もぷるるんの事業問題について質問いたします。 
 私は、これまでぷるるん事業の問題を主にずさんな会計事務、そこに焦点

を当てて問題提供してまいりましたけれども、本来このぷるるん事業の問題

というのは、そのことだけにあるのではないと思っております。例えば、現

実を無視したような無理なもともとの構想、それから国への交付金の申請書

で描いた計画とその後の全くかけ離れた事業の実態など、その問題点という

のは広範に及んでおります。 

 特に、ぷるるんは、自分たちの社屋とまで言い切っていたあのふるさと資

源情報センターを途中で抜け出したわけであります。それだけでなく、ここ

に来まして、ＮＰＯ法人の役割も捨てる動きさえ最近見せているのでありま

す。 
 ３年間に及んだ地方創生推進事業、いわゆるぷるるん事業、この事業とい

うのは、結局は民間のぷるるん業者を１社ふやしただけ、それだけに終わっ

てしまった、そういう感がいたします。あの事業は何だったんだろうか、あ

の建物は何のために建てたのか、そういう思いがするのであります。 
 このぷるるん事業というのは、ぷるるんの事業活動を町の観光、それから

じゅんさいをメーンとした特産物振興対策、それから移住定住対策、そうい

う対策の中核に据えるんだと、そういうことを目的として１億２，０００万

以上も投資した、我が町としてはビッグプロジェクトであります。それが、

今回のような結果をつくり出したというのは、ぷるるんとそれを容認する形

になった町は、その責任はとられておかしくない、そういう問題だと思って

おります。議会としては、関係者にその説明を求めることが必要ではないか

と、そういうふうに思っております。 

 ここに至っては、ずさんな公金処理の問題を初めとしてぷるるん事業問題

の全体を総括をして、これまでの事業の実態を町民に明らかにする、それが

我々議会の役割ではないかと、そういう観点で次の質問をすることにしたわ

けであります。 
 １つは、ぷるるん事業の交付金の交付申請、いわゆるこれを見ればぷるる

ん事業の全体が書かれております。この計画が計画どおり実施されたかどう

か、されたと認識しているかどうかという質問であります。 

 それから２つ目は、この事業の執行に当たっては驚くべきずさんな会計処

理があります。町は、このことに関してどのように考えてきたか、改めてそ

の認識を問いたいと思います。 

 それから３つ目は、ぷるるんがみずからの拠点施設と、そういうふうに位

置づけてきました、あのふるさと資源情報センター、そこを抜け出した、撤

退した経緯は何か。本当の理由がまだわからないんですよ。なぜあそこを出

たのか。補助期間が３年あるんですけれども、３年目の途中でもう出ちゃっ

た。その理由は何かと、そういうことでございます。 

 それから４つ目は、多額の予算を投入してぷるるんの養成、それから事業

執行のための自立促進を図ってきたわけです。役場はいろいろな手を打っ
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て、いろいろな金を投入してきました。それがこういう現状になった、その

現状をどのように町は今、捉えているのか。それから、これからこの事業、

あるいはぷるるん、これをどのような方向に誘導していくのか、そういうこ

とを４つ目の質問としたいと思います。 
 以上でございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番、清水欣也議員の壇上での質問が終わりました。 

 当局の答弁を求めます。町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 それでは、清水欣也議員のぷるるん事業に関するご質問にお答えいたしま

す。 
 １点目の、ぷるるん事業の事業実施に対する町の認識についてでございま

すが、地方創生加速化交付金の実施計画では、農産物と地域観光の発信拠点

を構築するため、ふるさと資源情報センターを設置するとしております。 
 現在の状況としては、平成３１年度からは、主に三種町観光協会が交流ス

ペースを含め事務所として使用しております。なお、ぷるるんの事務スペー

スは、ぷるるんが商品等のＰＲ展示を行っている状況であります。 
 町としては、加速化交付金で整備したふるさと資源情報センターは、現

在、ぷるるんの事務所としての利用はないものの、じゅんさいのＰＲや地域

観光の情報拠点として活用されていること、また、事業も継続して実施して

いることから、加速化交付金の実施計画にあるように、農産物と地域観光の

発信拠点に合致し、事業を行っているものと考えております。 
 次に、２点目のぷるるん事業の会計処理に対する町の認識についてでござ

いますが、地方創生交付金事業に係る会計処理等の調査結果でもご報告いた

しましたが、関係条例や財務規則に定められた手続を経ていないものや、地

方創生加速化交付金の実績報告に誤りがあったことなど、法令を遵守すべき

立場にありながら、このような不適正な事務を行ったことについては、町民

の皆様からの信頼を損なうものであると考えております。今後再びこのよう

なことが生じないよう、改めて職員の法令順守について指導徹底してまいり

ます。 

 次に、３点目のぷるるんの事務所移転の経緯についてでございますが、ぷ

るるんが平成３１年度以降の自立を考慮した場合に、ふるさと資源情報セン

ターと加工所の２カ所を維持管理するには多額の資金が必要となることか

ら、より合理的な運営を行うため、法人が経営判断により加工所に事務所を

移転することとしたものでございます。 

 町としても、法人の経営状況から、平成３１年度以降の法人の自立を考え

ますと、やむを得ない判断であったと考えております。 
 ４点目のぷるるんの現状認識と今後の方向性についてでございますが、町

の総合戦略に位置づけられた事業であって、地域のしごと創生を重点とした

新たな事業へのチャレンジであり、難しい事業運営であると認識しておりま



- 64 - 

す。 
 今後の経営は法人として考えていくこととなりますが、年々売り上げは伸

びており、自立は可能なものと考えております。当初計画から交付金が終了

する平成３１年度以降は自立ということで、今後も町からの財政的な支援は

行わない予定でございます。 
 この事業の重要な目的である品質のよい農産物を高く売って農家所得を向

上させるという基本方針に基づき、今後も運営を行っていただきたいと考え

ております。 
 以上であります。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 当局の答弁が終わりました。 
 ６番、清水欣也議員の再質問を許します。６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 先ほど申し上げました項目と順序のとおりにいかないかもしれませんが、

その点ご了承いただきたいと思います。 
 まず細かい点からいきます。細かい点といっても、その背景には大きな問

題があるという、そういう気持ちで、今質問をいたします。 
 先日、ぷるるんの総会あるいは協議会かもしれませんが、開かれたはずで

あります。そこに当然、町は出席したものと思いますので、そのときの経緯

をひとつここで教えていただけないかという、まずその質問でございます。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 

 ぷるるんのほうから、総会の通知はいただいておりませんので、会議のほ

うには出席してございません。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 

 でも、町は構成メンバーになっているじゃないですか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 

 町は、構成メンバーにはなってございません。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 
６番 （ 桜庭勇樹 ） 

 これで、ちょっとまた不思議なことが起きるんですよ。今まで３年間にわ

たって国に交付申請をした申請書の中には、町はぷるるんの構成メンバーだ
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と、３年間にわたって書き連ねているんですよ。これはどういうことになり

ますか。 

 交付申請のほうが、町としての方針ですから、こっちのほうが正しいので

はないですか。何で町は構成メンバーにならなかったんですか。ぷるるんは

町が立ち上げた団体ですよ。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 
 町は構成メンバーではなく、連携団体というふうに捉えております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 だって、申請書に３年間、構成メンバーに書いてあるじゃないですか。Ｎ

ＰＯ法人一里塚、ＪＧＡＰじゅんさい農家グループ、じゅんさいの里活性化

協議会、三種町、ちゃんと書いてあるじゃないですか。今現在は、一里塚は

抜けましたけれどね、今までのぷるるんの推進事業を展開したいきさつから

考えて、当然、町は構成メンバーになるのは当たり前ではないですか。 

 時間がかかりますので、次に進みます。大体こういうところから、この事

業のおかしな流れが始まったんですよ。 
 次に、平成２９年１月２７日に、ＮＰＯ法人ぷるるんの名刺代ということ

で、町から支出されています。これはどういうような名刺なんですか。名刺

の内容わかりますか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 
商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 
 細かいところまでちょっと把握してございませんが、多分、ぷるるんの営

業用に名刺を印刷したのだと思っております。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 

 私から申し上げましょう。恐らくこの名刺だと思いますよ。 
 ＮＰＯ法人ぷるるんセンター長、誰それ。これは町の職員だから名前を

言ってもいいようなものですけれども伏せましょう。ＮＰＯ法人ぷるるんセ

ンター長、誰それ。町の職員ですよ。これが２９年の１月７日ですよ。これ

まだ町の職員です。再任用職員ではないんですよ。これがどうして公費で印

刷されるのかというんですよ。 
 それで、ちょっと質問１つあります。 
 これは、なぜふるさと資源情報センター所長でないのか。ぷるるんの所長
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なのか。ここのところをちょっとお聞きしたいんですけれども、もし名刺が

わからなかったら、私、コピーありますから、これ見ていただいても結構で

す。ＮＰＯ法人ぷるるんセンター長、誰それと書いてある。地方公務員法違

反でないですか、これ。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 
 恐らく、職員がぷるるんの支援を行うということで、営業支援のためにそ

ういう名刺も印刷したのではないかと思います。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 いや、何であろうと、まずどこのセンターなんだか。もし町のセンターだ

とすれば、町のセンターはまだできてないんですよ。そこのセンターとし

て、もう既に発令になっているわけだ。おかしい話じゃないですか。支援で

あろうと何であろうと。では支援であれば、センター長になれるんですか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 
商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 町では、センター長という肩書はつけてはございませんので、その職員が

自発的に印刷したのではないかなと考えております。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 自発的に勝手に公費使って、俺、センター長になるんだって公費使って、

これつくるんだか。 
 それで、おもしろいことには、この時点で支出負担行為が請求書に基づい

て起こしているんだ。支出負担行為に、どういう名刺をつくるなんて書かれ

てない支出負担行為ってあるか。まずそれは事務手続のことですから、まず

今回焦点にしませんけれども、何でこれがこうなるのかというんですよ。 
 それで、この２９年３月議会の前段の協議会で、議員の皆さんの一人か

ら、これはセンター長を置くのかどうかと質問しているんですよ。そのとき

に、「いや、置くかどうかはまだ検討しておりません」と答弁しているんで

すよ。それが２９年３月なんですよ。ところが、もう２９年１月でセンター

長という名刺をつくっているんだ。 

 なぜ私、このことを言うかというと、特定の職員に余りにも権限を与え過

ぎたんですよ、ぷるるんの事業の執行に当たっては。これがずさんな会計を

招いたし、この事業がうまくいかなかった要因の一つだと私は思っているん

です。余りにも権力を与え過ぎた。議員で何であろうが、これ、正式に言い
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ますと、営利企業等の従事制限に引っかかるんですよ、これ。そうでしょ

う。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 
商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 その担当職員につきましては、職務命令ということで従事してございます

が、町がその団体を支援することを決定した場合は、その事務についてもな

すべき事務ということで、地方公務員法の逐条解説のほうで解釈されており

ますので、それに基づいて従事しているものと思っております。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 

 センター長に従事するには、それなりの手続が必要なんですよ。営利企業

の従事制限許可という手続が必要なんですよ。それがもし営利企業でなくて

も、役所と密接な関連がある団体であっても、その許可をとらなければだめ

なんですよ。何もとってないじゃないですか。これはあれですか、辞令一つ

でセンター長の役職を、ほかの団体の役職を担えますか。これ誰か、人事の

詳しい人おりませんか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 
商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 
 当時の辞令の発令とか、ちょっと資料はございませんが、先ほども申し上

げましたとおり、職務命令という形で従事をしているものと考えておりま

す。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 

 再任用通知に、その用務をちゃんと書いていますか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 再任用のときには専門員ということで、ふるさと資源情報センター勤務を

命ずるというふうに書かれていたと思っております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 勤務を命ずるであって、センター長を命ずるではないんでしょう。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 
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商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 はい。特にセンター長という肩書は書かれておりません。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 

 町長、これどう思いますか。町長が任命したわけではないんですけれど

も、３０年度はこれが続いているんですよね。 

 一人のただの職員であっても、従事許可が必要なんですよ。特にこの人

は、経理まで全て担当したんでしょう。それが町の職員が、ほかの団体の経

理ができますか。そこですよ。全てこの人が仕切ってきた。それが、町の職

員がそういうことができるかと。ほかの団体の金を、町の職員が経理できる

かと。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 

 従事できるかと、主体的にはその職員がやっていたのかとは思いますが、

あくまでも支援という形で業務を行っていたと思っております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 

 総務課長、この辺の今までの質問を聞いて、私の質問に対して何か答弁お

願いできませんか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 総務課長。 
総務課長 （ 石井靖紀 ） 

 お答えいたします。 
 今までご質問に対して、商工観光課長がお答えしておりますとおり、３０

年度の辞令につきましても、再任用職員については勤務場所は情報センター

で、勤務命令は専門員でございます。 

 あくまでも、先ほど申し上げておりますとおり、ぷるるん事業、地方創生

交付金の事務支援ということで会計もお手伝いしたと認識しております。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 だから、そのように許可をとっているのかと聞いている。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 総務課長。 

総務課長 （ 石井靖紀 ） 

 先ほど商工観光課長がお答え申し上げましたとおり、地方公務員法第３２
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条及び３５条により従事したと捉えております。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 

 私が言っているのは、地方公務員法第３８条に基づく手続をとっているか

という具体的に申し上げます。それを受けて、服務規程がありますよね、町

の。その服務規程によって行っているのかどうかということを聞いているん

です。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 総務課長。 

総務課長 （ 石井靖紀 ） 

 関係団体の事務補助ができるのが３５条でございます。そういう意味で発

令されたものと思っております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 

 では、３８条関係の手続は要らないということですか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 総務課長。 

総務課長 （ 石井靖紀 ） 

 この場合は、その発令はなされておりません。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 いや、発令はセンター長では発令されてないということはわかりました。

だから、これは一つおかしいでしょう。プラスただの職員であっても手続を

とらねばなりませんよというふうに、その手続をとっていますかという話で

す。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 総務課長。 

総務課長 （ 石井靖紀 ） 

 ３８条は、営利事業に従事する町長の許可のことだと思うんですが、そこ

の内容をちょっと確認して。（「町長の許可がなければやれないでしょうと

言っているの」の声あり）それは、許可はとっておらないです。あくまでも

法人の支援、事務支援をしてくださいよという形で勤務命令されておりま

す。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 これは、やっていると時間がもったいないので、それではその支援という
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ことなんですけれども、支援には、ほかの家のかまどの財布を握ってもいい

んですか、これ。どうでしょう。大体、通帳を誰が管理する。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 

 いずれ、通帳の管理もその職員がやっていたかと思いますが、そのほか

に、（「それが支援だか」の声あり）法人の中に会長以下役員も数名おりま

すので、そこら辺で協同で事務を行っていったものと考えております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 

 こういうことのないように、地方公務員法第３８条があるんですよ。 
 それで、最初に戻ります。 
 このセンター長というのは、これはどこのセンター長なんですか。ぷるる

んのセンター長か、それとも町の資源センターのセンター長なのか。 

 それと、何でこれが１月に印刷されるのか。これはおかしいじゃないです

か。違法じゃない、これ。そういうことを聞いているんです。そのことにつ

いて誰か、総務担当でも答弁してください。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 総務課長。 

総務課長 （ 石井靖紀 ） 

 いずれ、先ほどから申し上げているとおり、発令はされておりませんで

す。商工観光課長が申し上げた、（「印刷の話」の声あり）印刷の肩書のこ

とだと思っておりますけれども、それについては、営業活動や販路拡大のた

めの名刺づくりだと思っております。会社でつくったやつだと。（「セン

ター長として１月に公費で支払いすることの是非を問うている」の声あり）

それは、（「うまくないよな」の声あり）思い込みで印刷したと思っており

ます。（「思い込みで許されるの」の声あり）許されるかどうか、私は

ちょっと判断できません。（「許されるかどうか、わからないの。許されな

いに決まってるじゃない。それで、我々の全員に、センター長でやるかどう

か」の声あり） 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 挙手してやってください。 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 こんなことをやっているんですよ。これがみんな出発点だ。 
 次に入ります。 
 平成３０年度にぷるるん補助金１，４２２万７，０００円を補助しまし

た。この中に、旅費の執行額が約１３０万近い旅費が支給されております。



- 71 - 

この支給の中で、町の職員に支払いした件数と金額を教えてください。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 

 町の職員に支出した旅費につきましては、主に管内旅費となっておりま

す。管外、町外の旅費については仙台の出張が１回ほどございました。それ

以外は全て管内旅費となっております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 

 この執行に対して、出張命令がないという話なんだけれど、出張命令がな

ければ服務報告もないんだけれども、これ、出張命令がなくてどうして出張

できたんですか、これ。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 

 いずれ、管内旅費につきましては車の借り上げ料ということで、キロ３７

円の支出になってございます。そこについては、本来であればそこも出張命

令等必要な部分でございましたが、そこら辺は行っていなかったということ

でございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 ２９年度は確かめましたか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 ２９年度についても一応調べましたが、検査報告書でも申し上げましたと

おり、復命書のないものが何件かございました。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 

 出張命令のことを聞いているんだ。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 ２９年度につきましては、ぷるるんの委託費の中の出張でございますの

で、町に対しての出張命令というのは特にはございませんでした。 
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議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 委託であろうと何であろうと、町の職員が出張する場合は町が出張命令を

出さねばならないんです。明確な条令違反であります。この問題について

は。条例違反だという認識はありますよね、総務課長。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 総務課長。 

総務課長 （ 石井靖紀 ） 

 お答えいたします。 

 全員協議会で報告いたしました会計検査の中でも報告しておりますので、

そこら辺は見受けられたということでございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 

 条例違反ですよね。命令がなくて出張したものについては。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 総務課長。 

総務課長 （ 石井靖紀 ） 

 お答えいたします。 

 そのようになります。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 次は、ぷるるんがセンターを撤退した経緯についてであります。 
 それで、９月議会での一般質問、私に対する質問で当局は、聞いたのは、

「自立できる道を選択したんだと思う」。きょうも同じようなことを答弁し

ました。ところが、平成３０年度の実績報告書には、もうぷるるんは自立が

可能になったと実績報告しているんですよ。その矛盾はまずさて置いて、自

立が可能になったとしていながらセンターを出ていくというこの矛盾をどう

考えればいいの。私、ここに何かあったのではないかと勘ぐっているんです

けれども。この矛盾をどう思いますか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 町長の答弁でも申し上げておりますが、いずれ、平成３１年度から町から

の補助金がなくなるということで、法人のほうで自立の道をいろいろ検討し

た結果、２カ所の維持管理費を支出するには厳しいということで、事務所を

加工場のほうに移転したわけでございます。 

 いずれ、その経費削減したことによって、そのことで自立が可能になった
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ということと捉えております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 

 大体、皆さんあそこを出るに当たって、今までのぷるるん事業の、今まで

の事業の経緯、目的からして、あそこを出ることに、そういうふうに安易に

「ああそうですか」と言っていいもんですか。このあたりが、町長この辺、

町長答弁してください。あれだけ金をかけて、あれまで面倒を見て、そして

「実は私、ここを出ます」と言って「はい、そうですか」と。じゃあ今まで

展開してきた、あの申請書を見ればわかると思うんですけれども、あの夢を

じゃあみんな捨てて「はい、そうですか」と町で言っていいんですかという

んですよ。ここに町の責任の一端があるんでしょうと私は言っているんで

す。町長、いかがですか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 お答えをいたします。 

 先ほど答弁でも申し上げましたが、確かにぷるるんは運営上厳しいという

ことで撤退をいたしておりますが、当初の目的として観光ＰＲということ

は、観光協会のほうで、今情報センターを利用しておりますので、そういう

意味でも、やはりぷるるんの単体での運営をしていくためには、そういう余

分な、余分なというと大変失礼かもしれませんが、経費を削減していくとい

うのは、一つの方策であったと考えておりまして、そこでまず了解をしたと

いうところでございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 ここまで持ってきた町の責任はどうするのかと聞いているんですよ。１億

２，０００万円もかけてここまで持ってきた。それであと、これでぷるるん

の役割も、ＮＰＯ法人の役割の性格の部分も捨てるんですよ。そういうもの

を考えた場合に、今まで投資してきた金額と町民に示した説明と兼ね合わせ

て、町長これでいいんですかと聞いているんですよ。ぷるるんは非常に無責

任だと思いますが、町長、いかがですか。そう思いませんか。今まで私、説

明してきたこの経緯からして、ぷるるんは非常に無責任だと思いませんか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 お答えをいたします。 

 確かに、今結果を見ると、大変事業がぶれている部分があったのかもしれ

ませんが、当時は町の観光、そしてじゅんさい、そういう特産物を振興して
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いくという地方創生の意義にのっとって計画、そしてやった事業だと私は考

えております。 

 結果は確かに望むべくところは少なかったかもしませんが、やはり初めの

意思を、しっかり職員、そして当時の方々がしっかり計画して頑張った結果

が、まずこれだったと思いますが、結果については確かにいろいろご不満も

あるのも十分わかっておりますが、当時の目標をしっかり遂げようと頑張っ

ていたところは評価していきたいなと私は考えております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 

 あのね、この計画書の中で、こういうふうに位置づけているんですよ。 
 ぷるるんというのは、いろいろな、先ほど私が言いました目的があるんで

す。その目的を運営して達成していく経営責任があると書いているんです。

その責任を捨てるわけですから、これはぷるるんに責任がある、一端がある

と、そういうふうに思うんですけれども、町長はいかがですか。 
 経営責任があるとみずから言っているんですよ。ところが、それを申請書

でそのことを国に書いている、町が。だから、町とぷるるんが一緒に責任

を、これを果たさなければならないでしょうというのが私の論なんですよ。

どうでしょうか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 

 確かに、ぷるるんのほうは事務所の移転という形にはなってございます

が、この事業の最大の目的であるよい農産物を高く売って農家所得を向上さ

せるという、その目的で事業そのものはまだ継続しておりますので、（「よ

ろしくお願いしますって」の声あり）継続しておりますのでよいのではない

かと考えております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 あのね、ぷるるんの狙い、こういうことなんですよ。観光情報の発信、Ｄ

ＭＯの中核となる、それからＪＧＡＰじゅんさいの復興、それから交流促

進、人材活用、この３つを機能を、役割をぷるるんが持つと。プラス、プラ

スですよ、じゅんさい以外の高品質農産物の振興、それから移住定住を受け

入れる人材の育成、これがぷるるんの役割だと明言しているんです。かつ、

これを町が進める、こういう構図なんですよ、このぷるるん事業というの

は。 
 それで、ぷるるんというのはこの事業を進める責任を負うと書いてあるん

だ。だから、今回、この並べたうちの大半を役割を放棄することになるで
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しょうと言っているんだ。そこの責任は、私は重いよと言っている。それを

推し進めてきた町にも責任があるよと言っている。 

 町長、どうですか。もう一度答弁してください。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 お答えいたします。 

 確かに当初の目的を果たせない部分は恐らくあるかと思います。確かに先

ほど商工観光交流課長もお答えしたとおり、事業は終了したわけではないの

で、これからもまだその目的のために努力していく部分は当然あると思いま

す。そこに対して、町も財政的な支援はできませんが、いろいろな行動につ

いてはいろいろな相談に乗ったり、そういう支援は当然続けていかなければ

いけないと、このように考えております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 

 これまで金を投資して、このようなさんざんな結果に終わって、これ住民

目線から捉えたら許されるものではないでしょう。これで何も責任はありま

せんと住民に対して言えるんですか、町長。もう一度お願いします。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 お答えいたします。 

 繰り返しになると思いますが、確かに全てに対して満足した結果は得られ

ておりません。ただ、まだ一つの目的に向かって頑張っておるのは確かでご

ざいますので、責任云々というのは、まだ時期尚早かと思います。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 

 これまでの３年間の事業の実態を、私、監査委員に監査要求してください

と９月議会で申し上げました。そうしたら町長は「いや、ちょっと待ってく

れ」と。我々に調査させてくださいと。その後結果によってどうするかとい

う判断をするという、検討するというそういう答弁でした。 

 それで調査をしました。私は実に不十分で、それで私は、改めて監査委員

に監査要求をしてはどうかと。実態をちゃんと調べてもらって、これを住民

に示す。でないと住民納得しませんよ、これ。 

 今の監査委員の監査制度というのは、あそこが間違っていた、こっちが数

字が合わなかった、それだけではないんですよ。費用対効果まで監査の観点

というのは広がったわけですよ。事業評価までこれを高めていくという、こ

れが今の監査制度に、そういうふうに拡充されてきたんです。 
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 だから、ぜひ私は監査委員の皆さんにこれをお願いして、清水の言うこと

はこうだけれども、実態はどうなのか。町長、監査要求をしたらどうです

か。それははっきりしますよ、そこで。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 お答えいたします。 

 先般のあれでお答えしたとおりでありまして、その結果を受けて担当課、

総務、会計、そして商工観光交流課、そしてぷるるんの担当といろいろ事業

を精査いたしております。先日、全員協議会で報告したとおりでありますの

で、これ以上、監査委員に対してすべきものはないと考えておりますので、

現時点でそのような考えはないと申し上げます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 

 この間の調査は、何回も申し上げてあるとおり、ある一定の部分について

だけ調査したんですよ。ずさんな会計手続のその部分だけ。私、それだけが

問題でないと前から申し上げているんです。その部分を特に私は監査委員に

監査要求をしたらどうかという、そういうことなんですよ。どうでしょう

か。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 お答えいたします。 

 調査の結果、返還金等も発生しております。これ以上、しっかりした調査

はなかったと私は考えておりますので、これ以上、監査委員に要求すること

をしたいと思ってはおりません。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 

 それでは次に入ります。 
 また具体的な問題に、また戻ります。 

 町では、最初２．４トンのじゅんさいを買いました。２１８万の金をかけ

て２．４トンのじゅんさいを購入したわけです。それが最後は５４６キロを

農協に保管したということで、この流れが終わっているわけです。 
 では、その５４６キロの農協に保管した、その後の経緯はどうなのか。こ

れがどうやって、どこに行ったか。５４６キロ。これを調べたはずですよ

ね。その行き先が見つかったかどうか。それから書類があったかどうか。そ

れをちょっと。 
議  長 （ 金子芳継 ） 
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 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 

 確かに冷凍で５４６キロ、冷凍しておりますが、５４６キロのうち年度末

までで２２５キロが翌年度繰り越しとなっております。そしてそのうち７

８．９キロが翌年度でサンプルや販売してございます。残りの約１５０キロ

ぐらいが廃棄という形になってございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 

 だから、その書類が町の書類には何も添付されていないよと、それがない

よと言っているわけよ。どうやってそれが確認できましたか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 

 いずれ、ぷるるんからじゅんさいの発送のリストをいただきまして、それ

を確認して、この翌年度サンプル販売数量、そこら辺は確認しております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 挙手してください。６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 

 あのね、この金というのは町が執行した金なんですよ。だから、町が責任

を持ってその書類をつくっておかなければだめなんだ。それがぷるるんのパ

ソコンの中から見たとか何とかって、そういうような話でないでしょうとい

うのよ。何で町で執行した分が、町でそれを責任持って処理過程を明らかに

しないんですか。何で町に書類がないんだ。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 

 町で支出したのは、農家から買った分ということで、それについては間違

いなく請求書どおり納入されているわけでございます。その処理につきまし

ては、単年度で終わらない部分もございます。翌年度で処理する部分もござ

いますので、ぷるるんから後日書類をいただいて確認をしているということ

でございます。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 あのね、処理するには処理するための手続がちゃんとあるじゃないです

か、町に。ちゃんと規定載っているじゃないですか。そのとおり何でやらな

いのかと言っているのよ。ちゃんと財務規則に処理手続がみんなあるじゃな

いかって。それをやっていれば、こうやりましたとちゃんと説明すれば、そ
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れが足りるんだよ。それがやってないでしょうと言っているの。やっている

んですか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 その手続はやっておりません。ただ、このじゅんさいにつきましては、消

耗品という形で買っておりますが、本来であれば原材料費で買うのが適正

だったのではないかなと考えている、どうしても歩どまりが出て選別の時点

で廃棄するものも出てきますので、本来は原材料費が適正であったと考えて

おります。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 挙手してください。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 あのね、５４６キロの中には、あれでしょう、ぷるるんの分１９０キロが

入っているでしょう。ぷるるんの分。この書類にそう書いてあるじゃないで

すか。１９０キロがぷるるんの分だって。あと残りが町の分だと。ところ

が、それを含めて保管しているんですよ。それで、保管代も一緒に払ってい

るんだ、町で。丼勘定なんだよ、とにかくこのぷるるん事業というのは。ど

うですか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 ５４６キロについては、全て交付金、補助事業の分でございます。保管料

についても全て補助事業という形になっております。 

 いずれ、収益に当たる部分の経費についても交付金の対象となるというこ

とを確認しておりますので、交付金事業には合致しているということで確認

をしております。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 ぷるるん自前で買った分だよ。自分の経費で買った分。自分の予算で。ぷ

るるん事業という独自事業の分があるでしょう。その分で買ったやつが１９

０キロだ。１９０。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 

 平成２８年度につきましては、ぷるるんで独自に買ったものはございませ

ん。全て交付金で買ったものでございます。１９０というのは、その内数と

いう形になります。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 それでは次に入ります。 



- 79 - 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 ぷるるんが２８年度で売り上げたＪＧＡＰじゅんさいの売り上げ料、これ

がまち・ひと・しごと総合戦略事業報告には３５万４，０００円が売られた

と、そういう実績額を上げているんですよ。ところが、議会に提出したぷる

るん概要というのがあるんですけれど、これが４６万２，０００円という。

それからぷるるんの法人決算書は４２万８，０００円。３つとも違うんだ。

これのそれぞれの対応する売り上げ量はわかりますか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 その数字の相違でございますが、総合戦略に報告された数字につきまして

はイベントで売り上げた分が含まれてございませんでした。それから、全員

協議会に提出された資料につきましては、翌年度で収入した分も含まれてご

ざいます。法人の決算書につきましては、３月３１日付で決算を打ちますの

で、４２万七千何がしが正解という数字になっております。 

 それから、販売量につきましては１３９キロということで全て同じでござ

います。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 挙手してください。６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 それから、ちょっとお待ちください。 

 それから、私、これは非常におかしいと思っているんですが、２８年度で

ぷるるんの経営の確立を町がぷるるんに委託することになっているんです

が、約４００万円あるわけです。この４００万円についてですけれども、ぷ

るるんの経営の確立を町がぷるるんに委託するんですよ。いいですか。これ

はこういうことなんです。 

 ぷるるんの経営の確立、とりわけじゅんさいの販売の確保、これについて

はぷるるんの本来の業務である。ぷるるんがみずからの責任で自主的に行う

べきものなんです、これ。これが本来、町としての業務であれば、この業務

をぷるるんに委託してもいいんですよ。そうすれば、委託の意味がわかるん

ですけれども、ぷるるんという法人がみずからなすべき維持管理、経営を、

町がその法人に業務委託するということはあり得ないでしょう。このやり方

をどう思いますか。実に不適正なやり方だと私は思うんですけれども、いか

がですか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 
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 本来であれば、平成３０年度予算と同じく補助金に予算措置すればよかっ

たものと考えております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 

 非常におかしいやり方をしている。こういうことから始まって、今の、金

が流れた後の処理が非常に不明確になっていっているんですよ。 

 この４００万流れたうちに約３００万円が再委託されている。再委託。こ

れは委託の仕様書にはない。勝手に再委託しているんだよ、ぷるるんに。そ

の勝手に再委託した中にこういうものがあるんですよ。あそこの喫茶店あり

ましたね。あのスペースをどういうふうに使うかということを、ある業者に

委託したんです。そうしたら、こういうものが出てきたんです。 

 皆さんちょっと見てください。これですよ、これ。これで１７０万です

よ。１７０万円。これが実績報告なんです。 
 ところが、実績報告書のかがみがない。どういうことを書かれているかと

いうと「時には景色を眺め、時には本を読み、時には店主と語る」なんて書

いてある。あそこ景色見えますか。コンセプトとして、それはコンセプトは

いろいろあるでしょうね。 

 それから、このメーンターゲット、２０代、３０代の女性をターゲットに

するということ。それからサブターゲットとして５０代、６０代の女性はこ

うこう、５０代、６０代はこうと書いてある。 

 それから、顧客動線というのが、秋田県は秋田市、湖東３町、潟上、能代

から、それから青森、岩手から車で２時間かけて来てももらえる、そういう

話なんです。これで１７０万円。 

 これはっきり正直言って高くないですか、これ。これ３枚で１７０万です

よ。どうですか、実感として。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 その委託につきましては、双方合意で契約しておりますので、双方が適正

な単価だと思っておると思います。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 挙手してください。６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 

 課長、これ適正な単価だと思う、正直に。あなた正直な人だから正直に答

弁してください。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 私は、双方合意ということで適正な単価だと思っております。 
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６番 （ 清水欣也 ） 

 それでは次に。 

 ぷるるんには職員がいないんですよ。職員がいないの。そこに委託ができ

るんですか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 

 ぷるるんそのものに役員、会員がおりますので、それは可能かと思いま

す。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 挙手してください。６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 ぷるるんの通帳は誰が管理した。先ほど聞きましたけれども、誰が管理し

ている。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 主に町の支援員が管理していたと思います。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 ぷるるんには２８年度の事務職員がいないんですよ。実際は、振り込まれ

た委託金を町の職員が執行しているんですよ。町が業務委託した金を町の職

員が執行ができるかと。支援員だというけれども、どのような身分で振り込

まれた委託金を、いわばよその金ですよね、どのような身分でよその金を町

の職員が執行できるか。その根拠を教えていただきたい。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 職員が一人で執行していたということではなく、法人の中で決裁も行われ

ておりますので、それは可能ではないかと考えております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 町長、私、先ほども言ったように、町の職員がこういう団体に従事する場

合、ちゃんと許可が必要なんですよ。何を、どのようにするかということ。

それが何もないじゃないですか、町に。それでもう、だらだら誰でも行って

金を使っているわけですよ。こんなことってできるかと、さっきから私、

言っている。地方公務員法違反でしょうと言ってるの。もう一度答弁してく
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ださい。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 お答えをいたします。 

 先ほど総務課長のほうから申し上げましたとおりであります。 

 確かに、そういう規定というか違反に当たるとは思いますが、今、その部

分についてどう対応していけばいいかは、私個人的に、ちょっとまだそのあ

たりは勉強不足というのが正直なところでございます。 

 違反は違反であるという話であると思いますので、そのあたりちょっとご

相談させていただければありがたいなと思います。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 

 それでは最後に、前にもちょっと触れましたけれども、責任問題というこ

とで申し上げます。 

 私は、ぷるるんには大いなる責任があると思っているんですよ。ぜひ議会

に来て説明をしてほしい、そう私は思うくらいであります。ぷるるんの事業

ですよ、これを構想して、ぷるるんを立ち上げて、事業予算を組んだのが町

であります。ところが、その予算を実際に３年間支配してきたのが町の職員

なんですよ。このことだけでも異常なことなんですよ。それを３年も過ぎな

いうちにセンターを出ていくというんですからね、これは許されるのかとい

うことですよ。 

 特に、立ち上げ後も含めてぷるるんに対しては経済的、人的資源を惜しみ

なく行ってきたんですよ。それが撤退というんですからね。あげくの果て、

ＮＰＯ法人の性格の部分を捨てるというんだから、これはいい加減と言うし

かないじゃないですか。 
 私は、これで町長にお聞きしますけれども、町でもぷるるんの責任を追及

する責任があると思いますけれども、いかがですか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 お答えをいたします。 

 先ほども申し上げましたが、当時のことを考えますと、当然、町のことを

考えていろいろ地方創生、そういう事業にエントリーしたことと思います。

そのために努力している部分はしっかり評価しなければいけないと思います

し、町としても同じように考えておりますので、ぷるるんだけの問題ではな

いのではないかと思います。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 
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６番 （ 清水欣也 ） 

 ぷるるんだけの問題でなく、町の問題でもあるという意味で、両方の責任

はどうでしょうか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 両方の責任と申しますと、なかなか難しいとは思いますが、ただ、創生事

業にのっとってしっかり業務はやってきたと思っておりますので、それ以上

のことはないと思っております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 

 最後に一つ、あきれた話を紹介して終わります。 
 ３０年度のセンターの使用許可申請、これには事業計画書と年間資金計画

書を添付しなければならないことになっております。ところが、この申請書

に添付すべき事業計画書と年間資金計画書が、実は２９年度のときのものを

そのままつけているんですよ。 
 それから、３０年度の加工所、森岳にある加工所の使用許可申請書に、こ

れも同じく事業計画書と年間資金計画書をつけなければならなくなっている

んですけれど、これは、ふるさと資源情報センターの許可申請書につけた２

９年度のものをつけているんですよ。 

 これはあきれましたね。これでは使用許可与えられないでしょう。よその

１年前の計画書を持ってきて、これがおらほの申請書だって持ってくるんだ

からね、これはどういうことですか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 確かにご指摘のとおり、２カ年も同じ資金計画になっておりました。本来

であれば精査するべきものであったと考えております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 挙手。６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 

 以上、説明を終わりますが、このぷるるん事業に関しては非常にずさんな

会計のほかに、さまざまな問題点をはらんだ３年間だったと思います。これ

を私たちは、ぜひ議会としてこれを精査して住民の前に示すべきだと、そう

いうふうに私は考えております。 

 以上でございます。質問を終わります。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番、清水欣也議員の一般質問を終わります。 
 １時まで休憩いたします。 
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     午前１１時５３分  休 憩 

   - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

      午後 １時００分  再 開 

 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 休憩前に引き続き、会議を開きます 

 ５番、児玉信長議員の一般質問を許します。５番、児玉信長議員。 

５番 （ 児玉信長 ） 

 ２点について質問したいと思います。 
 大雨で防災重点ため池・羽根川ダムが越流したときは。 
 ことしの９月、１０月に入り、台風１５号、１９号、２１号が日本列島に

矢継ぎ早に上陸し、明け方かけて、関東地方、千葉県、茨城県、栃木県、そ

して甲信地方、長野県、東北方面、福島県、宮城県など直撃し、記録的な大

雨が降り、河川、ため池などが大規模な氾濫、土砂崩れが発生し、住宅は全

壊、倒壊、半壊の状況でありました。 

 二度、三度の被害に遭われた方もおりました。 
 長野新幹線車両センターでは、北陸新幹線１０編成１２０両全て浸水し、

その後、車両全てが廃車になると発表がありました。 
 千葉県では、１０月２５日、学校や校外学習先から児童生徒約１，２００

名が帰宅できず、校舎などに宿泊したところもありました。 

 異常気象が猛威を振るっているニュース映像を見ると、余りの悲惨さに言

葉が出ません。どうして奇数の台風が大きな被害をもたらすのでしょうか。 

 今回の台風により、死者、行方不明者合わせて９０名を超えました。犠牲

になられた方々にお悔やみ申し上げるとともに、被災者が一日も早いもとの

日常生活を取り戻すことができますようお祈りいたします。 

 きょう１２日は、台風１９号が上陸して２カ月となります。台風により当

町はどういう状況であったのか。新聞報道によると、１０月３０日未明の台

風１９号、三種川は増水したが氾濫はなかった。午前４時現在で避難判断水

位３．１メートルを超え、午前６時には３．４メートルまで上昇し、その後

は次第に下がり、住宅の被害や建物への浸水被害はなく、災害対策警戒部を

１３日午前８時までに廃止したとありました。 

 三種町地域防災計画では、災害対策警戒部は総務課に設置し、部長は副町

長の権限によって行われるとあり、当時の設置場所、基準、指揮の権限の状

況をお教えください。 
 今回の台風で、河川、ため池の決壊で多数の犠牲者が出ました。 

 昨年７月の西日本豪雨で、岡山県、広島県など３０カ所以上のため池が決

壊し、下流の家が流される被害が出ました。 
 私は、住宅のそばにあるため池、そして三種町に１つしかない、旧琴丘町

にある羽根川ダム、これらが増水し、越流し、決壊したら一体どうなるだろ
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うかと思いました。 
 新聞報道では、ことし７月施行の農業用ため池管理保全法は、災害を教訓

にし、所有者や管理者による都道府県への届け出が義務化となりました。こ

れに応えて、三種町は広報９月号に、農業ため池の届け出制度が始まります

と記載しています。 
 県の発表だと、当町はため池２４２カ所のうち、人的被害が及ぶおそれの

ある防災重点ため池は５４カ所、全県１２町村で一番多いです。私も初めて

わかったのですが、防災重点ため池の基準は、１００メートル未満の浸水区

域内に住宅や公共施設がある、また１００メートルから５００メートルの浸

水区域内に住宅や公共施設があり、貯水量１，０００立方メートル以上に基

づいて指定されるということです。 
 管理は誰が行っているのか。個人、水利組合、土地改良区、管理者不明も

あると思います。管理したいが過疎化で高齢化や組織が脆弱だと、日常点検

がおろそかになったり、漏水や水路の詰まりといったトラブルの発見がおく

れ、記録的大雨の水位上昇に耐えきれず越流し、大きな災害につながるおそ

れがあります。 

 当町の防災重点ため池５４カ所。町、土地改良区などはどの程度まで所有

者、管理者を把握していますか。１２月１０日まで何件の届け出がありまし

たか。未提出の場合、どう対処しますか。 
 町の防災計画の中には、対策として、補強、改修に努める。農業用ため池

施設の管理者は、同施設の安全管理に努め、決壊の防止に努めるとあり、現

実はどうなっていますか。 
 旧琴丘町にある羽根川ダムは、昭和３２年から４２年にかけて完成し、事

業主体は県で、管理者は琴丘土地改良区であります。築５０年以上経過して

おります。かんがいダムとしての耐用年数はどうなんですか。 
 昭和５６年に余水吐から越流し、周辺の田んぼが冠水したという報告があ

りました。ダムの下には、羽根川、中村、高屋敷、浜村集落、福祉施設、Ｊ

Ｒ奥羽本線、町道、国道７号、平成３１年３月３１日現在、１１７世帯２７

７名が日常生活をしています。そして、指定されている緊急避難場所も各集

落にあります。 

 河川法には、洪水による災害が起こったり、発生のおそれが高い場合、ダ

ムの設置者に対して、放流など必要な措置を指示できると定めています。

県、町、土地改良区の連携指示確認はどうなっていますか。 

 私は、想定を超える災害がいつ起きてもおかしくない現実を突きつけた対

策として、ダムのそばに貯水量を確認できるシステムを設置したらどうで

しょうか。三種川に見られるライブカメラの設置などは考えられないでしょ

うか。 
 事前に住民に伝えられても、自力での避難が難しく、自治会や近隣住民が

手助けをする必要がある障害者や高齢者、子供、妊婦など災害弱者を事前に

把握して、氏名や住所、連絡先など避難行動要支援者名簿に登録することが
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義務づけられましたが、どのようになっていますか。 
 そして、防災重点ため池、羽根川ダム浸水想定に基づいた大雨警戒レベ

ル、避難ルートなどを示したハザードマップを作成すべきだと思います。 
 移住・体験ツアー、東京のたまり場見直す機会だ。 
 私は、上京する機会があり、ことし２月に足立区北千住駅から徒歩で５分

ほどある、６階建てビルの１室に、インターネット放送局Ｃｗａｖｅ東京の

たまり場に立ち寄り、オーナーの植村さんとお会いしました。当時、地域お

こし協力隊であった市川さんが、足立区役所からの紹介で来たことをお話し

されました。ここは東北わくわく情報局で、第３日曜日が放送日となってお

り、もっと三種町、そして地場産のＰＲをしてくださいと言われました。 
 平成２８年度から借り上げしており、年間２４万円であります。当初予算

でも計上されています。 

 年々、人口が減少する中で、平成２１年度から移住体験ツアーがスタート

し、百姓大学体験、サンドクラフトの見学、橋本五郎文庫の見学、グリーン

ツーリズムの体験、じゅんさいの摘み取り体験、房住山登山、ブルーベリー

摘み取り、稲刈り体験、メロン摘み取り、東京みたね会と連携した移住相

談、県の農業公社と連携した移住体験ツアー、北千住東京のたまり場など

で、これらのふるさと体験ツアー参加者は２名から多くて２７名でありま

す。 
 努力のかいあって、移住体験ツアーに参加して当町に移住した人は８世帯

２０名。この事業主体はＮＰＯ法人一里塚さんであり、多岐にわたって実施

し、成果を上げてきたことに敬意を表します。 
 平成２１年度から３０年度までの１０年間で町からは７６５万円助成され

て、活動していただきました。それが、令和元年度からは手を引いたと聞

き、まことに残念でありません。１０年一区切りとして手を引いたのか、そ

の真意はわかりません。せっかくのノウハウを持っており、今年度も移住定

住支援事業として１８９万９，０００円計上されています。 
 東京のたまり場は、借り上げ料の２４万円を含めて１３３万８，０００円

であります。 
 今年度からスタートした新規グループとの引き継ぎはなされたのでしょう

か。町が委託したグループ名と人員、そして今年度の活動内容をお教えくだ

さい。 
 私は、令和２年度からは、移住定住支援事業のふるさと体験ツアー、東京

のたまり場計画はじっくり見直す機会ではないかと思います。 
 町では、まち・ひと・しごと創生総合戦略で、平成３０年度まで定住奨励

金などを助成し、平成２８年度からの３年間で総勢７７４名が移住しており

ます。目標達成状況は未達成ですが、それなり町は結果を出していると思い

ます。 

 委託業務をやめ、原点に返り、三種町のことを一番理解しているものは職

員であり、職員みずからがチームをつくり、ＰＲに努めていくことが最適で
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あると思うからです。 
 以上２点です。壇上からの質問です。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ５番、児玉信長議員の壇上での質問が終わりました。 
 当局の答弁を求めます。町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 それでは、児玉信長議員のご質問にお答えいたします。 

 初めに、「大雨及びため池・羽根川ダム」に関するご質問にお答えいたし

ます。 
 １点目の、台風１９号の対応についてでございますが、行政報告でも申し

上げましたとおり、副町長を部長とする災害対策警戒部を設置し、対応いた

しております。 

 設置場所については、県、気象台、消防署等と直接連絡ができる通信機器

と三種川ライブカメラの操作盤のある町民生活課内といたしました。 
 設置基準につきましては、過去の大雨による三種川の水位や雨雲の動き、

また、県、消防署等から助言をいただきながら判断しており、災害対策警戒

部設置の場合、指揮の権限については副町長が務めることになっており、私

と逐次連絡を取りながら対応しております。 

 ２点目の、「農業用ため池の管理」についてでございますが、近年、豪雨

等により多くの農業用ため池が被災し、甚大な被害が発生しているため、農

業用ため池の情報を適正に把握し、決壊による災害を防止することを目的

に、「農業用ため池の管理及び保全に関する法律」が本年７月１日に施行さ

れております。 

 災害による、人的被害が及ぶおそれのある「防災重点ため池」は町内に５

４カ所あり、全て所有者、管理者を把握しているところであります。 
 また、届け出を要するため池は２３０カ所あり、その内訳は、町が管理者

となっている防災重点ため池が１カ所、各土地改良区が管理者となっている

ため池が５０カ所、そのほか水利組合や個人の管理となっているため池が１

６７カ所となっております。残る１２カ所については管理者が不明であり、

現在、引き続き調査を進めているところであります。 

 なお、届け出のないため池については、県と情報を共有して、関係者と思

われる方への確認作業を引き続き進めてまいります。 
 ３点目の、羽根川ダムの耐用年数についてでございますが、かんがいダム

の標準耐用年数は８０年となっております。 
 羽根川ダムは、昭和４２年竣工し、５３年が経過しておりますが、これま

で国の適正化事業や地震災害被害補修、県営ストックマネジメント事業など

により補修整備を行っております。 
 なお、豪雨、地震等により施設に重大な危険が及ぶおそれがあるとき、ま

たは被災するおそれのあるときは、羽根川ダム管理者である琴丘土地改良区

が、農業用施設管理方法書に基づき、町、消防署、町建設業者、電力会社等
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と連携し、緊急時の措置を行うことになっております。 
 ４点目の、ライブカメラの設置についてでございますが、三種川に設置し

ているライブカメラは、県道能代五城目線の電柱に光ケーブルが添架されて

おり、それを利用して設置したものでございます。羽根川ダムにライブカメ

ラを設置するためには、新たに光ケーブルの引き込み等、多額な経費が必要

となることから、設置については現状では考えておりません。 

 ５点目の、避難行動要支援者名簿についてでございますが、「三種町地域

防災計画」の中で、災害時要援護者の安全確保に関する事項を具現化した

「三種町災害時要援護者避難支援プラン」を策定しております。この支援プ

ランは、災害時に安全な場所へ避難する際に人的な援助が必要な方が、迅速

な避難行動がとれるよう、国のガイドラインを踏まえ、避難支援体制の整備

を図ることを目的に策定したものであります。 

 このプランの中で、個別計画となる災害時要援護者名簿を民生・児童委員

などの協力を得て作成済みであり、現在５４０名が登録されております。ま

た、この名簿につきましては、登録された方々から個人情報提供の同意を得

て、災害時避難支援のため、町の関係部署、民生・児童委員、社会福祉協議

会、消防署、警察署などで情報を共有しております。 
 ６点目の、ハザードマップの作成についてでございますが、防災重点ため

池である羽根川ダムのハザードマップは、既に県主導により、関係自治会等

を加えたワークショップを開催し、ハザードマップの作成を進めておりま

す。完成後は、速やかに関係機関、関係集落の自治会、住民に周知する予定

でございますので、ご理解のほどお願い申し上げます。 
 続きまして、「移住体験ツアー、東京のたまり場の見直し」についてお答

えいたします。 

 １点目の、移住・定住対策についてでございますが、これまで「ＮＰＯ法

人一里塚」と連携、協力を図りながら移住体験ツアーを実施し、「東京のた

まり場」や首都圏で開催されるイベントへ参加してＰＲ活動を行ってまいり

ましたが、「ＮＰＯ法人一里塚」が解散の運びとなったことから、今年度は

新しく立ち上げられた「コミュニティーウィーバーズ なんとすみたね」に移

住・定住支援業務をお願いしております。 

 「なんとすみたね」は、「一里塚」の解散を受け、その志を受け継いでお

りますが、一里塚とはメンバー構成も異なり、具体的な業務引き継ぎは行っ

ていないと聞いております。 

 なお、メンバーは町内の２０代から７０代までの男女有志による任意団体

で、現在の会員数は１０名となっており、活動内容といたしましては、移

住・定住、関係人口創出にかかわる支援事業を行っております。 

 ２点目の、「東京のたまり場」についてでございますが、平成２９年度以

降、北千住のビルのスタジオ内で毎月第３日曜日に三種町のさまざまな情報

をインターネットで発信してきたところでありますが、昨今はさまざまな情

報ツールにより、三種町にいながら情報発信が可能なことから、来年度は
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「東京のたまり場」での毎月の情報発信は見合わせたいと考えております。 
 しかしながら、ここ数年来、たまり場関係者の方々からご協力もいただ

き、「東京のたまり場」としての認知度もあるため、来年度は必要に応じて

のイベント開催にとどめたいと考えております。 
 続きまして、令和２年度からは移住・定住の委託業務をやめ、職員みずか

らが率先してＰＲに努めるべきとのご提案でございますが、移住・定住支援

業務には、首都圏で開催される移住相談や、三種町へ来町しての移住体験ツ

アー等が盛り込まれております。 
 相談業務の場合、三種町に移住された先輩移住者の方からの直接、体験談

やアドバイスを聞いたり、ツアーに参加することは、移住を考えている方々

にとっては大変有効であると考えておりますので、支援業務につきましては

引き続きお願いしたいと考えております。 

 また、これまでも職員がふるさと回帰フェアを初め、首都圏でのイベント

へ参加しＰＲに努めておりますが、今後は県北合同移住交流フェアや県主催

の移住・交流フェア等、これまで余り参加する機会がなかったイベントへも

積極的に足を運ぶよう努め、委託団体、協力団体と連携しながら移住・定住

対策に取り組んでまいりたいと考えておりますので、ご理解いただきますよ

うお願いをいたします。 

 以上でございます。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 当局の答弁が終わりました。 

 ５番、児玉信長議員の再質問を許します。５番。 
５番 （ 児玉信長 ） 

 １９号の三種川の大雨で、台風によることについて、第１点、まず質問し

たいと思います。 
 今、町長答弁だと、警戒部の場合には、三種町の防災計画を見ますと、副

町長が部長として指揮をとるということになっておりますけれども、当日は

やはり副町長が率先して指揮をとった状況なんですか。その点からまずお伺

いしたいと思います。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 副町長。 

副 町 長 （ 檜森定勝 ） 

 お答えいたします。 
 当日夜、たしか１０時２０分ぐらいだったと思いますが、当日の午後５時

ぐらいから雨の状況を見て、町民生活課長ほか職員が役場で状況を調べてお

りました。それで、やはり雨も長く続いてまいりましたので、１０時２０分

ごろ、私のところに町民生活課長から電話がありまして、ちょっと雨の量が

ふえてきたということで、状況を見て、私が１０時３０分に役場に到着し

て、また、その後の状況を見たところでございます。 
 それで、１１時２０分に、やはり少し心配に、雨の量もふえまして、川の
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増水も心配されることから、警戒部を立ち上げたというのが経緯でございま

す。 

 その間、町長、総務課長と電話連絡をとって逐次対応していたというのが

当日の状況でございます。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ５番。 

５番 （ 児玉信長 ） 

 防災計画のとおり、指示、権限をしてくだされば、私はそれでいいと思う

んですけれども。 
 この区分の中に、副町長が本部長として、それから、先ほど町長答弁だ

と、県と、それから気象台、消防署等の、それからライブカメラということ

で監視をしながら、聞き取り調査をしながらということでございましたの

で。 
 ただ、区分の場合、今、町民生活課が主体になっていると思うんですけれ

ども、第１区分は総務課長となっているんですが、これはどういうふうにお

考えなんですか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 副町長。 

副 町 長 （ 檜森定勝 ） 

 総務課長というお話でございますが、まず警戒部、それから、その上に連

絡部というものがありまして、その上に災害対策本部というものが一番上で

ございます。 
 構成員につきましては、連絡部、それから警戒部につきましては、私が陣

頭指揮をとるということで、部員といたしましては、私が指名する課長等が

当たるということになっております。 
 ここで、防災計画のほうでは一応、総務課長が状況等を調査するというよ

うな書き方にはなっておりますが、実際、実務をとる段階では、やはり町民

生活課長が消防署、警察署等、関係機関と連絡を密に、常にできる状態でご

ざいますので、それをもとに判断して、やっているところでございます。 
 それで、災害時、急に、もっとすごい被害が想定される場合、やはり総務

課長なりが加わるということでございます。 

 それと、順番といたしまして、町長がとれないとき、それから私が部長と

なれないときは、第１の次の指揮をとるというのが総務課長の順位となって

おります。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ５番。 

５番 （ 児玉信長 ） 

 わかるんですけれども、では本町の設置場所は総務課に置かなければなら

ないでしょう、防災計画の中には。それで、区分の第１が、総務課長が、町

民生活課長が、言っちゃあれですけれども、庁舎に一番先に足を運んでくる
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わけなんですけれども。 
 それで、どうして、私、何年かも前に同じような質問をした経緯があるん

ですけれども、まだこの本町の設置場所が常に総務課なんですよ。 
 だから、やはり総務課だったら当然、総務課長が一番先に足を運んでき

て、そして次に町民生活課長というふうな、この区分の順序に来るのが本当

のやり方だと思っているんですよね。 

 だから、これがもう前からずっと、分厚い三種町防災計画というものはあ

りますけれども、それはもう変わらずな状態なんですよね。 
 だから、やはり現実に合ったやり方をしていくことが本当のやり方である

と思いますので。 
 だから、本町の設置場所を町民生活課に置くなら置くとして、町民生活課

長が第１区分に来ると。第２区分が総務課長と。こういう型のやり方が、私

は本当のやり方ではなかろうかと思っているんですけれども、本部長として

はどういうお考えなんでしょうか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 副町長。 

副 町 長 （ 檜森定勝 ） 

 ただいま児玉議員のおっしゃったとおり、前の２９年ですか、そのときも

ご質問なされているようでございますが、それからも変わっていないという

ことで理解しております。 
 ご指摘のとおり、災害時の備え、対応をするには、やはり現場といいます

か、実務を担当している者が上にランクづけられたほうが対応もスムーズに

いくかと思いますので、機会を見てという言葉はあれかもしれませんけれど

も、防災計画の見直しもこの後、近々計画されておりますので、その際は現

実に合った対応に必ず書きかえたいと思っております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ５番。 
５番 （ 児玉信長 ） 

 よろしくお願いしたいと思います。 
 それから、私も９月号の町の広報を見て、農業ため池というものはみんな

管理しているのかなというふうに思いまして、いろいろ調べた結果、じゃ、

その中に防災重点ため池と、ため池というものがありまして、これは一番や

はり私ども、集落にため池があると一番危険な状況だということで、１２町

村の中でも三種町が一番多いと、５４カ所で。 
 そうなると、じゃ、これがもし、今回も同じような、１５号、１９号、２

１号でみんなやはり防災ため池が大変な状況で、住家が床上浸水、倒壊した

というようなことがありますので、そういった場合に、みんな自分方の住ん

でいるところには、それなりのため池が結構、防災を含めたため池があるわ

けなんですけれども、これは町として、今回の国の調査が１２月３１日まで

なんですけれども、この前から、この防災重点ため池に対して、町はかなり
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の調査をしたわけなんですか。それとも、今回こういう結果になったという

ことで、調査しなければならないという形になったのかどうかもお伺いした

いと思います。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 農林課長。 

農林課長 （ 寺沢梶人 ） 

 お答えします。 

 防災重点ため池に関してですが、平成１７年度から１８年度にかけて県が

農業用ため池緊急点検を実施しております。その段階では、三種町管内では

２１５カ所を点検しております。その後、平成２２年３月に秋田県農業用た

め池ハザードマップ作成マニュアル案が作成されております。その後、平成

２６年度までに２５件のハザードマップが作成されまして、この段階で、た

め池２８カ所、重ねた明記もありますけれども、現在はハザードマップは作

成中ということになります。 
 そして昨年度、平成３０年度ですが、重点ため池の見直しに伴い、三種町

管内の重点ため池は１５カ所から５４カ所に増加しておるという次第でござ

います。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ５番。 
５番 （ 児玉信長 ） 

 先ほど、町長の答弁だと、皆、把握をしているということなんですけれど

も、今、１５件から５４カ所になったということですので、これはかなりの

数字ですけれども、全部把握して、危険性、そういったものは、防災に対し

てはどういう状況かということも全て把握しているんでしょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 農林課長。 

農林課長 （ 寺沢梶人 ） 

 お答えします。 
 先ほど、町長が申し上げた報告については、管理者、所有者は、重点ため

池に関しては全部把握しているということでありますが、５４カ所の重点た

め池のうち、詳細を申し上げますと、ハザードマップの作成済みが１２カ

所、作成中が６カ所で、まだ未作成が３６カ所ということの集約をしており

ます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ５番。 
５番 （ 児玉信長 ） 

 作成中が６カ所、そうすると１８カ所。あと残りがまだハザードマップ未

作成というようなことなんですけれども、これはいつころまでの状況として

作成されるんでしょうか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 
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 農林課長。 

農林課長 （ 寺沢梶人 ） 

 いずれ、災害はいつ来るか、すぐ来るかということの定義でありますの

で、至急、県と連絡をとりながら、協調しながら進めてまいりたいと思って

おりますけれども、今、残りの部分に関しては、まず管理者、所有者の判

明、重点ため池のほかもありますが、重点ため池を優先して早目にというこ

とで、県のほうと協調していきたいと思っております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ５番。 
５番 （ 児玉信長 ） 

 私、防災重点ため池の５４カ所の話で今、課長とやりとりしているんです

けれども、あれですか、２４２、この５４カ所から引いたその数字で、今、

課長の答弁なんですか。私、５４カ所で、要するにこの管理者は皆、把握し

ているということで、それで、では残りの１２と６足して１８。残りの、５

４引くと、その数字がまだできていないと、今後だということですので。そ

れが何年、まあ県との話し合いということなんですけれども、いつどうなの

かということで私、質問しているんですけれども、全体をお話しされている

んでしょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 農林課長。 

農林課長 （ 寺沢梶人 ） 

 お答えします。 
 作成時期に関しては、早急にという先ほどのお答えで、重点ため池と全体

と、全体でありません、重点ため池でございます。 

 未作成の３６カ所については、ハザードマップ関係、要はどういうふうに

避難して、どういうふうな場合はどうするということが、３６カ所がまだ未

作成ということであります。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ５番。 
５番 （ 児玉信長 ） 

 ハザードマップは未達成で、あとは全部大丈夫だということの解釈でいい

んですか。そうすると、１２と６の、今、申請している６カ所含めて、失礼

ですけれども、おおよそ、琴丘、山本、八竜にはそんなにないはずなんです

よね。防災マップのこれを見ますと、沼がやっぱり山本、旧琴丘あたりに非

常に多いわけなんですよね。 
 だから、今、細かい話で申しわけないですけれども、１２と６の中で、細

かい話で申しわけないんですけれども、これが山本、琴丘でどちらが一番多

いんでしょうか。それからあと、未達成のほうはまた、琴丘、山本でどちら

が多いでしょうか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 
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 農林課長。 

農林課長 （ 寺沢梶人 ） 

 お答えします。 
 大変申しわけありません。未作成の部分に関しての地区、地域別の箇所

は、ただいま手元に資料がありませんので、後ほど議員に報告したいと思い

ます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ５番。 
５番 （ 児玉信長 ） 

 いいですか。大変危険だということはわかったわけなんですよね。だか

ら、先ほど課長がお話ししたように、いつ、どういうふうなことになるかわ

からない状況ですので、今こういうふうな、集中豪雨が三種町にだけ降る可

能性もあるだろうし、降らないときもあるだろうけれども、やはり災害が起

きた場合、後手後手にならないようなことで質問しているわけですので、そ

こはご理解を得てもらいたいと思います。 
 私は、この重点ため池を５４カ所、これはちゃんとしたやはり何年計画で

ちゃんとやるというふうな形と、それから周辺の住民とそういうハザード

マップの、要するに避難の場合どうしたらいいかと、そういうふうな体制づ

くりを私は質問しているので、それを、あれだこれだと言わないで、もう２

年後にそういうふうにやるんだよと言ってくだされば、私も次のほうに進ん

でいきたいと思いますので。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 農林課長。 

農林課長 （ 寺沢梶人 ） 

 お答えします。 
 先ほど、町長のお話もありましたけれども、いずれ管理者がさまざま、土

地改良区、あるいは個人、組合といった場合もありますので、そういうふう

な早目に連携といいますか、県と三種町の災害本部の関連もありますので、

大変、児玉議員のおっしゃるとおりだと思いますが、ここ一、二年ぐらいに

は、早目にできればこしたことはないと思いますので、進めてまいりたいと

考えております。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ５番、ちょっと待ってください。町長答弁します。（「町長に聞こうとし

ているんです。今、聞きますので」の声あり）そうですか。５番。 

５番 （ 児玉信長 ） 

 想定外が、こういう状況ですので、必ず想定外というようなことを言われ

ていますので。 
 そこで、町長にお願いしたいことは、今話されたように、これが、やはり

防災ため池というものは、意外と私たちも初めてのことで、こういうふうな

ものだなと、１００メートルから５００メートルの間に、家、公共施設が
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あったり、いろんなことがあったり、沼がこうであったりというふうなこと

はわかったわけなんですけれども、すぐ目の前に、頭に、こういう集落の上

に防災ため池があるというような、重点防災ため池があった場合に、やはり

早目のやり方が必要ではなかろうかと思うわけです。 
 そこで町長にお伺いしたいことは、こういった収集、そしてこういった計

画をいつごろまでできるのかなというふうなことなんですけれども。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 
町  長 （ 田川政幸 ） 

 お答えいたします。 
 ちょっと時期の明言までは難しいんですけれども、本当に近年の状況を見

ると、早く対応しなければいけないというのが実情だと思っております。 

 いろいろ所有者と権限を持っている方がいろいろ多岐にわたっております

ので、そのあたりから整理して、まず早く対応しなければいけない防災重点

ため池については早急にやれるように、町としても連携をしっかりとって、

決めていきたいと思っております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ５番。 

５番 （ 児玉信長 ） 

 あれなんですよね。羽根川の、大台の、大外堤だの、それから長信田の堤

だというようなことで、もう３０年度の当初予算で結構、県の事業としても

やってきたし、町でもやはりそれなりのお金を出して、７００万円など、そ

れはやってきて、それから小町の城ノ森ですか、こういうものも沼をやって

きているんですよ、ある程度。だから、計画としてはできるはずなんですよ

ね。 

 だから、いかに、やはりこちらのほうの申請の段階だと思いますので、そ

ういったところをひとつ、町長の今、答弁がありましたので、よろしくお願

いしたいと思います。 
 それから、羽根川ダムのほうなんですけれども、耐用年数８０年というこ

とで、かんがいダムがということになっております。 

 土地改良に行って、聞いてきたんですけれども、じゃ大雨でどうでしたか

ということで、越流はありましたか、まあ決壊とかはないんですけれども、

どうでしたとお話ししたら、５６年のときに、要するに余水吐というと、ダ

ムの防波堤の横からあふれ出て、下のほうの、羽根川という集落の下の田ん

ぼが、かなりの水が来たというふうなことでありましたので。それからいろ

いろ工事したりして、今のところはありませんというふうなお話でした。 

 しかし、これもやはり、いつ、どういうふうな、想定外というのは必ずあ

りますので。だから、大変な状況ではなかろうかということと、もちろんダ

ムの場合、県から琴丘土地改良の水利担当者もおりますけれども、だから必

ずしも十分にいくわけでもないだろうと。もし、これが何かのおいて、５６
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年と同じように、余水吐から大量の水が出た場合に、そうなると、羽根川集

落、中村集落、高屋敷集落、まして浜村集落、ＪＲと、こういうふうに、７

号までというような、大量の水が行くわけなんですよね。 
 だから、それを考えると、私はやはり当然ダムに安全を求めるために、住

民の安全を求めるために、そういった、やはり三種川に設置している、ああ

いう監視カメラは、私は絶対必要だなと。自分ながら、現地へまた何回か足

を運んで行ってきましたけれども、そう思うわけなんです。 

 先ほど、光ファイバー等で高価な、お金がかかると言うけれども、やはり

それを、下に４つの集落と、いろんな、それから何百人という住民が住んで

おります。そう考えると、それが果たして高価なものなのか。やはり人命尊

重を考えると、是が非、全体必要ではなかろうかなと思うんですけれども、

その点は町長、いかがでしょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 
町  長 （ 田川政幸 ） 

 お答えします。 

 確かに、住民の安全を考えると、そういう設備というか、ライブカメラは

大変効果があるかとは思っております。 

 現状、光ケーブルという、今の技術での話をさせていただきましたが、多

分近い将来、私の個人的な考えでもあるんですけれども、今の携帯電話の通

信帯も第５世代ということで、５Ｇに近々なると思います。そういう時代が

来ると、恐らく今は無線でそういうこともできる技術が多分投入されると思

いますので、その際は、そういう費用も含めて少し検討はしてみたいなと、

個人的には考えております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ５番。 

５番 （ 児玉信長 ） 

 耐用年数が８０年ですので、まだ年数があると、そういうふうに思わない

で、ひとつ迅速な考えを持ってもらえればと、かように思います。 
 それで、課長にお伺いしたいんですけれども、羽根川ダム、緊急放流され

たときはありますか。それとも事前放流という、田んぼの、春先等の場合に

は事前放流しますけれども、緊急放流をされたときなんかはあるんですか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 農林課長。 

農林課長 （ 寺沢梶人 ） 

 お答えします。 

 羽根川ダムの緊急放流のご質問ですけれども、管理者である琴丘土地改良

区に確認しましたが、羽根川ダムが造成されてからの緊急放流はしていない

ということであります。 
議  長 （ 金子芳継 ） 
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 ５番。 
５番 （ 児玉信長 ） 

 わかりました。多分その昭和５６年の越流されたときだけだと思うんです

けれども、だから、こういう三種川にばかり集中しているようでございます

けれども、課長、やはりダムもあるんですよ。出身地は琴丘でないから、

ちょっとあれでしょうけれども、やはりダムがあるということは、担当のほ

うなんですよ。だから常に、こういう雨が降った場合には、ダムの容量が、

水量がどうであったのかということは仕事柄やはり把握しておかなければだ

めですよ。どうでしょうか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 農林課長。 
農林課長 （ 寺沢梶人 ） 

 お答えします。 
 いずれ、児玉議員のおっしゃるとおりであります。私個人的にも、ちょっ

と勉強不足のところがあったかと思いますが、その点についてはおわび申し

上げ、まずこれから、いずれ人命等々に関する安全・安心な、住民を守るた

めのハザードマップや防災関係について勉強していきたいと思いますので、

よろしくご理解のほどお願いします。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ５番。 
５番 （ 児玉信長 ） 

 県の、ご存じだと思うんですけれども、糸流川、そうですね、危険管理型

水位計というものが三種町に８カ所設置されておりますよね、県でね。去

年、おととし、雄物川のああいう問題があって、県で、三種町に、これ１０

分置きに、糸流川にも、あの橋のそばにも設置されておるんですよ。鵜川に

も設置されておりますよ、鵜川川にも。これはちゃんと、でもこれは下流に

あるだけであって、だから、うちらのほうの羽根川ダムがもし決壊した場合

には何の役にも立たないんですよ。 

 ここの、糸流川の橋のそばにあるものは、そこがしょっちゅう、２年に１

回ぐらい、やはり床下浸水する場所なんですよ、曲がり曲がりくねって。だ

からあるわけなんです。それで、鹿渡川にもあるんですよ。農協の、ＪＡス

タンドの後ろの、東側のほうの、あの橋のね。あそこも何年前に床下浸水し

たでしょう。 

 だからこれは、三種町には８カ所あるんですけれども、でもこれは何に

も、申しわけないんだけれども、災害が起きた場合には、ただ水位を見ると

いうだけなんですよ。 

 だから、県で設置はしてくれましたけれども、私どものダムの決壊には、

申しわけないけれども、十二分な活用はできていないということですので。 
 どうかひとつ常に、大雨のときには、水量、土地改良とよく連絡を密にし

てもらいたいと思います。 
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 それと、災害のほうなんですけれども、避難行動要支援名簿なんですけれ

ども、これはもう義務化されておりますけれども、かなり綿密に、お互い

に、社会福祉協議会、それから民生委員の方、そういった方々との連絡はし

ているわけなんですか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 福祉課長。 

福祉課長 （ 加賀谷司 ） 

 お答えいたします。 
 平成２２年１２月に三種町災害時要援護者避難支援プランを作成しまし

て、その中の個別計画といたしまして、災害時の要援護者の登録申請書をも

らっております。 
 これにつきましては、常備薬、既往症関係、いろいろ細かいことを書きま

して、災害時には誰が一番先に支援してくれるのかという方も頼んでの記載

となっておりまして、それを町長の行政報告で申し上げましたとおり、町民

生活課、民生児童委員、社会福祉協議会、三種消防署、能代警察署などで情

報を共有して、紙で共有しております。連絡は密にしております。 

 それで、約２年に一度のペースで見直しをかけておりまして、今回、見直

しのほうに着手している段階です。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ５番。 
５番 （ 児玉信長 ） 

 ２年に一度、見直しをして、今回、見直しの時期だということでして、こ

れはわかりましたけれども、防災訓練等はやっておりますか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 福祉課長。 

福祉課長 （ 加賀谷司 ） 

 この計画に基づきましての避難の訓練などは行っておりません。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ５番。 
５番 （ 児玉信長 ） 

 一番大事なのがそこじゃないかと思うんですけれども、どのようにお考え

でしょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 福祉課長。 

福祉課長 （ 加賀谷司 ） 

 やはり自治会等の方の対応というものも必要となってくると思いますの

で、福祉課単体ではちょっと今のところ実施というのは困難であると考えて

おります。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ５番。 
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５番 （ 児玉信長 ） 

 訓練が困難だということなんですか。もう一度、ちょっとお願いします。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 福祉課長。 
福祉課長 （ 加賀谷司 ） 

 町全体の問題となりますので、災害時の避難支援に基づいてだけの訓練と

いうものは、ちょっと実施できないような状況下にございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ５番。 
５番 （ 児玉信長 ） 

 いや、やるべきですよ。今、各団体の方々が入っているわけなんですけれ

ども、名簿に入りますけれども、やはり訓練しなければならないですよ。訓

練して、初めてこの名簿で、そうなると、そうでしょう、民生委員、社協の

人方が、自分方が避難するときもあるんだから、来られない人も結構いるわ

けですよね。だから、やっぱり訓練して、災害弱者の方々をいかにどういう

ふうにするかということが大事だと思いますよ。だから、それは特別養護老

人ホーム、そういったところの施設を利用して、やるところも結構あるわ

け、全国的に。そことタイアップして。 

 そういうやり方が絶対必要だと思いますよ。その点について、どう思いま

すでしょうか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 福祉課長。 
福祉課長 （ 加賀谷司 ） 

 社会福祉協議会とか、地域の自治会等、協議いたしまして、できれば訓練

を実施する方向で今後話し合いたいと思います。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ５番。 
５番 （ 児玉信長 ） 

 では、よろしくお願いしたいと思います。 
 次のほうに行きますけれども、今回のＮＰＯ法人一里塚さんなんですが、

非常に２１年度から３０年度まで頑張ってくださいまして、８世帯２０名と

いうことで、この新しいメンバーとの引き継ぎというものは、今回はなされ

なかったんでしょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 
企画政策 

課長 

（ 金子 孝 ） 

 お答えいたします。 
 新しい団体のほうからは、引き継ぎ等、特段行ったというお話は伺ってお

りません。 
議  長 （ 金子芳継 ） 
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 ５番。 
５番 （ 児玉信長 ） 

 せっかく２１年度から３０年度、このＮＰＯ法人一里塚さんは、特にま

た、平成２１年、２２年、２３年の３年間あれですよ、ふるさと雇用再生臨

時対策基金事業ということで、農業者としての自立やモデル的農業法人の組

織化を図るということで、３年間で７，９３８万、それから平成２５年、２

６年度、２年間で緊急雇用創出等臨時対策基金事業ということで、消費者が

求める安全・安心な加工品の開発と製造を行い、周辺の農家等の野菜生産量

の向上と農業経営の改善を図るということで、２５年、２６年、２年間で３

１５万５，０００円、国からの交付金が５年間で８，２５３万５，０００円

がこのＮＰＯ法人一里塚さんに交付されているんですよ。 
 だから当然この方々、このＮＰＯ法人さんは、幾ら事業がやめたと、解散

したかもしれませんけれども、やはり今までの実績、これだけの三種町に

やっぱり尽くしてくれたんだから、雇用の問題でも。そうではないですか。

やはり引き継ぐのが本当のあり方だと思うんですけれども、どうも、１０年

間終わりました、はいというふうなことだったら、では今までの、皆さんが

難儀して、いろいろな国からの交付を得るための書類等を書いた、そういう

ものが何かもぬけの殻になったような感じがいたします。 

 ただ実績等は、８世帯２０名はやりましたけれども、これだけのお金が交

付されたんですよ。そうしたら、もっとやはり三種町のために頑張ってもら

うのが本当ではないでしょうか。もう、あれですか、１０年間でやめた、は

い、そうですかと。やはりまたお願いしますという形でお願いしなかったん

ですか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策 

課長 

（ 金子 孝 ） 

 お答えいたします。 
 一里塚さん、議員ご指摘の、おっしゃるとおり、町にも大分いろいろ移

住・定住関係で協力していただいてきたところでございます。 
 その中で、企画政策課のほうで把握している分になりますけれども、うち

のほうは移住・定住ということでお願いして、今まで来ているところでござ

います。 
 その中で、今回、一里塚さんが解散ということの運びになったわけですけ

れども、新しく立ち上がった団体さんにおかれましては、まず一里塚さんの

ほうの志を引き継いでというようなことで、移住・定住関係、引き続き自分

たちで、新しいメンバーでやっていきたいというようなことでお話があった

ところでありますので、そういう関係で、うちのほうも今年度からはそちら

のほうにお願いしているというところでございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ５番。 
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５番 （ 児玉信長 ） 

 新しいメンバーは先ほど、２０歳から７０歳だということの答弁で、１０

名ということでございました。 
 今までの活動はどのようになっているか、お教えください。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策 

課長 

（ 金子 孝 ） 

 お答えいたします。 
 新しい団体さんのほうには、町から今年度そちらのほうに移住・定住関係

の委託ということでお願いしているところでございますけれども、中身とい

たしましては、１年終わっていないわけですけれども、回帰フェアのときに

一緒に同行してもらったり、首都圏のほうでイベントのあるときに、その中

からも職員とともに一緒に行ってもらって、相談の関係で、向こうの方々の

相談を受けてもらったり、いろいろアドバイスしてもらったりというような

ことでお願いして、活動していただいているところです。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ５番。 

５番 （ 児玉信長 ） 

 わかりました。 
 それで、東京たまり場なんですけれども、オーナーの植村さんともお話し

してきました。やはり、ただ、申しわけないんだけれども、三種ゴスペルで

すか、これも町の広報の３月号に、東京のたまり場ということで出ておりま

すけれども、三種ゴスペル、職員１名、地域おこし協力隊１名ということ

で、町内の女性３名ということで、歌を歌いに行っているわけですね。だか

ら、歌を歌いに行って、下のレストランでじゅんさい鍋を舌鼓したというこ

とが書いてるんですけれども。 
 本当にこういうふうにしてゴスペルさんが行くのもいいでしょうけれど

も、ただ、これが本当に移住・定住なのかということを私は疑問に思うわけ

なんですよ。 
 だから、委託をしたということは、町の権限はあれですよ、責任あるんで

すよ。だから、そこをよく考えながら行動してもらいたいということです

よ。ゴスペルさんが歌を歌いに行って、そして、そこでユーチューブをやっ

て、それで下でじゅんさいを食べて、自分の仲間しか食べていないじゃない

ですか。 

 それから、一里塚さんが２８年のときに東京たまり場に行ったとき、三種

町の物産を売るといったあの間口ですよ。外でですよ、あの３間ぐらい、あ

の奥行き１間の３間ぐらいしか間口で何が売れますか。 
 だから、何でも委託をするのではなくて、あなた方がやはり現地に最初に

行って、いろんなことをして、そして初めてやらせるのが、こういう移住・

定住の大事なところだと思うんですよ。だから、よく考えて、私は、いや、
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してもいいですよ。あなた方がやっぱり率先しなくてはだめですよ、率先。

東京なんかすぐ行けるでしょう。行って、日帰りだってできるでしょう。 

 だから、やればやっぱりいいんですよ。植村オーナーがやっぱり、もっと

三種町をＰＲすべきではないかと言っているんですよ。年間２４万。それか

ら、協力隊含めて１３３万何がしでしょう、全部、その人方の経費も入れる

と。そういったものなんですよ。 

 だから、よく、その定住・移住。協力はわかりますけれども、もっとやり

方を考えてやってもらわなければならないと思いますよ。今までの流れ、一

里塚さんがやったのをやっぱり、終わったんだから、終わって引き継ぎもし

ない。そういう状況であれば、もうばっさり、新しい人がやるなら新しい人

のやり方で、あなた方がこういう方針だということでまず率先してやってい

くのが本当のやり方だと思うんですけれども。 

 先ほど町長は、移住・定住というようなことで継続していくと。やり方で

ございますので。 
 この中で、今回の三種町まち・ひと・しごと創生戦略、これは今度また国

であれでしょう、第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略をやりますよね。

間もなく、１９日ですか、閣議決定するはずなんですよ、この１２月１９日

にかな、２０日にね。閣議決定しますので、これは令和２年度から令和６年

度までやるわけですよね、課長ね。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策 

課長 

（ 金子 孝 ） 

 国の政策については、そう聞いています。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ５番。 

５番 （ 児玉信長 ） 

 もう閣議決定しますので、令和２年度から始まりますので、だから、そこ

をまた十二分に考えながら、やはりやってもらいたいと、私は本当に思いま

す。 
 これは新聞等に出ておりました。１２月１９日、首相官邸で創生会議を開

き、１２月２０日に閣議決定をする方針であるということで、要するに、Ｕ

ターン、Ｉターン、Ｊターンによる起業・就業者数を６年度まで６万人創出

するというふうな国の計画もあります。 
 だから、先ほど、いろんなイベント等に行くと言いましたよね。だから、

県のイベントでもいいです。それから、東京みたね会、あれだけ東京みたね

会だったら、もう前もって行ってもいいわけです。日曜日でしょう。だか

ら、役員会のときに、あれだけのスタッフの立派な方々がいるんだから、１

日前に行って、いろんな話し合いして、いろんなことをすれば、あの人方は

ノウハウをいっぱい持っているんですよ、東京みたね会の役員の人方も。だ

から、そこをうまく利用したらどうでしょうか。 
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 だから、私は、そうするともっと定住・移住の人方が、やはり田舎に来た

いというふうなことになろうと思うんですけれども、最後、総務課長から一

言、それから町長からのお答えを得て、終わりたいと思います。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 お答えいたします。 

 確かに、議員おっしゃるとおりであります。これは、やはり役場の職員が

率先して行動を起こすことによって、いろんな皆さんに波及効果があるもの

だと思っております。 
 本当に、先ほど言ったとおり、これからも移住・定住対策についてはしっ

かり対応しなければいけないので、議員からご指摘あったとおりのことも考

慮に入れながら、しっかりやっていきたいと思っておりますので、よろしく

お願いいたします。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 先ほど、５番、児玉議員からの質問が保留されております。担当課長より

答弁申し上げます。農林課長。 

農林課長 （ 寺沢梶人 ） 

 先ほど、防災重点ため池の箇所数についての地区別のお問い合わせについ

ては、旧町ごとに、琴丘地域において２７カ所、山本地域において２５カ

所、八竜地域において２カ所、計５４カ所となっております。 

 以上です。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ５番、児玉信長議員の一般質問を終わります。 

 次に、９番、成田光一議員の一般質問を許します。９番、成田光一議員。 
９番 （ 成田光一 ） 

 それでは私のほうから、さきに通告してありました洋上風力発電事業への

対応について、１件質問させていただきます。 
 昨今、電力事業の置かれている状況は目まぐるしく変化をしております。

その中において、我が三種町の沖合にも洋上風力発電事業の計画が報道機関

などにより公表をされています。 
 先日は、事業者によって、法律に基づいた「環境影響評価準備書説明会」

も住民を対象に開催をされております。当日は私も参加をしました。多くの

住民が参加をして、予定をされていた時間いっぱいまで質問が絶えない状況

でありました。町民の関心の高さがあらわれたものと認識をして、帰ってき

ております。 

 この事業は、近い将来において、日本のエネルギー政策を左右しかねない

要素を含んでおり、状況によっては、我が町が一大自然エネルギーの基地に

なるかもしれない要素も含んでおります。 
 ただ、ここに住む我々、地元住民にとっては、必ずしももろ手を挙げて喜
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んでもいられない事業でもあります。 
 懸念をされるものに、騒音、特に低周波騒音、景観、動物への影響、主に

鳥、魚です。工事中の水の濁りなど環境への影響が懸念されております。 
 そこで、次の質問をします。 
 １つ目、現時点で、町には国を初めとする関係機関からどのような説明が

されているのでしょうか。 

 ２つ目、町としてはこの事業をどのように捉え、今後どのように対応して

いくつもりなのでしょうか。 
 ３つ目、地元自治体としての役割は、どのようなことがあると考えている

でしょうか。 
 ４つ目、能代市、男鹿市との協力関係はどのようになるのでしょうか。 
 ５つ目、三種町へのメリット、経済波及効果としてどのようなことがある

と考えているでしょうか。 
 ６つ目、町長みずからが先進地視察をする考えはあるのでしょうか。 
 そして最後、町としての住民説明会は考えているのでしょうか。 
 以上で檀上からの質問を終わります。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ９番、成田光一議員の壇上での質問が終わりました。 

 当局の答弁を求めます。町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 それでは、成田光一議員のご質問にお答えいたします。 

 国では、地球温暖化対策に有効であることや経済性の確保、地元産業への

好影響などの理由から洋上風力の導入を推進しており、ことし４月には海域

利用のルールなどを整備した「海洋再生可能エネルギー発電設備の整備に係

る海域の利用の促進に関する法律」が施行され、現在は海域の促進地域の指

定に向けた調査等が進められております。 
 その中で、能代市、三種町、男鹿市沖と由利本荘市沖の２つの区域が有望

区域に選定されたことを受け、１０月に秋田県で協議会が設立されました。

協議会は、秋田県と経済産業省、国土交通省の共同で組織されており、本町

も関係自治体の一員として参加しております。自治体以外では、関係漁業団

体、海運事業者等も参加しており、年度内に複数回開催される予定となって

おります。 
 それでは、これらの経緯を踏まえ、ご質問１点目の「現時点で、町には国

を初めとする関係機関からどのような説明がなされているのか」についてで

ございますが、秋田県からは、能代市、三種町、男鹿市沖が有望区域に選定

されたこと、協議会への参加等について説明を受け、国からは協議会の席上

で、事業の意義、概要、促進区域指定基準の概要、促進区域指定後のプロセ

ス等について説明を受けております。 

 また、促進区域での事業実施を計画している事業者からは、計画準備を進

める旨の説明を受けております。 
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 次に、２点目の「町としてはこの事業をどのように捉え、今後どのように

対応していくつもりなのか」についてでございますが、国は洋上風力事業を

海洋政策上の重要課題と位置づけており、地球温暖化対策が全世界で講じら

れている中で、国のエネルギー政策の根幹的な役割を担う事業だと捉えてお

ります。 
 しかし一方では、漁業団体への対応や環境問題、住民の健康問題等につい

ての課題もありますので、住民の方々の不安や懸念を取り除くための調査や

説明を丁寧に実施されるよう、国や関係事業者へ求め、住民の皆さんのご理

解とご協力をいただきながら進めるべきものと認識しております。 
 次に、３点目の「地元自治体としての役割は、どのようなことがあると考

えているのか」についてでございますが、町への問い合わせや事業者の説明

等で確認している課題を協議会や国へ伝えながら対策を講じていく必要があ

ると考えております。 
 次に、４点目の「能代市、男鹿市との協力関係はどうなのか」についてで

ございますが、能代市と男鹿市も協議会へ参加しておりますので、意見交換

を含め情報共有しております。また、能代港洋上風力発電拠点化期成同盟会

にも参加しておりますので、今後も協力関係を築いていく必要があると考え

ております。 

 次に、５点目の「三種町へのメリット、経済波及効果としてどのようなこ

とがあると考えているのか」についてでございますが、一般的には、固定資

産税収入や地元産業への雇用、事業者による地元イベントへの参加や協賛等

の地域貢献のほか、地球温暖化やエコ対策等に対する関心の高まりなどが期

待されると考えております。 

 次に、６点目の「町長みずからが先進地視察をする考えはあるのか」につ

いてでございますが、現在のところ先進地視察は考えておりません。 
 次に、７点目の「町としての住民説明会は考えているのか」についてでご

ざいますが、国の政策として実施する事業でありますので、町としての説明

会は考えておりません。これまでのように、事業実施を検討している事業者

がしかるべき調査等を行った上で、住民への説明を行うべきものと考えてお

ります。 

 以上でございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 当局の答弁が終わりました。 
 ９番、成田光一議員の再質問を許します。９番。 

９番 （ 成田光一 ） 

 それでは、再質問をさせていただきます。 

 １１月３０日に事業者による、住民を対象とした説明会が開かれました。

先ほどの話したとおりです。この中で、ことしの４月には、今、町長の言っ

たとおり、再エネ海域利用法、簡単に言えば、それが施行され、７月からは

促進区域に向けての指定ですね、その中で能代、三種、男鹿市含む４地区が
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指定されているという説明でありました。 
 この説明会のスケジュールからいきますと、促進区域の指定、公募事業者

選定を経て、２０２２年度から工事を開始して、４年後の２０２６年度の後

半には運転を開始する予定という説明であります。 
 このまま黙っていても工事は進むんでしょうけれども、先ほども質問した

とおり、町の役割というものは多面的に発生するのかなと私なりに考えてお

ります。 

 まず１つ目ですけれども、一番心配されていることは、やっぱり町民の環

境への不安ですよね。これは、先ほど町長に答弁していただいたとおり、ま

ずその不安を丁寧に解消すること。これはやっぱり地元自治体として大きな

役割があるのかなと思っております。 
 少なくとも、先日の説明会での事業者の説明では、我々、納得するような

丁寧な説明とは言えない。単なる数字並べだけで、決して、それでいいです

ねという話にはならない説明会だったと思っています。これはやっぱり地元

自治体の役割かなと思います。どうかその辺、ひとつ十分に考えて、今後の

ことを対応していってほしいものだなと思います。 

 もう一つが、町民へのメリットですよね。経済波及効果。この２点が主に

重要な部分ではないのかなと思っています。 

 それでなんですが、さきの説明会では、出力が当初５，０００キロワット

から８，０００ワット、８メガワットですね、それにまず大型するんだとい

うその理由として、当然技術ができたからなんでしょうけれども、環境に配

慮したためという説明がつけ加えられていました。なるほどなと思って聞い

たんですけれども、大型化することによって、では騒音がなくなるのかとい

うと、台数は減るでしょうけれども、大きくなればなるほど、それなりの騒

音はまた発生するのかなと素人考えで思って、帰ってきた次第であります。 
 でも、当日の説明を見ますと、全ての調査項目において、全部、基準の範

囲内であるというような説明でした。誰も出席した人は、なるほどなと思っ

た人はいないと思います。私もその中の１人です。 
 そういったことも含めて、やっぱり地元の自治体が中に入って、そういう

説明をちゃんと丁寧にやってくださいよ、みずからやりますよという体制を

これからつくっていく必要があるのではないかなと思います。 
 そのためにも、質問の一番最後にあります、住民の説明会ですね、こう

いったものはやっぱり考えていないということですけれども、これは今、聞

く話ですと、浜口地区の連合自治会から多分そういった今話が、説明会をつ

くってくださいというような話が何か今話し合われていると伺っておりま

す。まだ町には来ていませんよね。 

 ということもありますので、やっぱりこれは真剣に、事業者が説明するだ

けではなくて、自治体として説明することをやっぱり考えてほしいと思いま

すけれども、いかがなものでしょうか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 
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 町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 お答えいたします。 
 説明会の設置の件なんですけれども、町で設置しても、やはりそういう事

業者だとか、そういうところの受け売りしか多分できないと思うんです。 
 ですから、細かい話であれば、やはりその当事者というか、そういう人方

の説明、それのサポートを町筋がすることは可能かなとは思っていますけれ

ども、町が主体的に説明をしたりしても、そういう細かい説明の部分では、

どうしてもそういう専門の企業、業者、事業者、そういうところに説明をい

ただかないと、説明し切れない部分が出てくると思っております。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ９番。 

９番 （ 成田光一 ） 

 先ほど言ったとおり、地元でそういうふうに動いているという、ちょっと

話、聞こえてきていますので、いずれそのときは親身になって対応してほし

いものだなと思います。 

 あとですね、２つ目の、町民のメリット、主に経済波及効果ですけれど

も、こういったことに対しては、町として、特にないという感じで今、答弁

を受けました。 
 やっぱり事業者さんが大手ですので、もちろん黙ってやっていれば、黙っ

て工事は進むんでしょうけれども、そうではなくて、地元で何とか、ある産

業を使ってください。地元の産業、どういうのがこの工事に加わることがで

きるのか。そういったことをやっぱりみんな関心を持っているはずなんで

す。そういったことが、これから、町主体でと言ってはまた、あれなんです

けれども、やっぱり地元で何ができるのか、そういったことを、お互いに情

報交換しながらやっていくための独自の協議会といいますか。さっき町長が

言ったものは、国からの協議会だと思うんですけれども、それではなくて、

町自体で、じゃこの事業を進めるために、どういうふうにしたら町に金を落

とせるのかとか、経済的に効果があるのかとか、そういったことをやっぱり

考えてみる価値は十分にあると思います。 

 地元の産業、いろいろあるはずですので、商工会に相談するとかでもいい

と思います。そういったことを考えながら、地元の産業、何とかせっかくの

機会ですので、進めるというふうなこと、考えはありませんでしょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 お答えいたします。 
 当然、地元のそういう事業者等に恩恵があるような形で、どういう形があ

るのか、そういう商工会含めて、いろいろ意見交換をして、いろんな運動、

要望をしていかなければいけないと思っております。 
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議  長 （ 金子芳継 ） 

 ９番。 

９番 （ 成田光一 ） 

 まだ事業そのものが漠然としていることは確かでして、きのう、おととい

の能代市議会でも同じような質問内容が出てましたけれども、さっきの説明

ですと、さっき言ったとおり、２０２６年度後半からはもう運用するんだよ

という説明ですけれども、能代市さんでもちょっと質問などあった、新聞な

ど見ますとわかるとおり。果たして、じゃあどこの港をそれ利用するのやと

か、そういった部分がまだ確定要素でないのかなと思っております。 
 能代港を整備してという話のようですけれども、それもまだこれからとい

うことのようですし、そういった部分というのは、事業者さんではまだ、ど

こまで、私たちもこの間、説明会でちょっと質問することができなかったん

ですけれどもね。そういったことがあるんだなというふうに、今回、能代さ

んの議会の質問を見て、感じました。 
 ここでもやっぱり、同じ、能代、三種、男鹿ということで、同時に進めて

いくわけですので、その辺のことはまだこれからなんですよね、やはりね。

そういった説明というものは、この計画どおりというしか説明を受けていな

いんですか。どうなんですか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策 

課長 

（ 金子 孝 ） 

 お答えいたします。 
 議員お話しのとおり、まだ未確定な部分の様子が多々あるわけですけれど

も、今現在、新聞報道等にも出ていますように、国、県とあわせて関係機関

が協議する場ということで、法定協議会というものが開催されている最中で

ございます。 

 その中で、今後また何回か協議会が開催される中で、協議が調えば、その

上で、国で測定区域の、第三者機関も交えてというような説明でありますけ

れども、促進区域を指定すると。それから今度、国で入札関係、入っていく

と。事務的な流れとしては、そういうような計画なわけですけれども、法定

協議会もスムーズに今後流れていくかどうかというのも、何回か、二、三回

を最初は想定しているということでしたけれども、それが、３回のものが４

回になるかもわかりません、内容によっては。 
 だから、もしかすれば若干なりとも、そういう手続の関係とかもあると思

いますので、おくれることもあるのかなと、私は個人的には思っているとこ

ろでございます。 

 ただ、新聞報道でもありましたように、能代港の関係もあると思いますの

で、そういうようなことも関係してくることは確かに今後出てくると思いま

すので。 

 いつからというのは、ちょっと今、業者さんたちはそれぞれ想定している
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と思いますけれども、それはずれることはあり得るのかなと思っておりま

す。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ９番。 
９番 （ 成田光一 ） 

 どうもそういう感じがしましたので、今あえて質問させてもらいました。 

 住民の方、我々住民というのは、不安がやっぱり先に立つわけでして、そ

の工事についても、ではいつからやるのかということも、どんどん、新聞を

見ると情報が出てきます。やると言ったものが、後にまた延びるのではない

かという、それもまた一つの不安。では、いつできるのかということになっ

てくると思います。 
 それと、そういった環境の問題も含めて、では、まるっきり、今のそのア

セスの説明会であといいのかというと、誰もいいとは思っていませんし、で

は、いつあるのといったときに、あと次はあんまりないような言い方をして

いたものですから。やっぱり、住民としての説明会、必要なのかなというの

は。当然、住民としては、町が、自治体が頼りになるわけなんですね。国相

手、その事業所さん相手の質問というのは、では我々どこにやればいいんで

すかという話になってしまうわけですので。 

 その協議会があるという町長の説明ですので、やっぱり町に話をするしか

ないわけなんですよ。 
 そういった町民の心情になったときに、説明会、あるいは独自の協議会、

そういったものがやっぱりあるべきかなと思います。これは自然のやっぱり

流れだと思いますので、どうかひとつその辺真剣に考えてほしいなと思いま

した。 

 もちろん、さっき町長の言ったとおり、町民みずからその勉強会を開く。

それが一番の大事なことだと思います。 
 私的には、反対のための勉強会でなくて、何とかしてこの洋上風力という

ものを設置していくための勉強会になってほしいなと個人的には思いますけ

れども、それぞれやっぱり反対意見のある方は、それはそれとして、皆さん

一緒に共有しながら、では、どうすれば前に進めるのかということをやっぱ

り勉強しながらやるためにも、そういった勉強会をしながら、自治体として

丁寧に対応していくということが一番大事だと思います。 
 その上で、いかにして地元に利益を上げるか。この２つが本当に大事な事

業になっていくのではないかなと思いますので。 
 まだまだ先の話のようですけれども、進んでしまうと、あっという間に風

車はもう海の上に立ってしまいます。それからでなくてもいいです。その前

に何とか皆さんと一緒に、町民と一緒に、町と一緒に話し合いができる状況

づくりをつくっていくことが、そういった反対の方にも納得していただけ

る。そういうことになると思いますので、どうかひとつ町長、その辺真剣に

考えてほしいと思います。 
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 そのためにもですね、先ほど、先進地視察、考えていないということなん

ですが、やっぱり町長みずからが必要とするものかどうか、我が身で見た上

で、これはやっぱり本当にこの町にとって大事なものだということであれ

ば、町民に訴えることができるはずですし、黙っていても事業は進んでいく

わけですけれども、では、できました。では、これどうしますかではなく

て、町長、もうちょっと、やっぱりその辺気合を入れて、金がかかるでしょ

うけれども、やっぱり誰かがこれを、町の１人、トップとしてリーダーシッ

プをとってもらわないと、町民に対しての説得、説明もできないと思いま

す。その辺、どう考えますか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 
町  長 （ 田川政幸 ） 

 お答えをいたします。 
 確かに、能代の市長さんたちは現地というか、先進地の視察をしたわけで

ありますけれども、港を持って、そういう整備、そういうところをしていか

なければいけない自治体であれば、やはりそういうことは必要かなと思うん

ですが、ちょっと三種町の沖のほうにやるというところであれば、いろんな

情報は多分入ると思うので、その景観だとか、そういう部分のことも、今は

いろんな技術もありますので、現場を見なくても、そのあたりはわかるのか

なという部分も正直感じております。 
 要するに、先進地というと、恐らく北欧のほうになると思うので、そうい

う部分での費用面だとか、そういうのも含めて必要ないのかなという個人的

な考えではあります。 

 この先、いろんな事情があると思いますので、もし事情が変わればまた、

現地の視察ということも考えなければいけないかもしれませんが、現時点で

はまず、そういう考えだということであります。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ９番。 
９番 （ 成田光一 ） 

 わかりました。 

 やっぱり町長、リーダーシップをとってもらわないことには、この事業、

黙っていても進むことは間違いないんでしょうけれども、やっぱりその辺十

分に勉強してほしいという、町民の１人として思いますので、あえて言わさ

せていただきました。 
 この後も先頭に立って、この事業、せっかくこういう国の事業ですので、

せっかくのチャンスだと捉えて、どうかひとつ前に進めるように頑張って、

町長のほうで勉強してもらいたいし、我々も、私もまた勉強させてもらいま

すので、ひとつこの後もよろしくお願いしたいと思います。 

 以上で終わります。 
議  長 （ 金子芳継 ） 
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 ９番、成田光一議員の一般質問を終わります。 
 次に、２番平賀真議員の一般質問を許します。２番、平賀真議員。 

２番 （ 平賀 真 ） 

 それでは私から、さきに通告しております次の２点について、質問を行い

ます。 
 １点目でございます。 

 高校卒業者の動向をお伺いいたします。 

 町では、近年の高校卒業者の動向（就職先、進学先等）をどの程度把握さ

れているのか。また、来春高校を卒業される方で地元企業に就職内定した方

は何人いるのかをお伺いいたします。 
 また、雇用対策推進事業のこれまでの実績をお伺いいたします。 
 町内からの通勤圏にある企業の求人状況を把握しているのかもお伺いいた

します。 
 また、大学卒業者への地元回帰の働きかけの実態をお伺いいたします。 
 ２点目でございます。 
 広域連携の展望をお伺いいたします。 

 能代市、山本郡の今後の連携のあり方と展望をお伺いいたします。 
 これまで市町村圏組合を組織し、消防、ごみ処理、福祉関係事業を行って

きましたが、まだまだ市町で連携して行動すべき事業があるのではないで

しょうか。市長及び３町長の間ではどのような話し合いがなされているのか

お伺いいたします。 

 以上で檀上からの質問を終わります。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ２番、平賀真議員の壇上での質問が終わりました。 

 当局の答弁を求めます。町長。 
町  長 （ 田川政幸 ） 

 それでは、平賀真議員のご質問にお答えいたします。 
 初めに、「高校卒業者の動向は」についてお答えいたします。 
 「高校卒業者の就職先等の把握」についてでありますが、能代山本管内の

高校に通学する高校生の就職・進学状況は、ハローワーク能代の資料により

把握しております。なお、個別の就職・進学先については、町では把握して

おりません。 
 また、能代山本管内の来春高校卒業予定者のうち、１０月末現在での就職

希望者が１８６名で、うち就職内定者が１６１名、内定率が８６．６％と

なっております。そのうち、能代山本管内への就職内定者数は６４名で、内

定者における能代山本管内の就職割合は３９．８％となっております。 

 次に、「地域雇用創出推進事業の実績」でございますが、地域経済の活性

化と雇用の拡大を図るため、平成２２年度から事業をスタートしております

が、平成３０年度までの事業実績は６６５件、３億２，９６９万円の補助金

交付実績となっております。 
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 また、事業メニューの中の新規雇用奨励事業の事業実績は、平成３０年度

までで１７６件、５，１２１万円、２３２人の新規雇用実績となっておりま

す。 
 次に、「通勤圏内の求人情報の把握」でございますが、各地域の求人情報

は、各ハローワークのホームページで確認できるため、必要に応じ情報を収

集しております。 

 また、新規高卒者の求職・就職状況は、秋田労働局のホームページで全県

の管内ごとに毎月公表されております。なお、個別の企業の求人情報は、該

当するハローワークで照会をしていただいております。 
 次に、「大学卒業者への働きかけ」でございますが、町では、卒業学生等

への支援対策事業としては、資格取得支援事業や奨学金返還助成事業などを

行っているほか、町のホームページでは就職等情報として、県やハローワー

クなど関係団体の最新のデータを掲示しているのが実態であります。 
 また、秋田県では、大学等を卒業する学生向けに県内就職支援として、ス

マートフォンアプリによる就職支援情報の提供、奨学金返還助成制度、秋田

県版就活情報サイトの開設などの取り組みを行っております。 

 続きまして、「広域連携の展望は」についてお答えいたします。 
 能代山本地域は、通勤、通学、通院、買い物等で一体的な生活圏を形成し

ていることから、能代山本広域市町村圏組合を設置し、消防・救急、ごみ処

理、し尿処理等の事務を共同処理するなど、広域的に取り組んでまいりまし

た。 

 そのような中で、首都圏への若年層の流出、出生率の低下などにより急速

に人口減少が進行しており、地域社会に及ぼす影響もさらに厳しさを増して

いる状況であります。 

 このようなことから、能代山本地域では人口流出を食いとめ、定住促進と

活性化を図ることを目的として、「能代山本定住自立圏共生ビジョン」を策

定し、「生活機能の強化」「結びつきやネットワークの強化」「圏域マネジ

メント能力の強化」の３つの視点に立ち、医療、福祉、産業振興、地域公共

交通などの分野ごとに事業を推進し取り組んでおります。 
 また、各市町の首長との間では、今後の人口減少、少子高齢化社会を見据

え、能代山本地域がそれぞれの魅力や特性を生かしながら、これまで以上に

連携、協力し、能代山本地域全体での移住・定住につながる取り組みを進め

る必要性を確認しているところでございます。 

 以上でございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 当局の答弁が終わりました。 

 ２番、平賀真議員の再質問を許します。２番。 

２番 （ 平賀 真 ） 

 それでは、１点目の質問の再質問をさせていただきます。 
 るるご説明いただきましたが、実際のところ、能代山本、よくテレビで有
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効求人倍率とか統計が出ますけれども、要は企業で求人をしても、言ってみ

れば人が集まらないとかというふうな報道が昨今は特に流れています。 

 ということで、実際のところ、町内の企業で求人しても人が集まらなく

て、会社の事業そのものが成り立たないというふうな、そういった事業形態

のところは町では把握していらっしゃるでしょうか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光 

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 
 全部の企業については、ちょっと把握してはございませんが、毎年、企業

訪問を実施しておりまして、そこでやっぱり出てくるのが、応募しても応募

に来てくれないと、そういう声がたくさん聞かれております。やはり従業員

集めには大変苦慮しているようでございます。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ２番。 
２番 （ 平賀 真 ） 

 職種にもよるかと思います。当然、公務員や教職の場合は、試験をするほ

どの募集があるということはもう十分でございますけれども、やはり介護事

業や建設業等、中には森岳町内でも建設業をおやめになった企業があるやに

聞いております。 
 ということで、先ほど雇用対策推進事業のほう、大変実績も上げられて、

すばらしい事業だと思いますけれども、このほかに、言ってみれば、そう

いった人が集まりにくいといいましょうか、応募が少ない企業に町単独で助

成することは厳しいかとは思いますけれども、やはりこの緊急雇用の補助金

に対しても、新卒で１人３万円が１２カ月で頭打ちということもございま

す。この補助金が直接企業に行くわけですので、その働いている方にはどう

いった形で給料の中に入っているかは、それはそれぞれの企業に委ねられて

いることかと思いますけれども。 
 町でですね、そういった、企業に対する今後独自の補助制度といいましょ

うか、そういったものは考えられないものなのか。１年で頭打ちではなく

て、逆に新卒、そういった厳しい企業で頑張って、１年目のほか２年目、き

ちんと勤めた方にはそれなりの賞与といいましょうか、そういったことも今

後、若い人の働く意欲を引き起こすためにも必要ではないかと思いますが、

その点の考え等はありますでしょうか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光 

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 

 いずれ、新規雇用奨励事業で企業にはそれなりに、従業員１人当たり３万

円等々の補助金が出ておるわけでございますので、町としては、それが募集
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者の従業員のほうに反映されることがベストだなとは考えております。 
 改めて補助のメニューを、内容を拡充するということにつきましては、今

後ほかの団体等の状況を見て検討させていただきたいと考えております。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ２番。 
２番 （ 平賀 真 ） 

 これまで広域の中でも、企業誘致という文言がよく出てきますが、県内の

中でも、関東、関西方面からの大企業の出先といいましょうか、下請的な工

場は能代山本地域にはなかなか出てきていただけないような状況でありま

す。 
 先ほど、第１の質問の中で、通勤圏と申しましたけれども、通勤圏という

ものは、あえて能代山本地区ではなくても、秋田市、北でいくと大館、中に

は町内で家を建てて、鹿角まで毎日通勤している方もいらっしゃるように聞

いております。 
 そういった、要はこの町に住民票を置いて、日帰りで通っているところに

対する、大変難儀をしながらも、この町に在住をして頑張っている人もおる

わけでございます。当然、会社からは通勤手当も出ているかと思いますけれ

ども、やはり中には頭打ちの企業があるやに聞いております。 

 そういった動向とかは、町では把握していらっしゃるでしょうか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光 

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えします。 

 そこまでは、ちょっと動向まで把握はしてございません。 

 ただ、先ほど町長答弁でも申しましたが、いずれ通勤圏内、秋田、それか

ら大館等でございますが、そこら辺の求人情報はホームページで確認はでき

ておりますので、必要に応じて情報収集をいたしまして、ホームページに掲

示するとか、そこら辺もまた検討してまいりたいと考えております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ２番。 

２番 （ 平賀 真 ） 

 やはり、町内の出身者が高校卒業もしくは大学を卒業して、この三種町内

に居を構え、実家でもいいです。要は住民票があって、そこから仕事に行っ

て、そして町民税を納めるという形が、この町が持続していく最大のあれだ

と思います。 
 当然町内には、能代市から通われている方もいらっしゃるかと思いますけ

れども、そういった地元にいた方々に少しでも恩恵が行くような形で、もし

この通勤手当等、よく高校生には通学の補助という話題も出るわけですけれ

ども、そういった方々に対する給料体系等も、もしどこかで確認する機会が

あって、もし励みになるような制度が打ち出せるようなものでしたら、検討
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していただければと思います。 
 なお先般、北羽新聞ですか、その複眼鏡というコラムのところで、幸福度

ランキングの全国最下位という記事が出て、当然町長もごらんになったかと

思います。幸福度ランキング、定住意欲度ランキングは全国最下位、また愛

着度が４５位、そして逆に悩める住民が多い県としては第１位、そして、こ

こには書いていませんでしたが、人口減少率、少子高齢化率も全国でもトッ

プクラスでございます。 

 その中の、２５市町村の中の三種町、広域の連携は後ほど問いますけれど

も、なかなか数字的に厳しいものがございます。 
 町長として、この町の若い人方を、こういった幸福度ランキングに打ち勝

つぐらいの施策を打ち出しながら、安全・安心して子育てができるまちづく

りが本当に喫緊の課題だと思います。 

 もし、こういった若い人方の就職に対する、もし町長の今後の思い等がご

ざいましたら、お聞かせいただければと思います。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 お答えいたします。 

 確かに、若い人たちには一人でも多く地元に残って、生活拠点を持って、

意欲的に働いていただきたいというのは当然でございます。そのためには、

やはり、いろんな職種がありますけれども、そういう地元の方々が望む職種

をしっかりマッチさせるというのが大事なことかなと思っておりますし、そ

れに加えて、やはりそういう子育てする人方を含めて、若い人たちが住みや

すい住環境も整えていくというのも必要なことかと思っております。 

 これからいろんな課題がありますけれども、それにもしっかり取り組んで

いきたいと考えておりますので、よろしくお願いします。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ２番。 
２番 （ 平賀 真 ） 

 どうぞ、さまざまな情報を得ながら、喫緊の課題だと思いますので、担当

課ともご相談しながら頑張っていただければと思います。 
 次に、広域連携の展望のことを再質問させていただきます。 
 能代山本定住自立圏の共生ビジョンというものが平成２８年３月に、能代

山本地区から選ばれた方々によって発行されております。毎年３月に変更と

いいましょうか、骨子は変わっておりませんが、数字的なものが書き添えら

れている資料がございます。 

 この中で、少し一読して、若干気になったのはですね、圏域マネジメント

能力の強化にかかわる政策分野ということで、もう既にやってから４年が

たっているわけでございますが、職員の広域連携職員の研修という項目がご

ざいますが、この実態をお聞かせいただければと思います。 
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議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策 

課長 

（ 金子 孝 ） 

 お答えいたします。 
 この共生ビジョンの中に、今ご指摘の分野、入っておるわけですけれど

も、今の現状では特別、広域の中での職員研修というものはやっていないと

ころですけれども、ただ各業務の担当の方が、分野ごとに分科会というもの

を開催したりして、その中で連携等の話し合いをしているところでございま

す。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ２番。 
２番 （ 平賀 真 ） 

 今後の具体的な取り組みの中に明記されておりますので、残り１年、２年

ですか、また見直しの前に恐らくこういった研修が含まれてくるかと思いま

すので、担当課としては、町内に持っている財産なり、いろいろなものをき

ちんと研ぎ澄ませながら、広域の連携の場に臨んでいただければと思いま

す。 
 また先般、観光に関する広域観光の推進ということで、そういった事業が

発足しておりますが、新聞等を見ましても、まだその実績等が出ていないよ

うに見受けますが、現在この広域全体でのあきた白神広域観光推進の実態、

もしわかる範囲で、現在の状況を教えていただければと思います。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光 

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 
 広域観光ＤＭＯということで、ことし、本年の４月１日に、あきた白神

ツーリズムということで新たなＤＭＯが発足してございます。 
 今現在の動きではございますが、情報発信の強化ということで、今はホー

ムページの作成、それから対象がインバウンドということもございまして、

外国語でのホームページの作成とか、今そういうところを盛んにやっている

ところでございます。 
 実際に、インバウンド向けの商品化等をこれから進めていくということに

なると思いますので、現実的に、具体的に動き出していくのは来年度以降に

なるのかなと考えております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ２番。 

２番 （ 平賀 真 ） 

 来年度といっても、あと数カ月でございます。 
 インバウンドということは当然、通訳等、各温泉で受け入れ体制というの

も平行して進めて、企画書ができてからというよりも、もう既に具体的な動
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きが出ているかと思いますので、それに対応する形で、町としても、この形

にくみしている以上は、当然その方向で準備を進めていかなければと思って

おりますが、現在、町の観光協会も含めて、言ってみれば、観光に従事する

企業、会社といいましょうか、そういったところでインバウンドに対する対

応等はもうできつつあるのか。町独自では、どういう対応になっているの

か。もしお考えがあるようでしたら、お伺いいたしたいと思います。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光 

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 
 町内のインバウンド対策といいますか、受け入れ体制ですが、実際のとこ

ろは、まだほとんど進んでいないのが現状でございます。 

 今、あきた白神ツーリズム広域ＤＭＯで、講演会をやったり、そういう、

これからの事業者のあるべき姿ということで、いろいろ講演等を行っており

ますので、そこら辺に関係の事業者さんに参加していただいて、これからの

自分たちの役割といいますか、そこら辺を今、認識してもらっていっている

ところでございます。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ２番。 
２番 （ 平賀 真 ） 

 広域の連携とは、別に将来的に広域で合併ということではございません。

逆に、広域を組みながら、１市３町の個々の宝物を磨いていく、切磋琢磨す

る意味で、いいバランスを今後とっていけるかと思います。 

 しかしながら、各市町によって、それぞれの持っている財産、宝物も違い

ますので、対する政策というものも違いが出てくるかと思います。しかしな

がら、お互いライバル心を持つのはいいんですが、お互い奪い合うようなも

のではなくて、俗に言う共存共有という言葉がございますが、お互いが認め

合いながら、お互いが高め合っていく。観光事業でいいますと、今ＤＭＯで

盛んに検討していることは、能代山本一帯で、いろんなイベントがあるもの

を、横のつながり、点と点ではなくて、いろんな動きを今、模索しているや

に聞いております。 
 当然それぞれのところですばらしい景色があり、すばらしい文化があり、

すばらしい伝統行事があると思います。 
 そういったものを、どうぞ三種町としては、その場に遠慮なく発信をし

て、それを圏域の宝として認められるように、この資料を見ましても、具体

的に観光地からイベントを全部きちんと把握してある資料でございますけれ

ども、ただこれが、県の指導で型にはめたようなビジョンに何となく見えて

しまうのは、まだこれからだと思うんですけれども、それが実際に絵となっ

て、映像となって動き出すような形で、担当課として大いに力を発揮してい

ただければと思います。 
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 もし今後の意気込みがございましたら、お聞かせいただければと思いま

す。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 
企画政策 

課長 

（ 金子 孝 ） 

 お答えいたします。 

 今、議員からいろいろご提言もあったわけですけれども、広域の定住自立

圏関係につきましては、定期的に検討会等も行われているところでございま

すので、いろいろ各市町によって連携できる部分、できない部分、あると思

いますけれども、その辺も十分お互いに情報共有も図りながら、取り組める

ものについては連携しながらというようなことで、十分、町の考えも話しな

がら対応していきたいと思いますので、ご理解のほどお願いします。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 
商工観光 

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 うちの分野といたしましては、まず観光の部分がございますが、いずれ広

域連携のＤＭＯができたことによりまして、町としても大変期待はしている

ところでございます。 

 いずれ、各市町で観光客を奪い合うのではなく、この圏域で周遊をしても

らって、この圏域に泊まっていただいて、お金を落としてもらうと。そうい

う方向に進めていければ、そのためにもやっぱり市町の連携は必要だなとい

うふうに感じております。 
 それからもう一つ、企業誘致でございますけれども、これにつきまして

も、やはり単独の企業誘致というものは限界があると思いますので、これか

らも広域、定住自立構想に基づきまして、企業誘致につきましても、郡市連

携とした取り組みで進めていきたいと考えております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ２番。 
２番 （ 平賀 真 ） 

 それぞれ担当課長からは、今後にかける思いをお聞かせいただきました。

ありがとうございました。 
 やはり企業誘致といえども、企業もそう言うほどの、会社でございます。

営利団体でございますので、誘致に応じて、こちらに企業が来たんだけれど

も、実際ふたあけて、募集したら従業員が集まらなかったと。そういう当

然、来る前に企業というものはもうリサーチをして、十分把握して、この地

域は無理だということがないような形ですね。それで、私、さっきから卒業

者の動向とかというものを、募集とミスマッチがないような形でというとこ

ろなんですが、ただただ企業というのも、近年に入ってからは、自動車関係

が横手市とか秋田市のほうには来ているようですけれども、どうしても北の

ほうにはなかなかおいでいただけないというか、そういった実態でございま
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すので。 
 どうか間断なくといいましょうか、休む間もなく、いろんな情報を収集し

ながら、どうぞ、それぞれ担当課から町長には十分に情報を伝えながら、判

断を仰いで、この町の発展につなげられるような形で今後の行政の運営をよ

ろしくお願いいたしたいと思います。 
 もし町長も、企業誘致に関する思い等というか、これからの、いま一度、

企業誘致と若い世代の就職に関する思いがございましたらお聞かせくださ

い。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 お答えいたします。 

 いろんなご意見をいただきまして、本当にありがとうございます。 
 本当に企業誘致、今、若い人方が定着するためには、そういう雇用の場は

当然必要であります。 
 今、能代のほうにも工業団地がございますので、やはりそういうところを

有効的に使うためにも、そのためにはやっぱり労働力をしっかりこの地元に

確保しなければいけないと。そのためには、やはりそういう定住、そういう

ところ、若者対策、そういうのはみんな関連してくるんだと思います。 
 そういうところはしっかり広域で連携して、この圏域にそういう労働力が

残るような施策を、やはり能代、八峰、藤里さんとしっかり連携を取りなが

らやっていかなければいけないと思っております。 
 また、観光も、やはり今は単独で、インバウンドを含めて、外国語対応だ

とか、そういうことはなかなか、今いろんなアプリだとか、そういう機械に

頼る部分はありますけれども、やはりそれを使うものも人でございますの

で、そういう人材育成も含めて、観光ＤＭＯでしっかり対応してくれるとい

う話も聞いております。それに、各自治体のいろんな、そういう魅力をここ

に集めて、しっかりそれを共有しながら使っていくということが、これから

の能代山本のあり方なんでないかなと。このように思っていますので。 
 引き続き、各自治体としっかり連携を取りながら頑張っていきたいと思っ

ておりますので、よろしくお願いしたいと思います。（「終わります」の声

あり） 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 一般質問を終わります。 

 ３時１５分まで休憩します。 

  

     午後３時０６分  休 憩 

   - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

      午後３時１６分  再 開 
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議  長 （ 金子芳継 ） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続行いたします。 
 １０番、大澤和雄議員の一般質問を許します。１０番、大澤和雄議員。 

１０番 （ 大澤和雄 ） 

 私からは、さきに通告してあります２点について質問をさせていただきま

す。 

 まず初めに、公立・公的病院の再編・統合についてであります。 
 厚生労働省は、９月２６日、全国の公立・公的病院の４２４病院を再編・

統合を進めると公表いたしました。秋田県では５病院が対象となり、その一

つに能代市にある地域医療機能推進機構秋田病院が対象となり、公表されま

した。厚生労働省では、がんや心疾患、救急などの診療実績が少なく、しか

も車で２０分以内の近隣に機能を代替できる病院があるなどの基準で判断し

たということであります。しかし、こうした一律の基準で判断したのでは、

地域住民の健康にかかわることであり、交通機関の不足、高齢化の進行な

ど、地域の実情を無視したやり方であるとの批判が続出しております。 

 秋田病院は、昭和２０年に創立して以来、能代市、山本郡において地域医

療、保健、福祉に貢献してきた中心的存在とも言える医療機関であります。

現在、病床数１６７床、１日の外来平均患者数４１０名、職員数３９０名ほ

どとなっており、地域と連携し、地域医療、保健、福祉に貢献しておりま

す。こうした医療機関が安易に統合、廃止されれば、三種町民にとってもい

つでも安全・安心な質の高い医療を受けられるか懸念されるものでありま

す。 

 秋田県の将来推計人口は、総人口は減少していくものの、２０２５年まで

の推計では６５歳以上の人口は増加するとともに患者推計も増加するものと

なっております。こうした高齢化に伴う患者数の増加と地方の深刻な医療事

情を把握しないまま一方的な再編・統合は行わないよう関係機関と連携して

国や県に働きかけていくべきと考えるものであります。これらの対応につい

て伺いたいと思います。 
 次の２点目であります。 

 三種町地域防災計画の再検討、強化についてであります。 
 近年では地球温暖化が進展する中で毎年のように全国各地で台風や前線な

どによる豪雨が発生し、甚大な災害が発生しております。 

 本町では台風１９号による被害報告はなかったとのことでありますけれど

も、消防庁情報１１月６日現在の台風１９号、２１号に伴う人的、物的被害

は、全国で亡くなった方９５名、負傷者４７０名、住家被害では全壊１，７

６７棟、半壊６，５０５棟、一部破損８，９９８棟、床上浸水３万３，２３

７棟、床下浸水３万６，５９６棟となっております。 

 また、台風１５号では、千葉県で最大瞬間風速５７．５メートルにより鉄

塔や約２，０００本の電柱の倒壊などにより、４１市町村で７０万戸が停電
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する甚大な被害をもたらしております。このことによって、架線、電線類や

これらを支える柱体等の構造基準を見直すことにしたと言われております。 

 また、台風１９号が直撃した神奈川県箱根町では１日の降雨量が日本観測

史上最多の９２２．５ミリを記録し、総雨量は１，０００ミリを超し、甚大

な被害をもたらしております。 
 これらの現象は、温暖化の影響により、一般には日本付近へ来ると衰弱し

て温帯低気圧になっていくというタイプが多かったのに対して、衰弱しない

まま日本付近へ来たり、逆に強まるものもあり、その影響により被害が大き

くなっていると考えられております。 
 さらに、この温暖化により大気大循環が変わって、低気圧あるいは高気圧

が移動せず停滞する、いわゆるブロッキングがふえ、昨年の西日本豪雨のよ

うに間欠的な豪雨が５日も続いたと言われております。 

 こうした今までにない異常気象により激甚化する自然災害に対応するた

め、三種町地域防災計画の再検討、強化を図り、住民の生命、身体及び財産

の保護に努めなければならないと考えるところであります。これらについて

の今後の対応について伺いたいと思います。 

 以上よろしくお願いいたします。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 １０番、大澤和雄議員の壇上での質問が終わりました。 
 当局の答弁を求めます。町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 それでは、大澤和雄議員のご質問にお答えいたします。 
 初めに、公立・公的病院の再編・統合についてお答えいたします。 

 団塊の世代が７５歳以上になる２０２５年度へ向けた地域医療構想を国が

進める中、今回の厚生労働省の発表に関しては、唐突なものであり、実名を

公表された全国の公立・公的病院を抱える自治体などから多くの批判が出て

いることは議員ご指摘のとおりです。 
 国では、今回の発表は集中的な医療が必要な急性期病床について可視化し

たものであり、地域の実情は考慮されておらず、今後はそれぞれ地域の実情

を入れて議論してほしいとしております。また、医療機関の統廃合を求める

ものではないと強調しております。 

 ９月に公表されました秋田県の５病院の１つであります地域医療機能推進

機構秋田病院については、能代市山本郡圏域で急性期医療を提供する医療機

関であり、また地域の小児医療から高齢者医療まで支える地域のかなめとし

て重要な医療機関であると認識しております。 

 今回の公表については、全国町村会を含む地方３団体が国への意見書にお

いて「地域医療のあり方は地域医療構想調整会議において進められるべきも

のであり、国が再編・統合を押しつけるべきものであってはならない」とし

ており、私も同様の考えでございます。 
 今後は、将来の地域医療のあり方について、県の地域医療構想調整会議で
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県や医療機関など関係者間で丁寧な協議検討を行いながら、次世代の医療体

制はどうあるべきか、医療の質の確保や医療資源の最適配分を図るにはどう

するか、地域の実情に沿った議論を進めていかなければならないものと考え

ております。 
 続きまして、地域防災計画の再検討、強化についてお答えいたします。 
 議員ご承知のとおり、三種町地域防災計画は、災害対策基本法第４２条の

規定に基づく、本町における災害対策に係る総合的な計画であり、町、県、

指定公共機関等の防災関係者がその有する全ての機能を有効に発揮して、町

内における防災対策を実施することにより、住民の生命、身体及び財産を保

護することを目的としております。 
 議員のおっしゃるとおり、近年の異常気象による災害は各地に甚大な被害

をもたらしており、いつ本町も激甚災害に見舞われるかもしれず、その対応

準備を怠ることはできません。 
 「みずからの命はみずからが守る」という意識の徹底や地域の災害リス

ク、またみずからとるべき避難行動等について、日ごろからの住民への周知

が重要であり、行政主導のソフト対策のみでは限界があると思われます。住

民一人一人がみずから行う防災活動や地域の防災力向上のための自主防災組

織や地域の事業者等が連携して行う防災活動など、住民全体の取り組みを支

援、強化することにより、地域全体としての防災意識の向上を図っていかな

ければならないと考えております。 
 県では来年３月の防災会議を経て地域防災計画の内容修正及び対策強化を

図るとしておりますので、本町の地域防災計画につきましても県地域防災計

画との整合性を図りながら、今後町民の皆様や関係団体のご理解、ご協力を

いただきながら再検討、強化に努めてまいりたいと考えております。 

 以上です。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 当局の答弁が終わりました。 
 １０番、大澤和雄議員の再質問を許します。１０番。 

１０番 （ 大澤和雄 ） 

 まず、公立・公的病院の再編・統合について、町長も全国町村会におい

て、この存続というか、押しつけするものではないということを申し上げて

いたので、私もそのとおりだと思います。ぜひともそうした観点に立って、

本当に能代、山本郡地域、また三種町民にとってもなくてはならない、１６

７床の大きな病院ですので、簡単にこれをなくされては本当に大変だと思い

ますので、ぜひともそうした立場に立っていろいろなところで頑張っていた

だきたいと思います。 

 ますます、私も壇上でも言いましたけれども、６５歳以上、年齢を重ねる

たびにやはりどうしても病院に行く数がふえるんですよね、どうしても。そ

ういう意味からして、特に厚生医療センター、ＪＡの病院もありますけれど

も、交通の便からいくとＪＣＨＯ秋田病院が駅に近いということもあって、
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結構電車を利用して行かれる方も三種町でもおるようなんです。この地域に

とっても大変重要な医療の拠点でありますので、ぜひとも存続に向けていろ

いろなところでそうした発信していただければと思います。 
 私自身もこの１年数えてみると、内科、眼科、歯科、皮膚科、形成外科、

それに健康診断と、本当に１年中病院にかかっているような状況なので、そ

れは地域に安心してそういう行く病院があるということで、我々も何とか健

康でいられるということで、このＪＣＨＯ秋田病院においてもこの存在とい

うのは非常に大きいものがあると思っております。 
 特に、私も初めて事務局の方から言われて知ったんですけれども、特にこ

こでは病児保育というのを実施しているんですよね。私もインターネットで

調べてみたんですけれども、病気になり、治療までは必要としないが、集団

生活が困難で、安静などの確保が必要な場合、あるいは保護者の勤務都合、

傷病、介護、事故などを含めてやむを得ない事情により家庭や保育所で看

護、保育ができない状況にあること、そうした状況の生後９週から小学校６

年生までの児童を対象にお預かりするというか、こういうことをやっており

ますので、非常にこれは、こうした独特の体制も整えながら頑張っておられ

る病院ですので、地域にとってはなくてはならない病院だと思いますので、

ぜひとも町長もそうした観点に立って頑張っていただきたいと思います。 

 １番目についてはこれで終わります。 
 次に、三種町地域防災計画の再検討、強化、町長も県の防災会議の見直し

とともに再検討していかなければならないということなんですけれども、特

にことしの１５号、１９号、そして２１号の台風、日本海側に来なかったの

が幸いなんですけれども、これが日本海側に来たら本当に大変なことになっ

ていたのだろうなと思います。 

 今ようやく１５号、１９号、２１号がどういう状況であったのか、そうい

う報告が千葉県、栃木県、茨城県、埼玉県、東京都、神奈川県、長野県、こ

ういったところからようやく今、どういう状況であったのかということがい

ろいろなところで報告されているんですけれども、我々の想像を絶するよう

な状況だったんだなと、つくづくこの報告を私も見ております。 
 特に、三種町の計画にもいわゆるハザードマップや住民への指示等々書い

てあるんですけれども、今回の台風ではこのハザードマップどおりに浸水し

たところと、ハザードマップを超えて床上浸水まで来たというところもあっ

て、そういうところも激甚災害というものに対して見直さなければならない

のではないかなと思っているんですけれども、その辺はどのように考えてお

られるのか伺いたいんですけれども。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 町民生活課長。 
町民生活 

課長 

（ 高橋 泉 ） 

 お答えいたします。 
 議員ご承知のとおり、町の浸水のマップについては、ことしの３月でした
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か、全戸配布しております。あれにつきましては、県で最新の降水量の多い

やつで数値を出したやつでうちのほうではやっていますので、現状では一番

降った場合の防災マップとなっております。 
 町長も答弁したとおり、この後町の地域防災計画も検討する予定がありま

すので、そちらも修正しながら直していきたいと考えております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １０番。 

１０番 （ 大澤和雄 ） 

 わかりました。 
 それで、今回被災されたところの大きな問題として、全国的な問題でもあ

るんですけれども、土木担当及び農林水産業担当の地方公務員、職員が全体

の４分の１あるいは３分の１に、合併も含めてそういうふうに減少している

ということで、対応し切れないという部分が非常にあったということを聞い

ております。そういう関係からして、三種町においても、地域防災計画、非

常によくこれだけ網羅して作成したなと思うんですけれども、果たしてこれ

に今の職員数で対応できるのかというと非常に難しい面もあるのかなと思う

んですけれども、そういった体制は大丈夫なのかどうか伺いたいんですけれ

ども。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 町民生活課長。 
町民生活

課長 

（ 高橋 泉 ） 

 お答えいたします。 
 防災計画の対応につきましては、現状の職員で、どういう災害が来るかわ

かりませんけれども、現状の職員で対応してまいりたいと思っております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １０番。 

１０番 （ 大澤和雄 ） 

 わかりました。いずれ職員も合併前からすると大分減少して、対応は大変

だと思いますけれども、今回の災害を見ましても、災害で移動時に亡くなら

れた方もおりますので、職員に対しても、対応しなければならないんですけ

れども、みずからの命の安全ということも、そういうことも十分配慮しなが

ら対応していただきたいということを物すごく私は感じております。 
 それから、避難所、今回の被災で、被災された方の避難所の問題という

か、避難した後のいろいろな問題が浮かび上がって、対応が非常に大変だっ

たということで、いろいろな報告が出ているんですけれども、この三種町で

もここに防災計画に指定されている避難所、それが浸水するような箇所にあ

るところが、私の知っている範囲では、ここに載っているところで指定避難

所として書いております久米岡の集会所、分館と書いているんですけれど

も、そこはあの辺が洪水になると孤立して、あの部落から出られなくなると

いうことで、ですからここは避難所として使えない、安戸六のほうに避難す
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るということを私は聞いたことがあるんです。それからもう１カ所、山本の

ほうの達子の集会所、これは正式な名称は改善センターなんですけれども、

あそこも今、三種川の改修がかなり進んで、増水はことしはなかったんです

けれども、あそこの集会所に行くずっと手前から浸水して、道路に水があふ

れて、あそこまで行けない状態になることもあったんですよね。だから、そ

れも一つの避難所として置くというのは、これは見直す必要があるのではな

いかと思うんですけれども、そういうところはどう考えておられるのか伺い

たいんですけれども。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 町民生活課長。 

町民生活

課長 

（ 高橋 泉 ） 

 お答えいたします。 

 議員おっしゃるとおり、以前、久米岡の地区につきましては安戸六の集会

所に避難したという例はあります。 
 今、議員おっしゃいましたとおり、今後見直しかけた際にもう一度検討し

ながら修正をかけたいと思っております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １０番。 

１０番 （ 大澤和雄 ） 

 わかりました。いずれそういうところは、私は２カ所しか知らないんです

けれども、もしかしたらまだ町内にそういう避難所としてのあり方というの

を見直さなければならない部分というのもあるかと思いますので、そうした

ところを再度点検していただきたいと思います。これは命にかかわることで

ありますから。 

 それから、同じ避難所の生活環境の問題なんですけれども、地域防災計画

には、防災行政無線、テレビ、ラジオの活用等による伝達手段、あるいは非

常用電源の配置とその燃料の備蓄等も書かれているんですけれども、非常用

電源というのは、千葉県では何か半分以上も発電機を結局借り出さないで無

駄に終わったということも聞いておりますけれども、三種町では非常用電源

というのは公共施設だけなのか、あるいは被災した方にも非常用電源という

ものを用意されているのか、いわゆる発電機ですね、小型の、そういう意味

を指しているのか、その辺伺いたいんですけれども。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 町民生活課長。 

町民生活

課長 

（ 高橋 泉 ） 

 お答えいたします。 

 非常用の発電機につきましては、個人に貸与するやつは現状ではありませ

ん。数につきましても、今この場では言えないんですけれども、町のほうで

１０台まではいってないと思ったんですが、常備しております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 
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 １０番。 
１０番 （ 大澤和雄 ） 

 何か千葉県では市町村でなくて県で貸し出すのを持っていて、それが実際

には借り出さなかったということを聞いていますけれども、秋田県では貸し

出すという準備はしているものなんでしょうか、その辺確認したいんですけ

れども。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 町民生活課長。 

町民生活

課長 

（ 高橋 泉 ） 

 お答えいたします。 

 県でもたしかあったとは思っていますけれども、確認して答弁したいと思

います。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １０番。 
１０番 （ 大澤和雄 ） 

 いずれその辺も臨機応変に県とタイアップして、対応できるような体制を

つくっていただければなと、その辺確認していただきたいと思います。 
 それから、これも被災されたところでの報告の中で非常に問題となったの

は、三種町もそうですけれども、避難所の一覧を見ると体育館、公民館、そ

ういったところなんですけれども、冷たい床での雑魚寝だと、それが非常に

こたえたということで、しかもプライバシーの配慮もない、専有スペースの

狭さ、そしてまた、ここにも備蓄一覧にありますけれども、毛布なんかは備

蓄されておるようですけれども、それも毛布１枚だと。 

 プライバシーの関係から、まずは雑魚寝というのは、何か世界的に、日本

は畳文化で雑魚寝するのが当たり前のように考えておられるようなんですけ

れども、世界的にはそういう雑魚寝というような避難というのはまれだとい

うことなので、それでいわゆる段ボールベッドで対応していると。今回の被

災されたところではすぐには来なかったんですけれども、そういう雑魚寝で

はなくて、いわゆる段ボールベッドを用意して何とか対応したということが

報告されているんですけれども。 

 段ボールベッドと、プライバシーを守るためのパーテーションというんで

すけれども、いわゆる仕切りですよね、段ボールによる仕切り、そういった

ものがこの防災計画の中には入っていないんですけれども、そういったこと

はお考えなのかどうか、激甚化した場合、当然避難した場合、長期にわたっ

た場合、当然そういったものが私は必要だと思うんですけれども、その辺は

この備蓄の中に入ってないんですけれども、その辺の対応はどうなのか伺い

たいんですけれども。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 町民生活課長。 
町民生活 （ 高橋 泉 ） 
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課長  お答えいたします。 
 今、議員おっしゃったのは今回の太平洋側で起きたような激甚災害の場合

だと思っております。現在の備蓄につきましては、そのようなベッドとか仕

切り、パーテーションなんかの備蓄品は現在のところは準備しておりませ

ん。この後も、数的なこともあると思いますし、現在のところにつきまして

は毛布とか食べ物、水の備蓄だけを考えております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １０番。 
１０番 （ 大澤和雄 ） 

 段ボールベッドについては、幾ら備蓄しなさいということでなくて、地域

にある段ボール会社と連携した形で、大体３日ぐらいで、そういうのを取り

決めておくと３日ぐらいで１，０００床ぐらいは入ってくるとか、そういう

方法もあるということも報告されておりますので、そういったこともぜひと

も視野に入れて対応していただければと思うんですけれども、秋田県内ある

いは近隣に段ボール会社があればそういうことも可能なのではないかと思う

んですけれども、そういったこともぜひとも検討していただきたいと思うん

ですけれども、対応について伺いたいと思います。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 町民生活課長。 

町民生活

課長 

（ 高橋 泉 ） 

 お答えいたします。 

 今、議員ご指摘のありました件につきましては、町での備蓄品としては

ちょっと考えられないと思いますけれども、業者と協議しながら今後検討し

てまいりたいと思っております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １０番。 

１０番 （ 大澤和雄 ） 

 わかりました。 
 当然ながら見直さなければならないと思うんですけれども、資料編の中に

主食及び副食品の調達一覧あるいは生活必需品調達一覧があるわけなんです

けれども、これかなり見直さなければならないのではないかなと。つまり調

達する業者さんというか、商店が廃業して、ないと。そういうのもかなりこ

こに載っているんですよ、寂しい限りなんですけどね。ですから、これは相

当、これも現実にどのぐらいのものが、町内からどのぐらい調達できるの

か、これはかなりもう一度見直さなければいけないものではないかなと思っ

ております。私が見た限りでも本当に寂しい限り、この商店もない、この企

業もないというのがかなりあるんですよね。これはやはり大幅に見直して、

それなりの対応、どういう対応ができるのか、かなり詰めてやっていかなけ

ればならないと思うんですけれども、その辺はどう考えておられるのか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 



- 128 - 

 町民生活課長。 

町民生活

課長 

（ 高橋 泉 ） 

 お答えいたします。 
 今、議員おっしゃいましたように、防災計画ができた段階で、１カ月ぐら

いして廃業するお店なんかもあると思います。今、資料編のお話あったんで

すが、個人名称なんかも入っている方もおりますし、町の職員であっても異

動でかわる方もおります。そういうやつの修正なんかもその都度やっている

わけじゃありませんので、今回の修正かけた段階では、現在の直ったところ

については全て修正をかけていきたいと考えております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １０番。 
１０番 （ 大澤和雄 ） 

 ぜひとも見直して、実際ないお店なんかもかなりここに掲載されているん

ですよ。ですからぜひとも、実際町内の商店の方々からどれだけのものが調

達できるのか、確保できるのか、これは大幅に見直して、きちんとした計画

を立てていかなければならないと思っております。その辺はきちんと対応で

きるような形で修正なりしていただきたいと思います。 
 最後なんですけれども、一つ確認したいんですけれども、今、三種町の三

種川の河川改修、一生懸命頑張っておられて、宮橋もかなり高く完成しつつ

あって、まず我々も実際に水害もかなり、床上浸水とかもかなり減ってきた

ので、よかったなと思うんですけれども、ただ今回の１５号、１９号、堤防

の壊れるのが、実際にこの７つの県で、これは１９号についてかな、７１河

川１３０カ所で堤防が決壊したわけなんですけれども、堤防の工法につい

て、ネットで調べた限りでは非常に本当は決壊した箇所がいっぱいあると、

そういうことがかなり出ているんです。 
 堤防の工法が、２００２年、旧建設省時代に築き上げた耐越水堤防工法を

やめて、ダムに対する批判やいろいろなものがあって、耐越水工法をこのま

ま続ければ、ダム建設は必要ないという批判もかなり出て、結局国土交通省

になったら耐越水堤防工法をやめたんですよね。それで、三種川の河川改修

を見ていますと、国土交通省は今もって土による堤防が基本原則だと、それ

を崩さないと。それが今回いろいろなところで堤防が決壊する原因になった

と。しかもそれは今も変えようとしていないんですよ。それが今非常に問題

になっているんです。 

 三種町の河川改修も耐越水堤防工法によらない方法だと思うんですけれど

も、その辺は私も一つ確認しておきたいんですけれども、耐越水堤防工法な

のか、そうでないのか。そうでないとしたら、耐越水工法、土堤中心ではな

くて、きちんとした耐越水工法というのが建設省時代に確立されております

ので、そうした工法に戻すべきではないかと、私はそう思っていますし、そ

ういう議論が今かなり行われているので、ぜひともその辺は、今現在はどう

いう工法で堤防を改修しているのか、その辺ちょっと確認したいんですけれ
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ども、よろしくお願いします。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 建設課長。 

建設課長 （ 進藤 敦 ） 

 お答えいたします。 
 議員おっしゃるとおり、今現在、三種川河川改修、床上緊急対策特別事業

を５年度かけてやっていますけれども、とりあえずそちらの事業を優先する

ということで、堤防に関しては土堤、それだけで築堤をいたしております。

この後、床上対策が終われば今度その後未改修の部分、それと土の堤防の箇

所に関しましては護岸ブロックを張って整備していくものと思われます。 
 以上です。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １０番。 
１０番 （ 大澤和雄 ） 

 そうすると土堤が基本で、今後耐越水堤防による方法はとらないというこ

となんですか、とるということなんですか、その辺確認したいんですけれど

も。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 建設課長。 
建設課長 （ 進藤 敦 ） 

 この後また県とも詳しく協議しなければなりませんけれども、床上対策事

業が終了後の計画に関しまして、まだ計画が決まっていないそうです、はっ

きり。それで、この間の情報によりますと山本建設部と本課の河川課のほう

では協議は済んだそうです。今月中に建設部から私ども三種町に今後の計画

に関しまして報告にいらっしゃるということになっております。その報告を

受けた後で議員に詳しくご説明したいと思います。以上です。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 １０番。 
１０番 （ 大澤和雄 ） 

 わかりました。 

 いずれこのことが今非常に問題になっているわけですよ。旧建設省で何度

も研究を重ねて、すばらしい耐越水堤防、いわゆるフロンティア堤防、アー

マー・レビーである鎧型堤防、要するに水があふれても、あふれた反対側の

ほうがえぐられたり、あるいは水がしみて、ただあふれるだけでなくて、し

みて決壊するとかいろいろな、今回の事例でいくと非常に堤防そのものが弱

いと、そういうことが非常に言われているんですね。そういう中で、せっか

く旧建設省が確立した耐越水堤防の工法をやめて、土堤一本で、国土交通省

になってから一本でやっているようなんですけれども、それが今回のいろい

ろなところで堤防が決壊した原因だと、一因だということをかなり批判され

ているんです。 
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 ぜひともそうしたきちんとした堅牢な耐越水堤防に、三種川の河川改修も

今後そうしたことを十分にこちらからもお願いしながら、せっかくつくった

堤防でもすぐ決壊したら何もならないですから、その辺はきちんとそういう

ことを県なり国と、どういう工法で、本当に大丈夫なのか、そうしたことを

確認しながら進めていっていただきたいと思っております。 
 以上、終わります。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 大澤議員、先ほど質問された答弁がまだ保留されております。その答弁が

県からまだ来なくて、できないんですけれども。（「いいです」の声あり） 

 今答弁させます。町民生活課長。 

町民生活

課長 

（ 高橋 泉 ） 

 お答えいたします。 

 県には１６５台あるそうです。それにつきましては、町に貸し出しはでき

ますけれども、それをさらに個人に貸し出しできるかというと、まだ連絡が

入っていないそうなので、後でよろしいでしょうか。（「はい、わかりまし

た。終わります」の声あり） 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １０番、大澤和雄議員の一般質問を終わります。 

 次に、３番、伊藤千作議員の一般質問を許します。３番、伊藤千作議員。 
３番 （ 伊藤千作 ） 

 それでは、一般質問を行います。 

 第１として、風力発電設置を規制する条例の制定することについてであり

ます。 

 風力発電・風車建設のため、クロマツの保安林が伐採されてきています。

保安林の目的は、飛砂の防備だけでなく、塩害や強風、津波対策など多様な

機能を持っております。台風１９号など想定を超えるような災害が発生して

いることを考えれば、沿岸部における保安林の役割は大きいと思います。 
 これまで、浜田地区の風車建設のため、海に向かって南北約７０メート

ル、東西約３０メートルずつ３カ所にわたり、風車１基目の始点から３基目

の終点まで面積で約８，０００平方メートルも伐採されております。県は

「風車周辺にクロマツの植栽工事や緑化工事などが計画されていることか

ら、保安林機能への影響が小さい」としておりますが、木が成長するには何

十年もかかります。いつになったら伐採されたクロマツにかわる役割を果た

すのか、非常に疑問であります。 
 メロンロードと銘打った農道は、海から近いところを通っております。農

作業の車よりも、通勤、通院、通学の送迎や物流トラック、観光バスまで通

る交通量の多い道路であります。津波対策を考えれば、少なくともクロマツ

にかわる構造物が必要ではないでしょうか。 

 先日の台風１９号は、全国で河川氾濫など甚大な被害をもたらしました。

地震、台風などによる大規模な自然災害が毎年のように全国で起きておりま
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す。 
 クロマツの保安林は、先人が残してくれた貴重な公共財産であります。今

は風力発電よりも防災と住民の安全が優先されるべきであります。県の許可

ですが、町としてどう考え、対応、対策を考えているでしょうか。風車を規

制する条例制定が必要になってきているのではないでしょうか。 
 静岡県富士宮市は、富士山観光と再エネ事業との調和に関する条例があり

ます。条例の、風力発電では高さ１０メートルを超えるものは市長の許可が

必要とし、尾根線上あるいは丘陵地、高台での設置は避ける、重要な眺望地

から見た場合、富士山などの稜線を遮らないようにするなどであります。 
 本町の風力発電は、町内で大型で２３基以上、地上より高さ最高１５０

メートル以上、乱立しております。国道からメロンロードに入ると大中小の

風車が乱立し、通行するごとに息苦しい思いをしております。早急に風力発

電を規制する条例を設定すべきであります。答弁を求めます。 
 次に、八竜風力発電所建てかえ計画に伴い、地域住民に対する騒音、健康

被害等の住民アンケート調査を実施すべきだという件についてであります。 

 三種町大口の釜谷浜の海岸を中心にしている八竜風力発電所の建てかえを

今計画しております。現在の１８基の風車を最大１２基に集約する計画であ

ります。現在の羽根の直径は１，５００キロワットが７７メートル、２，５

００キロワットが９９．８メートル、これが計画では羽根の直径を最大１３

６メートルまで大きくし、支柱も高くし、最高到達点は最大１８８メートル

を見込んでいるようであります。１基当たりの出力は３，０００から４，２

００キロワットと約２倍に拡大する計画であります。 
 風力発電設備は、釜谷浜海水浴場から南へ６０メートルにあり、視覚に圧

迫感も強くなることも考えられ、サンドクラフトでの砂像と風車の景観との

関連はどうなるのかの検討も必要になると思われます。 

 地域住民の中には、騒音がうるさくてストレスになる人や、健康被害を訴

える人もいると聞いております。風車の騒音、低周波音、超低周波音による

生活環境への影響は不覚性があり、個人差も大きく、原因も未解明部分も多

いと言われておりますが、ふだん声を上げづらい住民の声をきちんと吸い上

げ、実態をつかむためにも、住民アンケート調査を実施すべきだと思います

が、どう対応、対処するつもりでしょうか。 
 最後として、洋上風力発電についてであります。 

 秋田県北部洋上風力発電事業は、株式会社大林組、住友商事株式会社がそ

れぞれ総出力４５万５，０００キロワットあるいは５４万キロワットの洋上

風力発電所を設置するものであります。これらの事業計画に環境大臣の意見

が出されております。幾つか取り上げていきたいと思います。 

 事業実施想定区域は海岸から１．７キロメートル離隔を確保しているもの

の、沿岸部及びその周辺には多数の住居等が存在することから、供用時にお

ける騒音及び風車の影による生活環境への重大な影響が懸念されるとしてお

ります。 
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 ちなみに、外国では海岸から１０から２０キロ離れております。 
 四方を海に囲まれた日本は、洋上風力に無限の可能性があるかに見える。

しかし、海底が急に深くなる地形の特性上、事業者がコスト面で有利に展開

できる遠浅の海域のほとんどは離岸距離が近いところに限られる、この有利

な遠浅の水の深さは３０メートル以内、国は洋上風車設置の条件の１番にこ

れを上げております。しかし、能代、三種、男鹿沖でこの条件に該当する沖

合数キロ弱までの海域で、沿岸には多くの住民が暮らしております。そし

て、景観や健康などに関する問題の全ては、離岸距離１．７から３．４キロ

の狭い海域に超大型風車を建設しようとしております。 
 遠浅の海が１００キロも続くイギリス沖で現在建設中の同規模の風車１０

０基は沖合２２キロという事実を見れば、能代、三種沖の計画の無謀さがわ

かるというものであります。 

 環境保全措置の検討については、環境影響の回避、低減を優先的に検討

し、代償措置を優先的に検討することがないようにすること。 
 あるいは、最新の知見の反映については、基礎を含む風力発電設備等の構

造物の存在並びに工事中及び供用中の水温、水中音の発生による海生生物へ

の影響を含め、洋上風力発電事業の環境影響については十分解明されていな

い点があることから、本事業の実施に当たって最新の知見及び先行事例の知

見の収集に努めること。 
 風車の影にかかわる影響については、想定区域の近くには多数の住居及び

学校その他の環境の保全についての配慮が特に必要な施設が存在しており、

沿岸付近の住居等の近隣に風力発電設備が設置される場合には、供用時にお

ける風車の影による生活環境への影響が懸念される。このため、風力発電設

備の配置の検討に当たっては、住居等への影響について適切に調査、予測及

び評価を行い、その結果を踏まえ、風力発電設備を住居から離隔すること等

により風車の影による生活環境への影響を回避または極力低減すること。 
 鳥類に対する影響については、想定区域の周辺には重要野鳥生息地である

八郎潟及び小友沼が存在しており、ガン、カモ類及びハクチョウ類の主要な

渡り経路となっている可能性があることから、本事業の実施により風力発電

設備への衝突事故及び移動経路の阻害等による鳥類への重大な影響が懸念さ

れる。このため、風力発電の配置等の検討に当たっては、専門家等からの助

言を踏まえた鳥類に関する適切な調査、予測及び評価を行い、その結果を踏

まえ、環境保全措置を講ずることにより鳥類への影響を回避または極力低減

すること。 
 海生生物に対する影響については、想定区域及びその周辺の一部は生物多

様性の観点から重要度の高い海域に選定されており、本事業の実施により、

藻場等に生息、生育する海生生物への影響が懸念される。このため、風力発

電設備等の配置等の検討に当たっては、水の濁り等による海生物への影響に

ついて、専門家等の助言を踏まえ、適切な調査、予測及び評価を行うこと、

またその結果を踏まえ、工事中における水の濁り等による藻場等の海生生物
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の生息、生育環境が懸念される場合は環境保全措置を講ずること。 
 景観に対する影響については、現地調査により主要な眺望の特性、利用状

況等を把握した上でフォトモンタージュ等を作成し、垂直見込み角あるいは

主要な眺望方向及び水平視野も考慮した客観的な予測及び評価を行い、その

結果を踏まえ、眺望景観の影響の回避または極力低減を行うこととしており

ます。 

 最後に、町として景観条例の制定をすることについてであります。 

 魁新聞に「風車や太陽光パネルの設置規制、にかほ市景観条例制定へ」と

いう記事が掲載されていました。 
 景観法は、２００４年に都市や農山漁村などにおける良好な景観の形成を

促進するために制定され、第２条に景観に対する国の基本理念をうたってお

ります。その第２条１項は「良好な景観は、美しく風格のある国土の形成と

潤いのある豊かな生活環境の創造に不可欠なものであることに鑑み、国民共

通の資産として現在及び将来の国民がその恵沢を享受できるよう、その設備

及び保全を図らなければならない」としております。 
 これまでの陸上における風力発電の設置状況を踏まえると、地域住民が洋

上風力発電によるさらなる景観悪化に対して不安や懸念を抱くのはもっとも

なことだと思います。当町もいま一度景観法の基本理念に立ち返り、町とし

て景観条例の制定をしたらどうでしょうか。 
 以上、壇上での質問を終わります。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ３番、伊藤千作議員の壇上での質問が終わりました。 
 当局の答弁を求めます。町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 それでは、伊藤千作議員のご質問にお答えいたします。 
 初めに、風力発電設置を規制する条例の制定についてお答えいたします。 

 １点目の津波対策を考えれば、少なくともクロマツにかわる構造物が必要

ではないかについてでございますが、町の沿岸部にある保安林は主に飛砂防

止を目的に指定されておりますが、議員ご指摘のとおり、そのほかにも多様

な機能を持っているものと考えております。 

 伐採されたクロマツの後には機能を代替するための植栽が行われており、

今後植生が定着することにより保安林の機能は維持されるものと考えており

ますが、周辺の保安林は松くい虫の被害等でも立木数が減っておりますの

で、町としては計画的な植栽等によりこれまでの機能を維持できるよう県や

関係機関へ働きかけてまいります。 

 ２点目の風力発電設置を規制する条例を設定していくべきについてでござ

いますが、規模の大きい風力発電設備については国の法律があることから、

町で条例を制定することは考えておりません。しかしながら、小型風力の建

設につきましては、法令の遵守や届け出等を盛り込んだガイドライン等の制

定について今後検討してまいりたいと考えております。 
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 続きまして、八竜風力発電所建てかえ、地域住民に対する騒音、健康被害

等の住民アンケート調査を実施すべきについてお答えいたします。 

 八竜風力発電所建てかえにつきましては、事業者から建てかえの予定につ

いて説明を受けており、今後建てかえに伴う住民説明会を事業者が実施して

いくものと考えておりますが、議員ご指摘の住民アンケート調査につきまし

ては、必要に応じて事業者が行うべきと認識しており、現段階で町が実施す

ることは考えておりません。 

 しかしながら、新たな風車建設に伴う位置や住民の方々からの要望につき

ましては、町からも事業者へ伝えてまいりたいと考えております。 
 続きまして、洋上風力発電についてお答えいたします。 
 洋上風力発電につきましては、さきに成田議員のご質問にお答えいたしま

したとおり、現状では国の政策事業の中において法定協議会へ参加しながら

協議を行っているところでございます。 
 ご質問にあります環境保全措置の検討、最新知見の反映、風車の影に係る

影響、鳥類に対する影響、海生生物に対する影響、景観に対する影響につき

ましては、事業について公募を予定している事業者が環境影響評価法に基づ

き実施すべき内容であると認識しております。町といたしましては、事業者

や関係機関から意見等を求められた場合に対応してまいりたいと考えており

ます。 
 また、洋上風力に対応した景観条例の制定につきましては、現状では考え

ておりませんが、小型風力等に対応したガイドライン等の制定とあわせて検

討してまいりたいと考えておりますので、ご理解をいただきますようお願い

いたします。 

 以上でございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 当局の答弁が終わりました。 

 ３番、伊藤千作議員の再質問を許します。３番。 
３番 （ 伊藤千作 ） 

 最初に、風力発電の条例の制定のほうですけれども、あそこのクロマツの

伐採、町長は見ているんですか、浜田地区の３カ所。私も現地を見ましたけ

れど、あそこの風車を設置する場所の周辺、全部クロマツが伐採されており

ます。かなりの面積で、さっき言った８，０００平方メートル、かなり大き

な面積になります。それで、あそこはすぐ海なんです。保安林が伐採されて

いるもんだから、こっちから海が見えちゃうと。保安林の役割を果たしてい

ない、こういう現状なんですよね。こういうところがずっと、あそこ３カ所

もずっとなっているんです。 

 町長はさっき答弁で、県でクロマツを植栽しているという意味で対策を立

てているというようなことを言いました。私は見てきました。クロマツの小

さい苗を植えていました。あれはいつになったら大きくなるんですか。脇に

ちょこちょこっと、伐採した脇に植栽しているんだけれども、あれは何年か
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かるんですか、砂防林になるというと。あれでは役割を果たしてないと同じ

です。ですから、それにかわるような建設物が何か必要なのではないかとい

うことなんです。 
 だってメロンロードは、いろいろな人が通るんです、あそこね。仮に津

波、津波の対策もあの砂防林の中に入っているわけですよ。皆さんご承知の

ように、いつでしたか、日本海中部地震、来ました。あのときは、１９８３

年か、日本海中部地震で、あの保安林の間を通って海水浴場へとつながる道

路から浸水して津波が起きたんです、あれね。それが今、砂防林をどんどん

どんどん削っていったならば、もし仮に地震が起きたときに役割を果たせな

いということになってしまいます。 
 そういうことがやられているのは、さっき言ったように、風車を立てると

なれば申請だけでどんどんどんどん、ありとあらゆることで立てていくとい

う状況があるんですよね、申請さえすれば。何かとまるような手だてを加え

ているわけでないんですよ。 
 だから、さっき私そこでも言いましたけれども、国道からメロンロードに

入ってすぐ、見なさいよ、物すごい風車の数。私はあそこを通るたびに息苦

しくて、大変な思いですよ。あそこに畑のある人も言っていました、音が鳴

るときにすごい音を出すんだって。それと、凍った場合、これから凍ります

よね、凍ったときに回り出すと氷が飛び散る、ハウスなどもその氷で被害を

受けると。そういうことがずっと今まで続いてきているんですよ。 
 もう一つ、何か、あれでしょう、風車とは直接関係ないか。物すごい電柱

が多くなってきたでしょう、電柱、あの道路脇に、電柱が。それなども、例

えばあれですよ、災害とかで全部倒れたりしたら大変な被害になっていくと

思われます。ですから、こういう何といいますか、野放しで、申請してきた

らどんどんどんどん風車が立つような状況、これにちょっと歯どめをかけて

いかないといけないのではないか。だから、今言ったように、設置を規制す

る条例をやはり町として立てたらどうでしょうかと、そういうことが必要だ

と思うんですよ。 

 さっき壇上でも言いましたけれども、静岡県富士宮市、これでは条例があ

るんですね、富士山との関連で、１０メートルを超えるものは市長の許可が

必要だということで。具体的にやはり三種町もそこに踏み出すべきだと思い

ます。 
 町長、実際メロンロードをしょっちゅう通っているでしょう。どうです

か、通って。あの風車の一連のところを通って何も感じないですか、どうで

すか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 お答えをいたします。 

 いろいろ個人的な思いもあるんだと思いますが、確かに見る角度によって
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はそういう部分はあると思います。ただ、やはり整然と並んでいる部分で、

そういう見方で見るとまたきれいだなと思うときもありますので、そこは個

人の受ける感情というか、そういうあれがあるんだと思います。私は、まず

そういう自然と人工構造物の対比という意味でも、それは見方によっては景

観の一つとして捉えてもいいのではないかという思いは正直あります。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ３番。 

３番 （ 伊藤千作 ） 

 いろいろ見方はありますけれども、実際にメロンロード通った場合に、あ

あいい景色だなと思う人は誰もいないです、あそこのところ、国道からメロ

ンロードに入った途端にすごい数の風車が目の前に飛び込んでくるんだか

ら。あれじゃあね、ちょっと、メロンロードという非常にいい名前の道路な

んだけれど、何か自慢できないですよ、あれ。ですから、これちゃんと規制

していかないといけないと思います。 
 町長、小型云々ということをこれから規制するようなこと、何か今答弁で

しゃべっておりましたね。具体的にはどういうことを考えているんですか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策

課長 

（ 金子 孝 ） 

 お答えいたします。 

 小型風力発電は一般的に２０キロワット以下というようなことで言われて

いるわけですけれども、今のところ大型のものについては国の規制等あるわ

けですけれども、小型のものについては町のほうに届け出とかそういうもの

はありません。そういう関係もあって町でなかなか小型のものは風力につい

ては把握していない部分が多々あるわけですけれども、そういうものを確認

するために、あるいはきちんとしてもらうために、まずはガイドライン等を

作成して、町にきちんと届けを出してもらいたいと。それからあわせて、そ

の作成に当たりましては国のガイドライン等を参考にして、例えば住居から

何メートルとかそういうものを皆盛り込まれていくような形のものを今後検

討していきたいと思っているところです。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ３番。 

３番 （ 伊藤千作 ） 

 そうすれば、そういうガイドラインをつくった上で、当然許可制にするん

でしょう。そこに違反、満たない部分は認めないとか、それ以外のところは

認めるとか、そういうところまで踏み出していくんでしょう。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策

課長 

（ 金子 孝 ） 

 お答えします。 
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 風力につきましては、町で許可とかいうようなことはないわけですけれど

も、まず町でのガイドライン的なものは町のルールに従ってお願いしたいと

いうような、そういう意味での規制になると思っています。風力について

は、今申し上げたとおり町で許可するというようなものではございませんの

で、そこはご理解いただきたいと思います。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ３番。 

３番 （ 伊藤千作 ） 

 だから条例をつくりなさいと言っているんです。条例をつくれば、それに

よって許可するとかなんとかということで、町としては判断できるでしょ

う。ガイドラインをつくるのはそれはそれでいいんだけれども、ちゃんとき

ちんともう一歩踏み出して条例制定までやってくださいよ。こんなに大変な

風車の状況を見て、町長はいい景色だと思っているかもしれないけれど、誰

もいい景色だとは思わないですよ、あんなの。だからやはりきちっと条例を

つくって踏み出していくというところまでやってください、町長。そこまで

やりませんか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 いずれ上のほうに国の法律があるということであります。町としてどこま

でできるかをこれから担当とも相談して、どこまで対応できるのか検討して

まいりたいと思います。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ３番。 

３番 （ 伊藤千作 ） 

 いずれさっき言ったように条例をつくっているところはあるんだから、国

の云々というだけの理由で逃げたってだめですよ。条例をつくっているとこ

ろはあるの。ですから、きちっとやる気になればやれるじゃないの。そこま

でちゃんと、町長、腹をくくってやってくださいよ。今後またまたこの問題

については取り上げますからね。 

 それと、もう一つは釜谷浜の建てかえですけれども、建てかえに当たって

大きな２倍ぐらいの出力になって、大変なまた負担になっていくだろうと思

われます。ですから、町長、町でアンケート云々ということができないん

だったら、業者に、説明会もやる云々とありましたから、町として業者にア

ンケートをぜひやってほしいということを申し入れてください。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 先ほどの洋上風力の話とはまた別で、これはやる事業者が決定しておりま

すので、決まっておりますので、そちらの事業者としっかり相談して、対応
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していただけるものはしていただきたいと申し入れたいと思います。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ３番。 
３番 （ 伊藤千作 ） 

 八竜、釜谷浜の風力、建てかえるやつ、これについてやはりきちっとアン

ケートをやってほしいと申し入れてください。 

 それで、釜谷浜地区の中で、いずれちょっと音がうるさいとか、住民の中

ですよ、体調を崩すとかそういう人もいると聞きます。そしてまた、潟上で

あったでしょう、テレビの受信障害、大きく出ましたよね、受信障害ね。こ

れが釜谷でもあるというじゃないですか。釜谷で実際に今テレビの受信障

害、起きていると言っていますよ。これどうするんですか。調査というか、

しないんですか、これ。実際に起きているって、テレビの受信障害が。これ

何としますか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 
企画政策

課長 

（ 金子 孝 ） 

 今、議員から聞いた釜谷での受信障害というのは、私は初めて聞いたとこ

ろでございます。役場には特段その関係での連絡はいただいてなかったわけ

ですけれども、もし仮にそういうことが発生しているということであれば、

その原因、釜谷に風力、浜のほうにもあるわけですけれども、まずそこら辺

の状況をこっちでも確認して、同じ釜谷の中でもいろいろ海に近いほうもあ

るでしょうし、内側に居住されている方もいると思いますので、そこら辺

ちょっとうちのほうも状況を収集して、もしそういうのが業者というか、風

力の関係でのものかどうかも含めて、場所的なところも確認した上で、必要

であれば業者に確認、調べてもらうよう話していきたいと思います。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ３番。 
３番 （ 伊藤千作 ） 

 いずれこういう低周波とかこの問題では必ず何かかんかの影響が出てくる

わけですよ。ですからテレビの受信障害だってきちんと調べれば多分これに

原因していると思うんです。ですから、そこは業者にきちっと調べさせて、

さっき言ったようなアンケートもきちんとやらせるということで、ぜひとも

町として責任を持って取り組んでもらいたいと思いますが、それはそのとお

りやりますよね。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策

課長 

（ 金子 孝 ） 

 お答えいたします。 

 後のほうの受信障害の関係ですけれども、まず地元の方、自治会とか会長

さんとかそういう役員の方も、釜谷も自治会組織がありますので、そういう
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ところにも受信障害の話をこっちでも確認してみて、もしそういうものがあ

るということであれば、業者に伝えながら調査をしていきたいと思います。 

 それから、アンケートの関係ですけれども、さっき町長が申し上げたとお

り、今後釜谷の風力発電については住民説明会等来年度以降開催されること

と思いますので、その中でアンケートが可能かどうか、業者にも話ししてい

きたいと思います。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ３番。 
３番 （ 伊藤千作 ） 

 ぜひやらせてください。うんもふんもなく、町として業者にちゃんとしゃ

べんねばだめだ。きちっとやらせてください。 
 それと、最後に、洋上風力のことについてですけれども、この間成田議員

も言いましたけれども、大林組が行った説明会、私も行ってきました、成田

さんも行っていましたけれども。この説明を聞いていると、やはり業者が説

明する会だなと。なぜかといえば、全部何も問題がない、こう調べたけれど

全然問題がありませんと。当然だよな、自分で調べて「問題あります」なん

て報告さねもんね。だから、ああやっぱりなということ。 
 私思うのは、この大林組は海岸から１．７キロ離れたところに２列、１．

７キロ、そしてまたもう一つ１．７キロ、２列の風車を立てる計画なんだよ

な。だからわずか１．７キロなの、海岸から。さっき私が言ったように、イ

ギリスとか外国では２０キロあたりが普通なんです、離れるというのは。 

 したっけこの間、業者が説明するに、その質問が出たんですよ、行った人

の中から。したら何と答えたと思いますか。あれですよ、遠浅、だんだん離

れれば、底がだんだん深くなると、底がね、だんだん深くなると、コストの

面で問題だと、そういう意味のことをたしか言ったはずなんですよ。これで

は困るんだよな。住民の安全とかあれよりも自分方のもうけ、コストのこと

を最優先している。こういうことでは本当に困るんですって。もうけだとか

コストがあれだったらやらなければいいでしょう、参加しなければいいで

しょう。住民のことを第一に考えてやるという立場できちっとやらないとい

けないと思うんですよ。 

 今、三種、１．７キロですよ、海岸から。低周波なり騒音なり大変な大き

な問題が今後懸念されることになるでしょう。ですから外国では２０キロ以

上というのが当たり前、だから問題は何も起きないわけですよ。日本でも洋

上風力をやっていくとなれば、一つはやはり陸から大いに１０キロ２０キロ

と離すということできちっとやらせにゃだめなんですよ、そういう立場で。

というふうなことが一つあると思うんです。 

 皆さんに聞きますけれども、法定協に参加しているでしょう。副町長があ

れだよな。法定協で何やるんでしょうかね。副町長、これから、何か会議あ

りましたか、何を論議していくんですか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 
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 副町長。 

副 町 長 （ 檜森定勝 ） 

 この前に第１回目の法定協に参加してまいりました。そのときは、各地方

団体なり関係漁業会なり、あと国からの説明とかで、法定協立ち上げの協議

ということで、まずこの後いろいろ漁業者の方からもご意見をいただいて、

それを国が取りまとめていくというような格好になっています。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ３番。 
３番 （ 伊藤千作 ） 

 法定協で何を論議するのかよく、こう皆さんわからないということなどが

言われているんだけれども、私がさっき言ったような中身の問題ね、海岸か

ら２０キロぐらい離さないとだめだとかそういうことをきちっと論議してく

ださいよ。副町長が委員だったらそのことをやはり主張すると、法定協で。

そういうことでやっていかないと法定協は何も意味ないじゃないですか。み

んな決まり切ったことを「はい、異議ありません」なんていうことで認めて

いったんだったら、何のための法定協と言われてもしようがない。ですか

ら、住民の立場できちっと物事を踏まえて考えてやっていくということなど

をきちっとそこで主張するということでやっていかないと法定協は意味がな

いんじゃないですか。私はそう思います。副町長の決意のほどを。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 副町長。 

副 町 長 （ 檜森定勝 ） 

 法定協の中では、やはり国が主導しておりまして、なかなかそういう細か

いところまでは、初めての会議の中ではそこまで申し上げられなかったとい

うことでございまして、海運業者等への配慮とかそういうのも結構話されて

はおりましたけれども、最初の会議でしたので、そこまでまだ行っていない

というところでございます。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ３番。 
３番 （ 伊藤千作 ） 

 これは一緒にできないんだけれど、合併するに当たって、町村合併に当

たって法定協、法定協議会がつくられてきているんです、だから法定協とい

うのはこういうことだなというイメージは何となくあるんだけれど。あの中

で、あれでしょう、能代・山本一本が白神市の名前で壊れたでしょう、法定

協で。能代、山本郡を一本で、藤里町を除いてか、（「最初は全部」の声あ

り）最初は全部入ったんだ、町村合併やろうと。法定協も立ち上げて、各行

政区からみんな代表が、多分町長とかその他行って論議したはずなんです

よ。あのとき名前で壊れたんだよな、白神市か。白神市で壊れたんですよ。

あれで能代・山本一本の合併がパアになったんです。だから、法定協という

と何かやはり各町村の方々が自分の思いを主張していくというのが法定協で
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はないかなというふうに意識としてあるのよね。 
 だから、この風力発電の海上風力も委員の方々はきちっと自分を主張して

いくと。さっき言ったように海岸から何キロでなきゃだめだよとか、さまざ

まなことがあるじゃないですか。これから問題になってくる、さっき言った

鳥類の問題とかさまざまなことが出てくるでしょう。そういうことをきちっ

と主張していくということが必要で、国のあれだから仕方がないということ

では何のための法定協だかわからないじゃないですか。ということで、問題

があるんだったらやはりきちっと海上風力の問題も業者が是正して、よりよ

い方向に持っていけるような、そういう話し合いにきちっとしていくという

ことが私は必要なことではないだろうかと思います。 
 景観条例、最後に、景観条例をつくる必要があるのではないかと、私は必

要だと思います。景観条例をぜひつくってほしいと思いますけれども、魁新

聞には、にかほ市のことが載りました、景観条例をつくると、制定すると。

今つくったかどうかその後確認してないけれども、県内でも景観条例をつく

るところが出てきているんです。ですから、三種町でもきちっと景観条例を

つくるという状況まで持っていったらどうでしょうか。 

 これはさっき壇上でも話しましたけれども、景観条例には国の景観に対す

る基本理念をうたったことと、それと第２条１項のことを私はさっき壇上で

言いました。第３項では「良好な景観は地域の固有の特性と密接に関連する

ものであることに鑑み、地域住民の意向を踏まえそれぞれの地域の個性及び

特色の伸長に資するようその多様な形成を図られなければならない」という

ことなどもうたっております。ぜひこういう立場で、景観の問題はこれから

多分出てくると思うんです、洋上風力ではね。だからここをきちっとそうい

う立場で三種町もそこへ踏み出していくと、検討していくと。 

 ここで、町長、検討していくと、今ここでばちっと「だめです」とか「や

らない」とかって言うんじゃなくて、「今後どうするかを検討していく」と

まず答えてください。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 お答えをいたします。 

 洋上に関しては、三種町の土地でもございませんので、そこに景観条例と

いうものをできるのかという部分は、今の時点ではわからないというのが正

直私の答えになります。 

 いずれこれから先いろいろなことがあると思います。ただ、やはり伊藤議

員がおっしゃるとおりいろいろな意味で不利益が起きる場合があると想定さ

れる場合は、やはりそういうことも考えていかなければいけないのでないか

なと思います。ただ、現状、景観条例というのは、多分、今の時点では

ちょっと難しいのかなと、海でやる以上はですね。（「やるところはあるん

だ」の声あり）海上でですか。（「にかほ市」の声あり）洋上もですか。
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（「にかほ市でつくろうとしている」の声あり） 

 そのあたりはいずれ検討させていただければありがたいと思います。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ３番。 
３番 （ 伊藤千作 ） 

 いずれこの風力発電はいろいろ問題点があるので、今後ともいろいろ皆さ

んと論議していきたいなと思いますので、町としてもいい方向に進むような

検討も引き続き行っていただければということで、質問を終わります。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ３番、伊藤千作議員の一般質問を終わります。 
 以上で本日の日程は全部終了しました。 
 本日はこれで散会です。 

  

 

                          午後４時４８分  散 会 
 


